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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　罪つみを担になうもの




　月が変わって最近は、太陽が出ればあっという間まに暖あたたかくなる。

　オスタスの路ろ地じには洗せん濯たく物ものを干ほした紐ひもが渡わたされ、木々は若い緑を細こまやかに噴ふき出して光り輝かせている。

　小鳥が可か憐れんな歌を歌い、道路は埃ほこりっぽくなってきた。

　春だ。







『マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよ』の入っているビルの一階にあるミスター・ブルネルの雑ざつ貨か店てん。

　の、デリ部のコックであるオーガーのヘンリーが、ケースの後うしろで新聞を、声に出して読んでいる。

「探偵Ｍ、黒くろ星ぼし。トリノア・アルトリオン伯はく爵しやく令れい嬢じようの秘ひ蔵ぞうの真しん珠じゆ、怪かい盗とうドクトル・バーチに奪うばわれる」

　コック帽ぼう子しと清せい潔けつなエプロン。半はん袖そでのシャツ。

　朝の仕し込こみが終わって、総そう菜ざいの端は切ぎれや、多少焦こげ付いてしまった焼き物を目め当あてに、ビルの上階に住んでいる少年二人と犬が一いつ匹ぴきやってくる。

　いつも同じ、千ち鳥どり格ごう子しのベストと茶色のズボンにネクタイの黒くろ髪かみのマルタ・サギーと、濃こい茶色の髪、深い青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、マルタより少し年下の鼻が高くてそばかすのあるリッツ・スミス。

　そして彼らの飼かい犬いぬの白しろ黒くろ斑まだらの雌めす犬いぬ、ジョゼフ犬いぬだ。

　店主のミスター・ブルネルも、彼らの来らい訪ほうを多少迷めい惑わくがりながらも楽しみにしていた。

　ミスター・ブルネルは半はん燃もえのフェニックスで、黒い色いろ眼鏡めがねをかけて、店の中に吊つるした金きん属ぞく製せいの鳥とり籠かごの中に入っている。

　もちろん閉へい店てんと共に一丁先の自じ邸ていに帰って、開かい店てん準じゆん備びと共ともにやってきて、わざわざ鳥籠に入って店みせ番ばんをしているのだ。

　この店の会かい計けいシステムはそれが故ゆえに独どく特とくで、鳥籠の下したに下さげられた籠の中にすべての金が入っている。客は棚たなから気に入りの商品を取り、勝かつ手てに袋ふくろに詰つめて、勝手に支し払はらって勝手に釣つり銭せんを持って行くのだ。

　もちろんミスター・ブルネルはすべてを把は握あくしているからごまかしはきかない。

　客がやりとりする金をすべて瞬しゆん時じに勘かん定じようして、

「お客さん２テンタ少ないですよ」

　とか、

「お嬢じようちゃん、お釣りを間ま違ちがえてる。お店に多く支払っちゃ、ママに叱しかられるぜ？」

　とか、的てき確かくに采さい配はいしているのだった。

　その上うえ常じよう連れん客きやくとのおしゃべりも楽しみ、通とおりすがりの客へ商品を勧すすめるのも忘わすれないから、ミスター・ブルネルの店は繁はん盛じようしていた。

　けれど午前中、昼ちゆう食しよくの買い入れの主しゆ婦ふたちが去さり、もう少ししたら働はたらく者たちがなじみの総菜を求めてやってくる間の、このわずかに暇ひまな時間には、コックのヘンリーが新聞を読む時間もある。

　そして二人の少年と飼い犬が、ミスター・ブルネルの温おん情じようの産さん物ぶつであるところの、総菜の余あまりにありつく時間も出で来きるというわけだ。

　日ひ差ざしはうららかだ。

　通りに面めんした場所に出したテーブルと椅い子すに二人は座すわり、足あし下もとにはジョゼフ犬が顎あごをべったりとつけて寝ねている。

　マルタの黒い髪についた埃までキラキラして見える春の日差しだ。

「探偵Ｍ、黒星。トリノア・アルトリオン伯爵令嬢の秘蔵の真珠、怪盗ドクトル・バーチに奪われる」

　ヘンリーはもう一度新聞の見出しを読んだ。それから言った。

「負まけ探偵」

　マルタはのんきにあくびをし、リッツはミスター・ブルネルに先せん刻こくもらった、袋ふくろの中で砕くだけたグリッシーニをぱりぱり食べている。

「黒星だって。ヘッ」

　ヘンリーは小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑い、マルタを挑ちよう発はつした。もともとこの二人、仲なかが悪い。

　と、いうより喧けん嘩か友とも達だちみたいなものだ。

　リッツはそう思ってグリッシーニをもう一本手にとった。

「あっ、ちょうちょだぁ」

　顎の下に両手を添そえて、マルタはウフ、と笑う。

「おい聞いてんのかマルタ!!」

　ヘンリーは大おお声ごえを出して言い、ミスター・ブルネルに睨にらまれ、それから声を潜ひそめて言った。

「この探偵Ｍってお前だろ。俺おれは知ってるんだぞ。黒星って言われて悔くやしくねぇのかよ」

「……別にィ」

　マルタは蝶ちようを見ながら言った。

「普ふ通つうに考えてさぁ。一いつ般ぱん論ろんとしてもだよ？　何なん回かいも対たい決けつしてるんだから、そりゃー負けることだってあるだろーさー。ところでヘンリー、鶏とり肉にくのピカタ失しつ敗ぱいしない？　僕ぼく食べたいな」

「しねぇよ、バカ」

「ちぇ。じゃ、何でもいいよ、なんかくれ。早く早く早く」

　言ってマルタは子供のようにテーブルをがたがたさせるので、リッツがひとつ強く天てん板ばんを叩たたいてやめさせた。

　テーブルの足下にいたジョゼフ犬は驚おどろくでもなく溜ため息いきを吐つく。

「ヘンリー、マルタに喧嘩売らないでよ。黒星は黒星なんだし」

　いかにもつまらなそうにリッツが言う。

　ヘンリーは皿さらにもそもそと総菜の端切れを載のせて、二人の前に置おき、巨きよ体たいをかがめてリッツに耳打ちをする。

「っうかよ、この間何があったんだよ。お前なんでぶっ倒れたんだよ。バーチになんかされたんだろ？　マルタは、だってお前いないとなんにも出来ないわけだから、バーチがそれ狙ったんじゃねぇかって俺は睨んでるわけだが、どうだよ？　俺の推すい理りは？」

　甘あまえるように言われる。リッツは口の両りよう端はしを下さげてヘンリーを見上げ、ポケットからハンカチに包つつんだフォークを取り出して、一本をマルタに渡して言った。

「だから、貧ひん血けつ起おこしただけだってば。医せん師せいはさ、なんか、貧血じゃない、寝てるだけだったっていうけど、ほら僕、マルタの世せ話わで疲れてたのかも」

　溜息を吐くリッツにヘンリーは、

「ああそうかも知れねぇなぁ」

　と深く頷うなずき、マルタも同情いっぱいの表か情おをして、

「うんそうかも知れないねぇ」

　と言って二人に思い切り睨にらまれた。

「そもそもなんでお前、マルタなんかのお守もりやってんの？　親兄弟とかどうしてんだ」

「ヘンリー、コーヒーくれよ金払うから」

　マルタが苦虫をかみつぶした様ような表情で早はや口くちで低ひくく言い、ヘンリーが何か言う前にリッツが言った。

「僕の兄さんが、僕の両りよう親しん殺ころしちゃって、僕だけ助かったんだけど身よりもないから、たまたま事じ件けんの担たん当とう者しやだった、あの髭ひげの警部が保ほ護ご者しやになって、マルタの世せ話わ係がかりっていう職しよくを世話してくれたの」

　ヘンリーが固かたまった。

　マルタは、短く息を吐くと、皿に盛もられたミートローフをリッツの分まで自分の方に寄せた。

　話が聞こえていたミスター・ブルネルが小さく舌した打うちをする。ヘンリーのバカが。事じ情じようのありそうな少年に、わざわざ語かたらせやがって。

　すまんとも言えずに言葉に詰つまるヘンリーを無む視しして、マルタはミートローフの切きれ端はしを口からはみ出そうになるまで突つっ込こんだ。ヘンリーのミートローフは特にこの端はじっこが最高なのだ。その様子をリッツは横よこ目めで見ながら言葉を続けた。

「それで、マルタがあんまりにもこんなんだから、面倒見る気があるんなら僕の居い候そうろう先さきにうってつけだって言って、今ここにいるんだよ」

「リッツ、鶏とりのピカタをお前のために焼こう」

　マルタがヘンリーの後ろでうーうー言いながら両手を挙あげた。

　ヘンリーの鶏のピカタは焼きたてが特に最高なのだ。

「お前んじゃねぇ！」

　一いつ喝かつしてからヘンリーはリッツに向むき直なおる。

「ところでよ、探偵Ｍの容よう姿しってのが噂うわさになってるぜ。人間族でべったりした顔つきで黒くろ髪かみでチビで短たん足そくだって。噂もそこまで具ぐ体たい的てきだと困こまるんじゃねぇのか。一応探偵Ｍがこいつだってのは秘ひ密みつなんだろ」

　リッツは眉まゆ根ねを寄せる。

「確かに」

　本当は秘密にしたいのは、探偵Ｍがカード使いだということだ。

　おとぎ話の存そん在ざいであるところのカード使いなんてものが実じつ在ざいする、なんてことは、最初のうちは胸むね躍おどることだろう。

　けれど、運命も時じ空くうも時間も超えた力を行こう使しする存在が、本当にある、と、市し民みんが理り解かいしたらどうなるか。いくつかの事は考えられるが、そのどれもが女じよう王おう陛へい下かの御み心こころに叶かなうことではない。

　探偵Ｍがカード使いだということは知られてはならず、探偵Ｍがマルタだとは公おおやけには知られない方がいい。

　とはいえ、ヘンリーやミスター・ブルネル、この近きん隣りんの人間たちには、とあることで知れ渡わたってしまったのだが、彼らも律りち儀ぎにうわさ話の種たねになどはしないでくれているのだった。

「まぁ、いくらドクトル・バーチと丁ちよう々ちよう発はつ止し、頭ず脳のうや剣けん術じゆつ、軽かる業わざなんかで渡り合うと、世間が勝手に想像を膨ふくらましている探偵Ｍと実像がまるで異ことなると言ってもだ」

　と、ヘンリーはミートーローフを詰め込みすぎて飲み込めず、目を白黒させているマルタを横目でちらりと見て言い、リッツも横目で見て頷く。

「実際そのあたりは助かるよ。世間の想像するところの探偵Ｍは格かつ好こういいもん」

「まさかこんなんだとは思わないだろうけど」

「容姿の特とく徴ちようは合ってるもんね、それ」

　マルタは口の中のミートローフを苦く心しんして飲み込むと、にっこり笑って言った。

「ピカタ」

「うるっせぇよ黙だまれこの野や郎ろうむかつくな」

　ヘンリーは一息にそう言った。







　満まん腹ぷくになって探偵事務所に戻ってきたマルタは、居い間まのソファにうつぶせにばったり倒たおれ、リッツは事務机の椅子に力なく腰を下ろした。

「探偵Ｍの情報はすべからく秘ひ匿とくされなければならないんじゃなかったのかー？」

　リッツがそう言い、マルタがぼそぼそと言った。

「べったりした顔つきでチビで短足だって」

「そんなほんとのことはどうでもいいよ」

「ほんとのことって……リッツも僕のことをべったりした顔つきでチビで短足って思ってるの？」

　傷ついたように言うマルタを無視して、リッツは親指の爪つめを噛かむ。

「女王陛下の御み名なにおいて、という文もん句くが誰かに通つう用ようしなかったということだよ。まぁあれだけばかすか人ひと前まえでカード使ってりゃそりゃそうだよな。探偵Ｍがカード使いだとは漏もれてはいないようだけど、マルタが探偵Ｍに似ているというのがヘンリーの耳に届くとなると、うーん。噂はかなり広範囲に広がってるよな」

「ねぇねぇ、僕チビで短足ー？」

　マルタはクッションを抱え込んでグズグズ言う。リッツはあくまで無視をする。二人の足下ではジョゼフ犬が、二人を見上げて尻しつ尾ぽを振っていた。

　そのあと同じことを三十二回訊きかれたリッツは、とうとう切れて机を叩いた。

「そう思うけどそれがどうしたんだよ!!　僕なんかそばかすだし鼻なんか兄さんそっくりだよッ!!　うるさいなぁもう!!」

　ひとがお前の代わりにもの考えてるのに、とがみがみ怒おこられ、マルタはあたふたと外へ逃にげ出した。







「マルタ・サギーが凹へこんでユリル河がわのベンチに突つっ伏ぷしてましたよ」

　部ぶ下かの小しよう妖よう精せいがそう言ったのを聞いて、ティルマカット菓か子し店てんの二階で仕事に励はげんでいたマリアンナ・ディルベルタは快かい活かつに笑わらった。

「はっはっは！　何があったのやらな。飛んでいって詳しよう細さいを知りたいものだが、今はそれどころではないのが残ざん念ねんだ」

　緩ゆるく巻まいた黒髪を結ゆい上げ、緑みどりの瞳ひとみに長い睫まつげの影かげが落ちる。細く白い指がペンを操あやつり、書しよ類るいにサインを入れていく。

「ご自じ覚かくがありなさるようでようございました。言こと葉ば遣づかいを直なおされた方がよろしいですな」

　そう言ったのは自みずからも作さ業ぎよう机づくえに座すわって、流れるような指遣いでタイプライターを使っているゴブリンのジャックだ。

















　通つう常じようゴブリンといえば、下げ品ひんで無ぶ礼れいで乱らん暴ぼう者ものと相そう場ばは決まっているのだが、ジャックは例れい外がいだった。

　ゴブリンの特とく徴ちようである矮わい躯くと泥どろ色いろの皮ひ膚ふはそのままだったが、物もの腰ごしは優ゆう雅がで、着ているものもいい仕し立たてのシャツとベストとズボンと、特別にあつらえた革かわ靴ぐつだ。ネクタイも曲まがってはいないし、カフスも襟えりも皺しわひとつない白さを誇ほこっている。

「そうね、失礼、ジャック。今の私はマリアンナ・ディルベルタですものね。でも、この書類が片かた付づいたら、ドクトル・バーチになるんだわ」

　歌うように言われた言葉に、タイプライターを打うつ手を止めずにジャックは言った。

「そういう発はつ言げんもなさらないように。どこで誰が聞いているかもわからないのですから」

「はいはい」

　言うとマリアンナはペン立てにペンを突っ込んで立ち上がり、隣となりの部へ屋やに向かった。

　ジャックはタイプライターを打ち終おえ、紙を抜いて束たばを整ととのえて茶ちや封ぶう筒とうにしまい封ふうをした。

　メイドはマリアンナの机つくえの上を片付けて、使し用よう人にんたちも打ち合わせたとおり自分の仕事を無む言ごんで進めた。何人もの、それぞれいろいろな衣い装しようを着た者たちが、二階に集あつまってきた。

　隣の部屋の扉とびらが開く。

　現あらわれたのは長い黒髪と長身、青あおい瞳の美び青せい年ねんだった。

　黒のスーツにフリル付つきの白いシャツ、準じゆん備びよくコートを着て帽子を被かぶり、手て袋ぶくろをしていた。

　青年はとんでもない美び貌ぼうだったが、その面おも差ざしにはマリアンナに似たところは微み塵じんもなかった。

「では皆みな、参まいろうか。リビンストン駅えきに真ま夜よ中なかまでに到とう着ちやくしないと、今日きようまでの周しゆう到とうな準備がすべて水みずの泡あわだ。今回は新作の機き械かい、ウイドウの試し用ようも兼かねている。ぬかるなよ」

　バーチは手袋をしたままの片手で、耳の下の長い黒髪を持ち上げて一いち同どうに言い、メイドのビィがその肌はだにオー・デ・コロンを一ひと噴ふきした。

　わずかに苦にがい、それでいて清せい冽れつな香かおり。

　ドクトル・バーチの香りだ。

　バーチは優ゆう雅がに両手を広げて一同に宣せん言げんした。

「出しゆつ発ぱつ」







　リビンストンは、オスタスにもっとも近ちかい港みなとだ。

　ユリル河のすべてが流れ込む港で、当然それはオスタス以下の都と市しすべての排はい水すいが流れ込むということを示しめしている。

　当然汚お染せんが社会問題になり、水すい棲せいの民たみたちはリビンストンから去さって、現在、元リビンストン市民達は政せい府ふを相手取り損そん害がい賠ばい償しようを求もとめて裁さい判ばんで争あらそっている最さい中ちゆうだ。

　水棲のもの、人にん魚ぎよや魚ぎよ人じん、ケルピーなどがいないということは、不ふ自し然ぜんだけれども船ふねの行いき来きにはある意い味み好こう都つ合ごうだ。派は手でな音を立てても文もん句くが来こないし、大きな貨か物もつ船せんが行き来しても、住すみ処かを壊こわす危き険けんもない。

　今夜、夜よが更ふけてから大おお雨あめになった。

　どっと地ち表ひように叩きつけるような雨で、風はない。

　生なまぬるい温おん度どで濃のう霧むが立った。

　雨の音がやかましく、濃こい霧きりで視し界かいが効きかない。この港で働はたらくものにとって、不ふ快かいな天てん候こうだった。

　深しん夜や、厳げん重じゆうな警けい備びの中、貨物船からひとつのコンテナが降おろされた。

　車しや輪りんの付いた台に乗せられたそれは人の力で動かせるものではない。

　ゴム引びきの合かつ羽ぱを着た、人間族の大人おとなの三倍も背せ丈たけのあるサイクロプスが、えいやと引いて隣りん接せつする貨か物もつ列れつ車しやの基き地ちへと続くレールに乗せる。サイクロプスは、六ろく頭とうの馬うまにコンテナが連れん結けつされて、重く引かれて行くのを見ながら警備をしていた人じん犬けん族ぞくの中ちゆう年ねんに訊きいた。

「やたら重たいコンテナですね。中なか身みは何ですか？」

　合羽のフードを叩く雨に閉へい口こうしながら警備員は訊き返す。馬の蹄ひづめの音と重い車輪の音が、雨の音にかき消される。

「君きみ、就しゆう職しよくに苦く労ろうしやしなかったかね」

「え？」

　何を言われたか分からないサイクロプスは、ひとつきりの目を瞬しばたたかせた。

「口が軽かるいと就職に苦労するんじゃないのかね、と言っておるんだ」

「ああ、これはご親しん切せつに心しん配ぱいいただいて。最近景けい気きがいいもんで、あんまり苦労はしませんよ。あなたしかしあれですね、毛け並なみがつやつやしてていいですね。うちで犬飼ってるんですけどよく似てるんですよこれが」

「人犬族と犬を一いつ緒しよにするな！」

「あっ、それそれこの間のオスタスニューズウィークリーで読みましたよ。人犬族の人じん権けん問題についての論ろん争そうが今いま盛さかんだそうじゃないですか？」

「仕事中なので失礼する！」

　人犬族の警備員は腹はらを立てて、教きよう養ようのない巨人族なんかに遠とお回まわしな嫌いやみ言うんじゃなかったと後こう悔かいした。

　濃い霧と雨が意い地じ悪わるく視界をふさぐ夜だった。もうコンテナが見えなくなっている。足下のレールもろくに見えない有あり様さまだ。一番近い街がい灯とうの明あかりもあるのかないのかわからない。自じ慢まんの鼻はなも、腐くさった魚さかなの臭においに惑まどわされて働はたらかない。ひどい臭いだ。いくつも並ならんだコンテナは、まるで迷めい路ろのようだ。十人の同どう僚りようたちに遅おくれをとったのはわずか一分ほどのはずなのに、誰にも追いつかない。

　これはおかしい。

　どうしたことだと焦あせりを覚おぼえ始めたときに、コンテナの積つみ込こみ作業をしている列車を見つけた。

　時じ給きゆう雇やといのフェニックスの光の中で車しや両りよう番ばん号ごうを確かく認にんし、目め当あての列車だとほっと息を吐つく。

「何やってたんだ、リンジー」

「いや、ちょっとな」

　同僚に言われ、言葉を濁にごす。

　用よう意いされた止まり木に止まっている、照しよう明めい用ようのフェニックスは、カチカチとくちばしを鳴ならしながら疎うとましげに言った。

「よう、早く積み込み終わらせてくれねえか。今日は時給を諦あきらめても、屋や根ねの下にいたい気き分ぶんだぜ。雨で俺たちの火が消えることはねぇけどよ」

「昼はいい天気だったんだがな。終わったら列車の中で食事だ。それまで頼たのむよ」

「まるまる太ふとったイグアナはあるかな」

「ああ。特とく大だいのを用意してある」

「……楽しみにしとこう。ああ、ひどい雨だ。いやな霧だ」

　陰いん鬱うつにフェニックスが言う。

　けれどそのひどい雨、いやな霧の中で、彼の身体からだの炎ほのおは、手て元もとをなんとか照らしてくれているのだ。ガス灯とうではこうはいかないだろう。

　ともあれ、濃のう霧むと豪ごう雨うの中、時間から少し遅れて積み荷は貨車に載のせられ、真夜中に汽き車しやは出発してオスタスに向かった。

　合羽を着ていても雨は身体を濡ぬらしてしまった。

　貨車の中で、警備員と作業員たちは、合羽を脱ぬぎ、服ふくを脱げるだけ脱いで身体を拭ふき、ようやく人ひと心地ごこちがついた。

　フェニックスたちはイグアナを食べて身体の炎を増まし、おかげで貨車の中は暖あたたかくなった。

　誰かが言った。

「おい、星だ」

　何人かが窓に寄より、流ながれていく景け色しきと夜空を見上げる。

「ひどい雨と霧だったんだがなぁ。リビンストンの辺あたり……港こう湾わん部ぶだけだったのかな」

「だとしたら、意地悪な空そらだよ。会かい計けい課かのジャッドンさんみたいだ」

　あの雨と霧から逃のがれられた安あん堵どから、一同はその冗じよう談だんに声を上げて笑った。

　着き替がえをすませたものが見み張はりを代かわりに行き、残のこったものは食事にした。最さい近きん発はつ明めいされた魔ま法ほう瓶びんは、温かいままお湯ゆを持ち歩けるので、彼らも紅こう茶ちやにありつけて喜よろこんだ。

　仕事は緊きん張ちようするものだが、いい夜になりそうだった。







　チビで胴どう長ながで短たん足そくでべったりした顔の黒髪の異い人じん種しゆにも朝は来る。

　チビで胴長で短足でべったりした顔の黒髪の異人種な自分の顔を見ながら、マルタは歯は磨みがきをした。十秒で洗せん面めん所じよから出たので、フライパンを振ふってオムレツを焼いていたリッツに回まわれ右みぎを命めい令れいされ、もう一回歯磨きをした。

「チビで胴長で短足でべったりした顔の黒髪の異人種の歯なんか虫むし歯ばになってもかまわないじゃないか……」

　顔を洗ってシャツの胸むな元もとと袖そでをびしょびしょにしたマルタは、食しよく卓たくに着ついて深い重い息を吐く。それを聞きつけてリッツは額ひたいに青あお筋すじを浮うき立たたせてニコニコと言った。

「チビでも胴長でも短足でもべったりした顔でも黒髪でも異人種でも別にいいけど、口が臭くさかったり目やにがついてたり不ふ潔けつだったりすると、ひとに不ふ快かいな思いをさせるんだよ、主おもに僕に！」

　千ち切ぎったレタスとキュウリの添そえられたチーズオムレツをマルタの前に出して、リッツはキッチンに戻り、焼いたパンと温かい紅茶とジャガイモのスープをトレイに載のせて運はこびながら更さらに言った。

「まぁ今日は食卓に着く前に着き替がえたし、なんとか歯も磨いて顔も洗あらって偉えらいぞマルタ、っていきなりオムレツ全ぜん部ぶ食べてるんじゃない!!」

「おいしかったよすごく」

　何かいけないことしたか、とでも言いたそうなマルタに、リッツは鼻はなの頭に皺しわを寄せる。

「……いいけどな、別に……」

　そしてテーブルに料理を並ならべ、自分も座すわって食事を始めた。

「今日もいい天気だな」

　窓まどから差さし込こむ陽よう光こうを見ながら、リッツは気を取とり直なおしたようにパンを千切って言う。

「マルタ、今日の予よ定ていは？　寝ねてる？　散さん歩ぽ？　部屋の掃そう除じ？」

　食しよつ器きが当たるかすかな音を立てながら、朝の食卓は穏おだやかな会かい話わに満みちていく。その平へい和わさにマルタは頬ほおをゆるめ、スープを飲んでパンを食べた。

「うーんどうしようかなー」

「出かけるの？　それとも部屋の掃除？」

　リッツが穏おだやかに微笑ほほえんで言う。

　そう、今日はどうしようか。

「天気いいしなー」

「部屋の掃除？」

「ああ、そうだ、バザーがあるんじゃないっけ。冷ひやかすのも面おも白しろそうだ」

「部屋掃除しろ」

　マルタはスープと紅茶と一いつ気きに流し込むと、残ったパンをひっつかんで駆かけ出だした。

「こら待てマルター!!」

　コート掛かけからぶかぶかの上うわ着ぎをとって肩かたに担かつぎ、名探偵事務所の階段を二に段だん抜ぬかしで駆け下おりる。

　外に出たら、道どう路ろに面めんした事務所の窓が開いて、リッツが怒ど鳴なった。

「マルタ！　帰ってきたら掃除しろよ！」

　マルタはリッツに大きく手を振って、上着を着ると悠ゆう然ぜんと歩き出した。

　下でリッツの声を聞いていたミスター・ブルネルは、ヘンリーに問いかける。

「で、マルタは結けつ局きよく何日部屋掃除してないんだ」

「雨降りの日にしてないとすれば、確かく実じつに一か月くらいは」

「……あの年の男にしたらそんなもんかね？」

「リッツがぎゃあぎゃあ言う程てい度どに汚きたないんだとしたら、一年以上はしてないんじゃないですか」

　二人の間に重い沈ちん黙もくが落ちた。

　ああ、かわいそうなリッツ・スミス。








　第二章　アラン・レイ高校




　オスタスで、マルタは大たい抵てい暇ひまだった。

　探偵Ｍとしての仕事、たまに持ち込まれる猫ねこ探さがしや人ひと捜さがしの仕事、更さらにごくたまにトーリアス警部の個こ人じん的てきな頼たのみ事ごと。それ以い外がいはすべてリッツに任まかせきりだからである。

　働いてもいないし学がつ校こうに行ってもいない。

　と、なると昼ひる間ま暇ひま潰つぶしに行く先はあまりない。

　幸さいわいマルタは蓑みの崎さきにいるときから読どく書しよは好すきだった。

　小しよう説せつに限かぎらずいろんなものを読よんだ。漫まん画がを一いち番ばん多おおく読んでいたから、オスタスにないのは不ふ満まんだったが、自分で描かけるわけでもないからしかたがない。

　本を借かりて事務所に持って帰り、自分のベッドに寝ね転ころがって読むのも好きだったが、図と書しよ館かんの静しずかなホールの座すわり心地ごこちのいい椅い子すで、館かん内ないを行いき交かう多た様ようなオスタスの住じゆう人にんたちを眺ながめながら本を読むのも好きだった。

　図書館のホールは吹ふき抜ぬけで、天てん井じようにはステンドグラスで美しいゴルゴンの姿すがたが描えがかれている。それはもちろん女じよう王おう陛へい下かを示しめすものだ。主おもにばら色いろとわずかばかりの青色で描かれたその像は、オスタス市民の陛下に対する敬けい愛あいを余あますことなく表ひよう現げんしていた。

　そのステンドグラスを越こして差さし込こむ光は、ばら色となって図書館のホールに降ふり注そそぐのだ。

　青い色は夜の市民のためだ。図書館は一日中開ひらいている。月げつ光こうがこの絵を透とう過かすると、何な故ぜか光にばら色はつかない。さえざえとした銀ぎんの月光に、穏おだやかな青色がつくのだ。

　マルタが最近見つけた面おも白しろい伝でん記きのシリーズがあって、書しよ架かに行ってみたら先せん日じつなかった分ぶんが返へん却きやくされていたので、ほくほくしながらいつもの椅子に座り、読み始めた。

　解かい説せつによると、今こん度どの本の主人公は有ゆう翼よく人じんで、都と市しの空くう中ちゆう整せい備び計けい画かくに貢こう献けんしたという内ない容ようらしい。

　軽かるく有翼人の歴れき史しに触ふれ、主しゆ人じん公こうの生まれた地ち方ほうの風ふう景けいや特とく産さん物ぶつの紹しよう介かいに進んだところで下の方から声こえがかけられた。

「オスタス偉い人じん伝でん、面白いかい、マルタ」

　背せ中なかに四枚の羽は根ねを持った、市警の制せい服ふくを着た警けい官かんだった。

　金色の巻まき毛げと、青い瞳ひとみをしていた。

「あれ。なんだアッカーソン巡じゆん査さ」

　知り合いの来らい訪ほうに笑い、気き取どって言ったマルタは自分の右みぎ肩かたを少し動かして、小しよう妖よう精せいを誘さそった。

　ザック・アッカーソン巡査はその動どう作さに微笑ほほえみ、マルタの肩に飛とび乗のった。

















「助たすかるよ。何しろ君たちに比くらべて身体からだが小さいもんだから、声も大きくないからな。こういうところで声を張はり上あげるのも気が引けるし」

「うん。でも、いいんだぜ、いきなり肩に乗ってくれても」

「無ぶ礼れいだよ、そんなのは」

　マルタの顔の近くで、ビーズの様ような青い瞳を輝かがやかせてアッカーソンが笑う。

「ところで、オスタス偉人伝もいいんだけどさ。ちょっと持ってきて欲ほしい本が何なん冊さつかあるんだけど、いいかい」

「……かまわないけど。妖精サイズの書架はあっちにあるだろ」

「いいのいいの」

　マルタは本を閉とじて立ち上がり、まずは本を戻もどすと、アッカーソンが示しめすとおりに歩いて、何冊かの本を書架から取った。

　そんなところかな、と言われテーブルのある椅子に座って、本の題だい名めいを一冊ずつ見ていく。

「我わが青せい春しゆん。イキイキ高校白はく書しよ・オスタス版ばん。蒼あおき野のより白はく峰ほう見み上あげ。飛ばない教室。三ギルと太陽。さらばジョナサン・ウイッチーズ」

　何の脈みやく絡らくもないように思えた。けれど、最後の一冊の表ひよう題だいに、マルタはイヤな予よ感かんを覚えつつ読み上げる。

「アラン・レイ高校の一年……」

　アッカーソンはマルタが積み上げた本に腰こし掛かけ、マルタに向かってにっこり笑った。

「お前いくつだっけ、マルタ」

　マルタは長く溜息を吐つくと頭を抱かかえた。詳くわしく聞かなくてもなんとなくわかった。イヤだ。

「待って、ちょっと……それ僕に拒きよ否ひ権けんないんだよね？」

　アッカーソンが人にん形ぎようのような小さな額ひたいに皺しわを寄せて、怒ど気きを含ふくませて言った。

「お前わがままも大たい概がいにしろよ。ほんとだったらお前んとこには殺さつ人じん事じ件けんとか猟りよう奇き事件とかバカスカ持ち込まれてるはずなんだよ。それを止めてくれてるのがトーリアス警部だって、分かってんのかよ？」

　もちろんトーリアスのその行こう為いは親しん切せつ心しんからばかりではない。

『名探偵』のカードは事件の防ぼう止しには全まつたく役やくに立たない。事件が起こった後、で、謎なぞがなければ意い味みがないのだ。けれどそのことについて、カードについてよく知らない市警の上じよう層そう部ぶは理り解かいせず、ただカードの超ちよう常じよう力りよくを万ばん能のうと信じてトーリアスをせっついているという面めんもある。

　けれど、トーリアスが全ぜん力りよくでマルタを陰いん惨さんな殺人事件から遠とおざけている理由は、精せい神しん的てきに負ふ担たんをかけたら、人の不ふ幸こうや悪あく意いに覚かく悟ごも耐たい性せいもないマルタの精神は、あっという間に衰おとろえてしまうだろうという予よ測そくからだった。

『名探偵』のカード使いのマルタは、潰してしまうのには惜おしい。

　謎を孕はらんだ陰惨な殺人事件は、そう多くはないが確たしかにある。

　覚悟ひとつ、マルタがしてくれれば、その時は。

　トーリアスがそう思っていることをマルタは知っていたが、トーリアスが自分を庇かばってくれているのも分かっている。

「……十八です……たしか……」

　頭を抱えたままマルタは言い、アッカーソンはうむ、と頷うなずいた。

「まぁお前はどーせ戸こ籍せきがないからな。いくらだって捏ねつ造ぞうできるけど」

「違い法ほうだろソレ」

「女王陛下の名に於おいて。そんくらいいいだろう別に。リッツっていくつ？」

「十五。え、なんだよセット？」

　その言葉にアッカーソンは心しん底そこ呆あきれた視し線せんを向けた。

「お前ひとりでどうするんだよ」

「なんだそれ。ひどくない？」

「ひどくないよ。お前がひどいよ」

　なんだかみんな似にたようなことを言う。

　しかしアッカーソンからの伝でん言ごんを、事務所に帰ってマルタがリッツに伝つたえたら、一時間のうちにリッツは支し度たくをすませてしまった。この有ゆう能のうさの前には周まわりのそんな目も、ま、しかたないかなとマルタは思うしかなかったし、そんな有能なリッツが自分の助じよ手しゆだと思うのは悪くなかった。







　　アッカーソンがマルタに借かりさせた七冊の本は、すべてアラン・レイ高校が舞ぶ台たいだったり、その多くのページをアラン・レイ高校の沿えん革かくに割さいていたりするものだった。

　重い思いをして図書館から事務所に本を運はこんできたマルタは、リッツと一いつ緒しよに本に目を通し、夜になってトーリアスが持ってきた、マルタとリッツのニセの身しん上じよう書しよを熟じゆく読どくした。

「で、警部。僕とマルタがアラン・レイに編へん入にゆうする理由は？　何の事件ですか？」

　紅こう茶ちやの香かおりの満ちる居い間まで、電でん灯とうの明あかりの下、トーリアスがアラン・レイ高校の入にゆう学がくパンフレットや校こう舎しやの設せつ計けい図ずをテーブルに広げ始めた。

　箪たん笥すのような体たい格かくと鼻の下のブラシ髭ひげ、綺き麗れいな水色の瞳のトーリアス警部は、まずは、と前まえ置おきしてオスタスの地ち図ずを広げた。

　短く切った清せい潔けつな爪つめで、ある地ち点てんを指さし示しめす。

「ここが、アラン・レイ高校で」

　すー、っと指を滑すべらせてもう一点を。

「ここがドルーシア銀ぎん行こう」

　二つの建物は遠とおくはないが少し離はなれていて、接せつ点てんがないように思える。その機き能のうや役やく割わりにも。

「善ぜん意いの市し民みんから匿とく名めいの投とう書しよがあってな。これなんだが」

　トーリアスが手て袋ぶくろを嵌はめてから、便せんを取り出して広げる。

　つけペンで書かれたインクの文字。







　次のドクトル・バーチの目もく的てきは、ドルーシア銀行の金きん塊かいである。

　零ぜろ三さん号ごう路ろにてつながるアラン・レイ高校からの進しん入にゆうが考えられるのではないか。

　用よう心じんされたし。







「これ現げん物ぶつですか？」

　リッツが顎あごに手を当てて言い、トーリアスが頷うなずく。

「現物。鑑かん識しきでさんざん弄いじった後だがな」

　何の変へん哲てつもない便せんと文字である。

　リッツもマルタもしばらくじっと見つめたが、特に変わったところもないので首を捻ひねって顔を見合わせてから、まずはリッツがトーリアスに言った。

「零三号路ってなんですか？」

　トーリアスはうん、と息を吐いて便せんをしまって懐ふところに入れると、オスタスの地図に再さい度ど指を走らせる。

「ここがユリル河で、現在オスタスの下げ水すいはすべてここに繋つながっている。んだが、下水の整せい備びの必ひつ要ようが叫さけばれているのは知ってるよな」

「やっぱり生せい活かつ排はい水すいすべてダダ流ながしっていうのは、エコの観かん点てんからしてもどうかと僕思うんだよね……」

　マルタがぶつぶつ言い、トーリアスとリッツはエコってなんだろうと疑ぎ問もんに思いはしたが、面めん倒どうくさくて突つっ込こまなかった。

「それでだな、オスタスというのは結けつ構こう古ふるい都市で、前ぜん時じ代だいの地ち下か水すい道どうが残っているんだよ。地下水を集あつめて流している、先せん人じんの治ち水すい工こう事じのたまものだ。その整備用の細ほそい通つう路ろがあって、オスタスの地下を網あみの目めのように走っているというわけだ」

「下水整備の話と繋がるの」

　唇くちびるを突つき出だしてマルタは言う。トーリアスはマルタを横よこ目めでちらりと見てから言った。

「それで、今度の下水整備もそれを利り用ようしようという話でな。現在地下水道並ならびに地下通路を調ちよう査さ、修しゆう繕ぜん中ちゆうだ。その中の一本さ」

「……それ、あの、でも基き本ほん的てきにどうなんでしょう」

　考えながらリッツは言い、マルタは何が、と、目を瞬しばたたかせた。

「その通路って、バーチサイズなんですか？　小さい人とか、小妖精サイズとかじゃなくて」

　その言葉にマルタはリッツを横よこ目めで見る。

「そうでもそうでなくても、バーチが鞄かばんか袋ふくろに金塊詰つめて、よっこらしょって地下水道歩いていくっていうのは想そう像ぞうできないけどなぁ。部下にやらせるんじゃないの？」

「……まぁバーチなら、部下に小さい人とかいるかもしんないけどね」

　そのやりとりを聞き、トーリアスは答こたえた。

「人間サイズだよ。オスタスは基本的に人間サイズで出来てるからな」

「小さい人サイズとか巨きよ人じんサイズとかの街まちってあるの」

　マルタが聞いて、トーリアスが肩を竦すくめる。

「そりゃ、あるさ。でもそういう街にでも人間は普通にいるもんなんだよ。オスタスに小さい人や巨人がいるようにな。……お前の世界って、言葉を使つかうのって人間だけなんだっけ。そう言えば」

　前に話したことを覚おぼえていたらしい。

　トーリアスは横目でちらりとマルタを見、ぼそりと言った。

「気き持もち悪わる」

「……バーチも言ってたよそれ」

　マルタも横目でトーリアスを見て返す。そこにリッツが言葉を放ほうり投なげるように言った。

「そりゃ言うよ」

「……でもまぁ、そういう意味では学校も同じようなもんかもな。同じくらいの年の奴やつぎゅう詰づめにしてるわけだしな」

　ふむ、とトーリアスは感かん慨がい深ぶかそうに言った。

「それで？」

　面倒そうにマルタが言い、トーリアスが、ん？　と眉まゆを跳はね上げた。

「それで、僕とリッツでアラン・レイに入って何なにすんの」

「そりゃ、この投書がほんとかどうか、一いち応おう調しらべて欲ほしいんだよ。零三号路に通つうじる場ば所しよがあるかとか、バーチが職しよく員いんとか学生とかに混まじってないかとか」

「バーチの方はともかく、通路の方は学校関かん係けい者しやに訊きいたらわかるんじゃないの」

「潜せん入にゆう捜そう査さに協きよう力りよくするのは吝やぶさかではないが、捜査や調査は警けい察さつの仕事だからお任まかせするそうだ」

　リッツがえ、と小さく言う。

「なんです、それ」

「ま、忙いそがしいから勝かつ手てに調べろと言うことだろ。編へん入にゆうの手て続つづきとかは融ゆう通ずう効きかせてくれるそうだ」

「……別に編入なんかしなくても、マルタがカード使ったらいいんじゃないですか？」

　リッツが首を捻って言うが、トーリアスが苦く笑しようした。

「それが出で来きないんだよな。アラン・レイにはカード戦争の店があって、その店の範はん囲い内ないだとカードは効こう力りよくを持たないのさ」

「ああ、アーバーズ……」

　前に一度行ったな、と思い出してリッツは呟つぶやく。

　やっぱり面倒くさいことになりそうだと思いつつマルタは渋じゆう面めんで言った。

「なんで警官送おくり込こまないんだよ」

「年ねん齢れいの適てき当とうな奴がいなくてな。あと、みんな忙しい。人ひと手で不ぶ足そくなんだ」

　む、と唇を尖とがらせてマルタはトーリアスを横目で見る。

「……その投書、偽にせ物ものかハズレだと思ってるだろう」

「いやいやいや、思ってない、思ってないよ」

「そんで、警察の貴き重ちような戦せん力りよくをそんなことにつぎこみたくないなーって思ってるだろ？」

　トーリアスは顔の前で忙せわしなく手を振ふった。

　けれど、リッツとマルタはトーリアスから視線を外はずさなかったから、何か話さなきゃと思ってぼろりと言ってしまった。

「九く分ぶ一いちで一いちくらいは」







　蔦つたの絡からまるチャペルとか。

　煉れん瓦が造づくりの校こう舎しやとか。

　芝しばの手て入いれの行いき届とどいた中なか庭にわとか。

　同じ様な年とし頃ごろの、しかも男ばっかりのいろんな種しゆ族ぞくの群むれとか。

「転てん校こう生せいのマルタ・サギー君です。みなさん、仲なか良よくするように」

　とか中年の、背せ中なかに板いたでも入っていそうに姿し勢せいのいい髭ひげに言われたりとか。

　いくつもの好こう奇き心しんもろ出しの視し線せんとか。

　真ま新あたらしい教きよう科か書しよとノートの匂においとか、親しん切せつな級きゆう友ゆうとか無関係な級友とか上じよう級きゆう生せいとか下級生とか、寮りようとか全員揃そろっての食事とか、それで当あたり障さわりのない会話とか。

　ようやく初しよ日にちの七時を過すぎて、リッツと部へ屋やに籠こもれたマルタは、ベッドに俯うつぶせに倒たおれて呟つぶやいた。

「死しぬ」

「死なないよ」

　脱ぬいだ制服をハンガーにかけて、ブラシで一日の埃ほこりを落おとしながらリッツは言う。

「僕向むいてない。学校生活とか団だん体たい生活とか規き律りつとか」

「知ってる。服ふく脱げ着き替がえろ」

　ほら、と部屋着を出してマルタの上に投なげてやってリッツは言う。

「めんどくせ。いいよもうこのまま寝ねる」

　ぶつくさ言われ、リッツは歯の間から息を吐はき出す。

　意いを決けつして片かた膝ひざでベッドに乗ると、無む理り矢や理りマルタの制服を脱がせて下した着ぎ姿すがたにし、また無理矢理部屋着を着せ、制服をハンガーに吊つるして乱らん暴ぼうにブラシをかけて戸と棚だなにしまった。

「おかあさん通とおり越こして、介かい護ご士しの仕事だろこんなの。着替えくらいしろ！」

「ひどいよーひどいよねー。僕ぼく蓑みの崎さきでだって、学校やめてるのにさ」

　枕まくらに顔を埋うめてぐすぐす言われるのを流ながし、リッツは机の上に今日の復ふく習しゆうをするべく教科書のノートを広げた。

「……勉べん強きよう？」

　背中にマルタの質しつ問もんを受け、視線を向けずに答える。

「うん。独どく学がくで進すすめてたところと同じ感かんじだったから、けっこうわかるから」

　そしてしばらくの間は、マルタも黙だまり、鉛えん筆ぴつが滑すべる音だけが室しつ内ないに響ひびいた。廊ろう下かで、誰かが話している声がして過すぎていく。

　年ねん代だい物ものの壁かべや天てん井じよう。備び品ひんも何もかも、たとえば日本のスチールのとかプラスチックのとか、合ごう板はんのとかではなくても、なんとなく学校のそれだという感じがする。

　マルタがぼんやりそんなことを考えていたら、リッツが言った。

「僕、学校、あんまりきちんと行ってないから。ちょっとこういうの憧あこがれてたんだよね」

　消しゴムをかけ、また書き直なおす。

「しかもここ、有名校じゃない。ちょっとね。嬉うれしいな」

　照てれくさいように言われ、マルタは何か気きの利きいたことを言いたいなと思ったが、思い浮うかばなかったので思ったことをそのまま言った。

「でも、お前も学校とか向むいてないと思うぜ？」

　ばきっとノートに当てたリッツの鉛筆の芯しんが折おれた。

　人のセンチメンタリズムをいったい何だと思ってるんだ。

　ノックの音がして、リッツが立ち上がる。

　マルタは横になったまま耳をそばだてる。

「やぁ。僕は寮りよう長ちようのダドリー・ヴィッツ。ようこそ、アラン・レイ高校学がく生せい寮りようへ」

　マルタは顔も上げずに推すい測そくする。

　自じ信しんたっぷり。きっと笑顔だ。

　いい子で成せい績せきもよくて。親は役やく人にんかなんかってとこか。

　握あく手しゆでもしたような間があって、それからリッツが名な乗のった。

「リッツ・スミスです。よろしくお願ねがいします」

「こちらこそ！　もう一人の転校生はいるかな？」

「寝てます」

「そうか、失礼？」

　リッツがいいとも悪わるいとも言う間まも与あたえず、ダドリーは室内に入り、突つっ伏ぷして寝たふりをしたマルタの横に立ち、ベッドに片かた手てをついて笑顔で言った。

「起きたまえ。消しよう灯とうは十時だよ」

　マルタは寝たふりをしたが、ダドリーはベッドについた手を押おして、楽しげにベッドを揺ゆらした。

　なんだこいつ。

　マルタは不ふ機き嫌げんに目を開き、横目でダドリーを見た。

　その視線を捉とらえてダドリーは微笑ほほえむ。

　有ゆう翼よく人じんだ。

　大たい抵ていの有翼人の特とく徴ちようの、金きん髪ぱつ碧へき眼がんと馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど整ととのった顔立ち。

　その上、アラン・レイ高校の寮長で。

　その条じよう件けんだけで彼が確かく信しんしている洋よう洋ようたる前ぜん途とが簡かん単たんに想像できて、マルタはなんだかうんざりした。

「……眠ねむいもんは眠いんでね」

　低ひくく答えたら、ダドリーはうん、と頷うなずいた。

「緊きん張ちようしただろう。ティダンヌなんて田舎いなか町まちから転校してきたんだから。この時じ期きに、別べつ々べつの場所から同時に二人が転校して来るだなんて珍めずらしいんだよ。編へん入にゆう試し験けんは難むずかしかったかい？」

「さぁ。受けてないからな」

　ダドリーの後ろでリッツが息を呑のむ。嘘うそぐらい吐つけよ。

　だがダドリーは勝かつ手てに頭を巡めぐらしたようだった。

「受けてない？　……特とく待たい生せいってことか？」

　マルタはぼりっと頭をかいて起おき上がる。

「特例だってのはそうだと思うよ」

「じゃあ君はよっぽど優ゆう秀しゆう、というわけだ」

「いや、そんなことはないんじゃないかな？」

　マルタは苦く笑しようして言った。

　単たん純じゆんにそれは真しん実じつなのだったが、ダドリーはマルタのことを何も知らないし、マルタのこういう傍ぼう若じやく無ぶ人じんというか、人の反はん応のうを、特にダドリーのようなタイプの反応を気にしない特とく性せいは、人に尊そん大だいな印いん象しようを与あたえるのをリッツは知っていた。

「でも、編入試験も無なしでアラン・レイに入ったなんて」

　困こん惑わくした笑えみを湛たたえて言うダドリーに、マルタはくすりと笑わらう。

「勉強は苦にが手てだからしないんだ」

　あーあー。

　マルタ、それは勉強しなくても勉強なんか出で来きるし、それを認みとめられて試験無しで編入したんだ、って寮長は取ると思う。寮長は多分一いつ生しよう懸けん命めい勉強していてそれで成せい績せきもよくて、自分が寮長なのを鼻はなにかけているんだろうな。まぁいい奴やつでもなさそうだし、敵てきに回したってどうでもいいかな。

　リッツはそう考えて、マルタのフォローをするでもなく二人のやりとりを見ていた。

「……リッツ君。君は、試験はどうだった」

　唐とう突とつにダドリーに話を振ふられたが、にっこり笑って答える。

「ああ、僕はぎりぎりでした。でも、アラン・レイに入りたかったから頑がん張ばりました。両りよう親しんが仕事の関係で外がい国こくに行くので、どうせどこか寮に入らなくてはならないのなら、是ぜ非ひ、アラン・レイがいいな、と思って！　憧あこがれていたんです。でも、わからないことばっかりですからよろしくお願いしますね。寮長さんが頼たのもしい方みたいで、僕安あん心しんしました」

　まるで本ほん心しんそう思っているかのようにリッツはすらすらとそう話はなし、すっかり気き分ぶんをよくしたダドリーは、背せ筋すじを伸のばして咳せき払ばらいをした。

「ああ、そう。君は彼かれとは関係ないんだね？」

「いえ、少しは親したしいです。来るとき一いつ緒しよの列れつ車しやだったものですから。こんな偶ぐう然ぜんてあるんですね」

「まあ、同どう室しつなのは偶然ではないよ。こんな時じ期きには、空あいている部屋を一緒に使ってもらうしかないからね。……ああ、いけない。そう、役やく員いんオリエンテーションの時間だから君たちを呼びに来たんだよ。みんな、新しい仲間に挨あい拶さつをしたがっているんだぜ？　どうぞ」

「ありがとうございます」

　感かん激げきだな！　と言わんばかりの笑顔でリッツは言い、いいよ僕寝てる、の、い、を言ったマルタを睨にらみ付けて立たせた。

「ほら、行こうマルタ……先せん輩ぱい」

　リッツの言葉に、マルタは少し面白そうに笑って言った。

「わかったよ、リッツ君」







　二人は一時間ほどで戻もどってきた。

　マルタはベッドにまた横になり、リッツはノートを取り出して何なに事ごとか書き込んでいった。

「なんだ、あのマズい紅茶。クッキーだってぼさぼさしてるし。ねぇリッツ君、紅茶淹いれてくれよ」

「やだよ。面倒くさい。わざわざ調ちよう理り室しつ行くのかよマルタ先輩」

「いいじゃん後こう輩はいじゃん。何書いてんの」

「聞いたことまとめとこうと思って」

「あー」

　役員オリエンテーションとやらは、要ようするに顔かお合あわせみたいなものだった。

　役員はどいつもこいつもダドリーと同じ感じがしてどうでもよかったけれど、会話したのは無む駄だではなかった。

　なにしろリッツは、あれよあれよと言う間に、欲ほしかった情じよう報ほうを引き出してしまったのだ。

「見み事ごとだったよリッツ。雑ざつ談だんに紛まぎれて聞きたいこと聞いてさ」

「いや普ふ通つうだろうあれくらい」

　にこにこと、何も知らない善ぜん良りような下級生を装よそおってリッツが聞き出したのは、学がく園えんに流ながれる三つの噂うわさだ。

　ひとつ、この学園の寮の倉そう庫こ棟とうには何か潜ひそんでいる。

　いつでも足あし下もとがひんやりしているし、締しめ切きっているはずなのに突とつ風ぷうが吹ふくこともある。人ひと影かげを見たというものもいて、すっかり幽ゆう霊れいが出るんだということになっている。

　ひとつ、この学校には盗とう賊ぞくのトロルがどこかに宝たからを埋うめた。

　ひとつ、行方ゆくえ不ふ明めいの学生の小さい人が、呪のろいをかけられて今もどこかで何かを探さがして穴あなを掘ほっている。

「……三つぜーんぶ地ち下かにつながる噂なんだよね。火のないところに煙けむりはというけど、さて、どうだろう？」

















「カード使えればなぁ」

「使えてもやめとけよ。ただでさえ顔が割われかけてるんだ。地じ道みちにやろう」

　振ふり向むかずにリッツは言い、マルタはそしたら僕何のためにいるんだかわかんないじゃないかとか呟つぶやいた。

　そしてリッツに、

「普ふ通つうに働けば」

　と言われた。

　そりゃそうか。








　第三章　騒さわがしい昼休み




　三みつ日か経たった。

　教きよう室しつでリッツは好こう意い的てきに迎むかえられ、移い動どう教きよう室しつの時ときには一いつ緒しよに行こうと誘さそってくれるものたちや、昼ちゆう食しよくには仲間に迎えてくれるグループも決きまった。

　校こう内ないでの食事は学がく食しよくもあったし、売ばい店てんでパンや飲のみ物もの、総そう菜ざいを買うことも出来た。

　総菜を買う時には自分で皿さらを用よう意いして持って行く。そそっかしいのもいるから、貸かし出だし用の器うつわも用よう意いしてあるが、貸し出し代が５テンタかかる。総菜が三種しゆ類るい買かえる額がくだ。

　そんなわけで、リッツの級きゆう友ゆう、人じん豚とん族ぞくのグーボラがぶつぶつ言う。

「だから、器を忘わすれてくると、おかずが食べられないんだよ。コップもおんなじ」

　暖あたたかい日ひ差ざしの下、芝しば生ふの上の木こ陰かげで、グーボラとリッツ、そしてハーフエルフのトリンと、ダンピールのグディンが、布ぬのも敷しかずに座すわり込こんで食事をしている。

「まぁまぁ。いざとなったら大おお急いそぎで寮りように戻もどればいいし、なんだったら、僕が貸してあげるから」

　トリンが尖とがった耳に飛んできた虫を手で追い払はらいながら答えた。

「グーボラはたまにはデリはなしでもいいんじゃないか。でなきゃ学食で食べたらいい」

　ダンピールのグディンは、この学校では大たい抵ていの彼の種しゆ族ぞくがそうしているように、頭からすっぽり黒い頭ず巾きんを被かぶって、コップに注そそがれたスープとパンだけをもそもそ食べている。

「グディン、部へ屋やに入らなくていいのかい？　こんなにいい天てん気きだし。夜や間かん学がつ級きゆうの吸きゆう血けつ族ぞくほどでなくても太たい陽ようは苦にが手てだろう」

　ライ麦むぎのパンにハムとチーズと野や菜さいを挟はさんだものを食べながら、リッツは言う。

「日差しは苦手だけど、木陰の音や芝生の匂においは好きなんだ。それに、君たちが気き持もちよさそうなのは見ていて嬉うれしいからいいんだ」

「グディンは優やさしいな」

　心から思ってリッツは言い、四人の間に穏おだやかな笑いの波なみが立ち、グディンはよせよとぶっきらぼうに言った。

「ねぇ、リッツところでさ、君と同どう室しつの先せん輩ぱいなんだけど、どういう人なの？」

　グーボラが、平たい鼻を掻かきながら言う。

「えっ」

　内ない心しん、うわぁ来たよと思いつつもリッツは応こたえる。

「三年じゃもう有ゆう名めい人じんだよ？　ほら、僕、兄さんが三年にいるからさ。同室の奴やつと友達になったって言ったら、色々訊きかれて。何でそんなこと訊くのって言ったら……」

　ほんとは訊かなくても知っている。

　昨日きのうの夜よる、マルタと同級の三年生に同じ事を訊かれたからだ。

　ここに来るまでは他た人にんということにしているので、まずはリッツの方から、

「サギー先輩がどうかしたんですか？」

　と、一応訊いてみる。

「彼、ずいぶん成せい績せきいいのかな。ベーダ語ごの授じゆ業ぎようの時に、寝ねてたんだけど当てられてさ。教科書読めって言われて、立ってすらすら読んじゃったんだよね。数すう学がくの時も寝ててさ」

　あいつどんだけ寝てるんだ。

　内心思ったが、もちろん言ったりはしない。

「当てられたらやっぱりちらっと教科書見て、解といちゃった。でも、じゃあこれは、って数学のフル先生が書いた問もん題だいはわかりませんなんて言っちゃって、フル先生ふざけるな、さっきのが解けてこれが解けないなんてありえない、とか言っちゃって。でも、サギー君ったら肩かたをすくめて、教科書に書いてあることしかわかんないんですって。でもフル先生が怒おこっちゃってどうしようもなくてさ。落おち着ついた方いいですよ、僕消きえますしとか言って飄ひよう々ひようと外そと行いっちゃってさぁ」

　そう言う三年生の周まわりにはどんどん同じクラスの人間が集あつまって、そうそう、とか言ってて。

　たしかあれは寮のシャワールームの更こう衣い室しつでだった。

　早くシャワー浴あびちゃいたいんですけどと言うのも憚はばかられる様よう子すで、三年生同士で盛もり上あがり、しかもなんだかそれには英えい雄ゆう的てきなものに対たいする熱ねつ狂きようがあったものだから、リッツは心しん底そこあーあと思った。

　マルタは、オスタスの学校の勉強はほぼできない。

　入学前に教科書を見たところ、読めはするが、そもそも計けい算さんのルールや物ぶつ理りの法ほう則そく、数学などが全まつたくだめだった。

　知らないんだからそれはそうだ。

　それでもマルタはずいぶん本を読んでいたから、歴れき史しはある程てい度どできたが、国こく語ごは戸と惑まどうようだった。

「読むのと聞くのは、なんていうかな、直ちよつ感かん的てきに翻ほん訳やくできるんだけど、書くのは少し難むずかしくてさ。何も考えないで書き付けると、僕は日に本ほん語ご書いてるつもりなんだけど、オスタスの言葉になってるんだよね」

　とマルタは事務所のテーブルでさらりと紙かみに自分の名前を書き付けた。

「でも、日本語を意い識しきして書けば、日本語になる」

　マルタはリッツの目には不ふ思し議ぎな字を書いた。

　線せんの多い、絵えの様ような文も字じだ。

「……なんて書いたのこれ」

「鷺さぎ井い丸まる太た。僕の日本での名前」

「ジョゼフ犬の首くび輪わってこれだよね。刺し繍しゆう」

「うん、一いち部ぶな」

「僕の名前ってこれで書いたらどうなるの」

　リッツの質しつ問もんに、マルタはうーんと、と言いながら書き付けた。

　立りつ津つ澄すみ数す。

「……こんな感じかな？」

　マルタは首を横に捻ひねった。

　リッツにはよくわからなかったがマルタのカード使いとしての語ご学がく力りよくは、一いつ方ぽう通つう行こうだということだけはわかった。

　もちろん語学だけではいけないわけだし、オスタスで使われている言こと葉ば以い外がいの言げん語ごはマルタには理り解かいできなかった。

「だって日本いた時だってドイツ語とかフランス語とかわかんなかったもん、当とう然ぜんじゃない」

　そんなわけで、マルタはこのままではアラン・レイに入ってもすぐに落ちこぼれることは目に見えていたし、そんな人間が入ってくること自じ体たいおかしいわけだから、トーリアスはマルタの教科書に細さい工くをした。

「市警で契けい約やくしてる妖よう精せいがいてな。特とく殊しゆ能のう力りよくなんだが、彼かれの書く文字は、彼が決めた一人ひとりの人間にしか読めないんだ。そんなわけで、マルタの教科書には全部答こたえを書いておいたから」

　つまりマルタが言ったのはただの事じ実じつだ。

　教科書に書いてあること以い外がいはわからない。

　まぁいきなり転てん校こうしてきてそんなこと言っちゃって、教科書に書いてあることは全部わかって。

　しかもマルタは周りに合わせるとかしないし、偉えらそうな態たい度どを取る人間の言うことには反はん抗こう心しんをおぼえる。それで堪こらえれば問題はないわけだが、マルタは面めん倒どうくさいとの理由で堪えない。

　転校生で勉強が出来て、そういう態度ではそりゃあ目め立だつだろう。

　喧けん嘩かになんなきゃいいけどな、とリッツは思う。

　グーボラが言葉を待っているのを思い出して、慌あわててリッツは口を動うごかした。

「あー、うん、えーと、寝てばっかりで、生せい活かつ態たい度どはだらしないよ」

　嘘うそじゃない。

　その時、リッツたちの前を誰かが走はしり抜ぬけた。

　容よう赦しやない全ぜん力りよく疾しつ走そうで、芝しば生ふを巻き上げ、ランチタイムの学生たちをよけながら、お世せ辞じにも綺き麗れいとはいえないフォームで走って行く。

　後うしろ姿すがたはリッツが見み慣なれた黒くろ髪かみの胴どう長なが短たん足そく。

　そしてその後から何人かの上級生が走って行った。

「……今のサギー先輩じゃないか？」

　グディンが言い、リッツは持っていたパンをグーボラに押おしつけると、上級生たちを追って走り出した。

「ちょっと行ってくる!!」

「リッツ!!」

　グーボラとトリンの声が重かさなり、グディンも立ち上がって、走り出したリッツにあっと言う間に追いつくとリッツを抱だき上げてひょいと肩かたに担かついだ。

「この方が速いよリッツ」

「グディン、ちょっと！」

　慌あわてて言うリッツに、グディンが言う。

「僕はダンピールなんだ。ダンピールはとても力ちから持もちで、優すぐれた筋きん力りよくを持っているんだよ」

　あ、そうか。

　リッツが思い出して納なつ得とくし、そして景け色しきは信じられないスピードで動き、何度か首が千ち切ぎれそうだと思って仕し舞まいにはあまりのスピードに目を回した。

　着いたところは雑ぞう木き林ばやしの中だった。

　人ひと目めのないここは、大おお勢ぜいで一人と話をするにはうってつけだ。

　へたり込んで息いきを切らしているマルタを囲かこむように、追ってきた生徒たちが数かぞえて六人立っていた。

「おい、見み張はっててくれ」

　リーダー格かくらしい生せい徒とが言って、身体の大きい獣じゆう人じん族ぞくの生徒がああ、と言って林はやしと広ひろ場ばとの境さかいに立ち、何なに事ごとかと寄よってきた生徒たちに、なんでもないから消きえろと恫どう喝かつして散ちらした。

　リッツとグディンは、彼が見張りに立つより早はやく、校こう舎しや裏うらの植うえ込こみに隠かくれていたから気がつかれなかったが、後こう続ぞくの者たちはぶつくさ言いながら平へい和わな昼食に戻もどっていった。それでも気になる一部の者たちは、林の間から覗のぞこうとしていたが、見張りの彼にぎろりと睨にらまれればすごすごと退たい散さんした。

　マルタは木を背はい後ごにして座り込み、荒あらい息に顔も上げられないようだ。

　運うん動どう不ぶ足そくなんだよ、とリッツはもどかしく内ない心しんで悪あく態たいを吐つく。

「おい、サギー」

　リーダー格らしい、いい体たい格かくと育そだちのよさそうな人間族の生徒が、マルタの黒髪を掴つかんで顔を上げさせた。

「生なま意い気きなんだよ、いろいろと」

　マルタは唾つばを飲のみ込こむと、だるそうに瞬まばたきして相あい手てを見上げた。

「……そう言われてもなぁ。僕、別に君みたいに手て下しただの子こ分ぶんだの従したがえて、くっだらないちっちゃいプライド抱かかえて生きる人じん種しゆってわかんないしさ」

















　髪を掴んでいた生徒は、思わず、といった様子で思い切りマルタの顔を殴なぐった。

　マルタは土の上に倒たおれると、殴られた頬ほおをさすりながら起き上がろうとしたが、その腹はらを磨みがき立てられた革かわ靴ぐつで何度か蹴けられて身を丸まるめる。

「おい、やめろよケイン」

　周りの生徒がリーダー格の生徒の腕うでを引くが、顔を真まっ赤かにした彼、ケインは蹴るのをやめなかった。

「バカにしやがって！　なんなんだお前まえは！　くそ、バカにしやがって！」

　身を折おって咳せき込こみながら、下から見上げてマルタは痛いたみに震ふるえる声で言う。

「図ず星ぼし、さされたからって、キレんなよ、馬鹿馬鹿しい」

　リッツはそれを聞いて植え込みから飛び出しそうになったが、グディンに肩を掴まれた。

「出て行っても面倒なことになるだけだぞ」

「でも！」

　ケインはマルタを上うわ向むかせると、腰こしの上に乗って拳こぶしで殴ろうと振り上げた。

「やめないか、ケイン・ランドルフ！」

　霹へき靂れきのように声がした。

　背せ広びろを着た長身の美青年が、革靴で草を踏ふんでやってきた。茶色の髪を撫なでつけて、きちんとネクタイを締しめていた。

　ケインは慌あわててマルタから離はなれると、何か言いい訳わけをしたそうにしたが、青年は凜りんと声を張り上げて言った。

「いやしくもアラン・レイの生徒が私し闘とうとはなんだ！　しかも、一いち対たい多た数すうとは、卑ひ怯きようにもほどがあるだろう！　このことは私わたしから学がく長ちように報ほう告こくしなくてはならないぞ」

　ケインと、その周しゆう囲いの生徒たちは真まっ青さおになった。

　学長に報告されたら、なんらかの処しよ分ぶんがなされるだろう。

　それは彼らの輝かがやかしい生活に、影かげを落とすものに他ほかならない。

「ロッシ先生……」

　なんとか見み逃のがしてもらおうとでも言うように、誰かが小さく言う。けれどロッシは灰はい色いろの瞳で一同を見み渡わたす。

「ちょっ……先生、違ちがいますよ」

　言ったのはマルタだった。全員の視し線せんがマルタに向く。

　マルタは土つちや草くさを体からだ中じゆうにくっつけ、咳き込みながら起き上がって、座り込んだ。

「えーっと、ケイン君、はぁ……僕に、そう、えーと、護ご衛えい術じゆつを、教えて、くれていたんです」

「ならば運うん動どう場じようでやればいいじゃないか」

「それは、どこでやっても勝手でしょ」

　口の中を切ったらしい。マルタは話しにくそうに言うと、血のかたまりを吐はいて立ち上がる。

「ケイン、肩を貸かせよ」

　言われてケインは慌ててマルタを支ささえた。

「ともあれ、僕が頼たのんだことですから、処分とか、いいんで」

　驚おどろく一同に、マルタはいかにも親したしげにケインに擦すり寄よって、下から見上げて言う。

「先生に誤ご解かいさせちゃって、悪わるかったな、ケイン」

「い……いや。俺こそ悪かったよ……サギー」

　硬こう直ちよくして言われた言葉に、マルタはにっこり笑って言った。

「マルタって呼べって」

　ロッシはふむ、と鼻を鳴ならすと、顎に手を当てて少し考えマルタを見つめて言った。

「サギー。ちょっと放ほう課か後ご私のところに来なさい。ケイン、サギーの手て当あてをしてやって。それとそこの一年生二人。見てたんなら本当のことを報ほう告こくしなさい」

　リッツとグディンは反はん射しや的てきに立ち上がった。

　その場の全員の視線を受け、二人は緊きん張ちようしたが、マルタを見たらリッツの方を見ていなかった。

「……サギー先輩の言うとおりなんじゃないですか。僕らは、その……サギー先輩が走っていったから追いかけただけですけど」

　リッツはぼそぼそと言い、グディンは何も言わなかった。

「そうか」

　ロッシは到とう底てい得とく心しんしてはいないぞという視線で一同を眺ながめ、軽く両手を広げて宣せん言げんした。

「よし、では平和な昼休みに戻りたまえ。とは言ってもそろそろ午後の授じゆ業ぎようが始まるがな。ケイン、サギー、次の時間担たん任にんのフェルトーク先生には私から言っておくから、医い務む室しつに行くように」

　そして踵きびすを返すと集まっていた野や次じ馬うまたちを、ほら戻れ戻れと散ちらしながら帰って行った。

　リッツは植うえ込こみからマルタの傍そばに駆かけ出だす。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　マルタは笑って見せようとしたらしいが、痛いたみに顔をゆがめ、あまり口を開けずに言った。

「ああ、うん、大丈夫だよリッツ。心しん配ぱいない……あとで」

「……うん」

　ケインの肩を借りてマルタは雑木林を後にした。

　リッツはマルタを見送ってグディンに肩を叩たたかれ、

「行こう。授業が始まる」

　と促うながされて頷いた。







　医務室に行ってみたら養よう護ご教きよう諭ゆは不ふ在ざいだった。

「これで貸かしが出来たと思うなよ。俺はどうしたってお前が気に入らないんだから」

　消しよう毒どく薬やくを浸ひたした脱だつ脂し綿めんでマルタの傷きずを拭ふいてやりながら、ケインは言い、マルタは、

「別に貸しとかじゃなくて、面倒くさかっただけだから」

　と傷に染しみる薬やく品ひんの痛みにいててと零こぼしながら呟いた。

「腹はら出だせ」

　ケインに言われ、椅子に座ったままでマルタは、リボンタイを外はずして上着とシャツを脱いだ。

　今いまし方がた、蹴られてついた痣あざが、赤あか黒ぐろく浮ういている。

　ケインはがりがりと頭を掻かくと、大きな薬品棚だなの『人間用』と書かれた箱はこを覗き込んで、湿しつ布ぷ薬やくとテープを探しながらマルタに背を向けたまま言う。

「……サギー、お前さ。ああいう時に挑ちよう発はつすんなよ。こっちだってあんな、どかどか蹴るのは……嫌いやだし」

「別に挑発したわけじゃない。思ったことを黙だまってた方がいいのは知ってるけど、それも面倒だし」

　マルタのその言いぐさにまた、かっとなって振り向いたケインの先で、マルタはじっとケインを見つめていた。

「で、なんで子分引ひき連つれて気に入らない奴やつ叩きのめしたりすんの？　くだらなくねぇ？」

「また蹴ってやろうかサギー」

　鼻の下の皮ひ膚ふを痙けい攣れんさせて言うケインに、マルタはつくづくと息を吐ついた。

「……前の学校でも、君みたいなのはいたんだ。僕はそいつとは友とも達だちでも何でもなかったし、友達になろうとも思わなかった。でも、不ふ思し議ぎだと思ってさ。僕が気に入らないなら、一人で来ればいいじゃないか。無む視ししたっていいだろ。なんで子分連れて来るの。僕を徹てつ底てい的てきに逃のがさないようにしたいのか」

「そうだよ！　お前みたいな卑ひ怯きよう者ものは、すぐ逃にげるからな、だから」

「ああ、つまりケイン、君は僕が好すきなのか？」

　それはなんて意い外がいなと黒い目を見開いて見つめるマルタを、ケインは思わず拳げん骨こつで殴なぐり倒たおした。

「そんなわけあるかぁっ！」

　椅子ごとマルタは床ゆかにぶっ倒たおれた。

「あーもーなんなんだよケインお前……。別にアレだよ、お前が僕に恋れん愛あい感かん情じようとか持ってるとかじゃなくて、うげェ気き持もち悪わるい、そういうんじゃないからな。そこは誤ご解かいすんなよ」

「するかボケ。また蹴るぞ」

「やめてよもうー……いったいんだから……」

　マルタはぶつくさ言いながら起き上がる。椅子を直して腰こしをぶつけるように座った。

　医務室の扉がこつこつと叩かれ、開ひらかれた。

「なんでもありません、ただこいつが」

　誰だれか教きよう師しかとイライラと振り向いたケインの目が大きく見開かれた。

　なんという華はなやかな百ゆ合りの香かおり。

　けして押しつけがましくなく、僅わずかに空くう中ちゆうにたゆたい、艶つややかにその人の存そん在ざいを知らしめる香り。

「おおきな音と声がしたものだから、ごめんなさいね。私でなにかお手て伝つだいできることはあるかしら？　どなたか先生をお呼びしましょうか？」

　その清せい流りゆうのような声こわ音ねは、マルタに親したしいものだ。

　長い黒髪を結ゆい、銀ぎんのピンで留とめ、襟えりの高い紺こんの上うわ着ぎとふくらはぎまでのスカートで、よく磨みがいた黒の靴くつを履はいて、手には黒くろ革かわの鞄かばんを持っていた。

　その人の緑みどり色いろの目とマルタの視し線せんが合った。

「……あら！　マルタさん、どうしてここに!?」

　よく手て入いれされた白い指が、桃もも色いろの唇くちびるを驚おどろきに押さえた。

「マリアンナさんこそ、なんでこんなとこに……」

　マルタは茫ぼう然ぜんと言い、ケインは二人の顔を交こう互ごに見た後、

「サギー、知り合いなのか!?　マリアンナ・ディルベルタさんと!?」

　と声を潜ひそめてマルタに詰つめ寄よった。

「あっうん……」

「私とマルタさんとは仲なかのいいお友達でしてよ。いつになったらデートに誘さそってくださるの？　気をもたせて、わるいひとね」

　少し拗すねたように言われ、マルタは赤くなって言葉を無なくした。

　ケインはマルタとマリアンナを速はやい速そく度どで交互に見る。

「え、あっと、その、マリアンナさん、はー」

　マルタが間ま抜ぬけな様よう子すで言うのを、人ひと差さし指ゆびを立てて、まるで言葉を掬すくうようについっと手首を回かい転てんさせた。

「私は、ちょっとこちらに用よう事じがあって来ましたの。マルタさん、怪け我がをなさってらっしゃるの？」

「ええ……まあ」

「よければ私が手て当あてをしましょうか。主しゆ治じ医いに手ほどきを受けたことがあるんですのよ。あなた、ここは私に任まかせて、教きよう室しつにお帰かえりなさい」

　言われたケインは真まっ赤かになって、しどろもどろ口を動かす。

「えーっと、でも俺あのロッシ先生に言われてサギーの手当を」

「じゃ、私からロッシ先生に言っておきます。私の用事の相手もロッシ先生ですから、忘わすれませんわ、大丈夫。さ、任せてくださいな」

　そう言われてしまえばケインは二にの句くを継つげず、では、失しつ礼れいしますとかもごもご言って、扉とびらに肩をぶつけたりしながら出て行った。

　扉が閉しまるのを待って、マリアンナはマルタの向かいに椅子を持ってきて座り、出し放してあった湿しつ布ぷを手に取ってマルタの腹に貼はり付つけていく。

「……喧けん嘩かでもしたの？」

「まぁ、うん……そんなとこ、です」

「若いのね。無む茶ちやはいけないわよ」

　テープを切って、湿布を固こ定ていし、ピンセットで挟はさんだ脱脂綿に消毒薬をつける。マリアンナの見み事ごとな手さばきを見ながら、マルタは感かん心しんして言った。

「お医い者しやさんみたいですね」

「そう？　まだまだ不ぶ器き用ようだって、教おしえてくださってるお医者様には言われていてよ」

　医い務む室しつは静しずかだ。

　午ご後ごの早い時間の光に満みたされ、運動場からはかけ声がしている。

「……学校なんて久ひさしぶり。懐なつかしいわ」

　傷に軟なん膏こうを塗ぬり込みながら言われた独どく白はく。マルタは傷に薬が染みる痛みに顔をゆがめながら訊いた。

「マリアンナさんは、大だい学がくとか行ったんですか？」

「行ったわよ。飛とび級きゆうで、卒そつ業ぎようしたとき十八歳だったけど」

「……頭いいんですね」

「さぁ、どうかしら」

　くすりとマリアンナは笑う。

「あの、そうだ。どうしてここにいるんですか？」

「それは私が聞きたいわ、マルタさん」

　至し近きん距きよ離りで緑色の瞳がマルタを射いる。

「最初にお逢あいしたときは、あなた、アラン・レイ高校の制服を着てらしたでしょう。でもそれは嘘うそだって仰おつしやったのに、どうしてここにいらっしゃるの？」

　結けつ構こうな迫はく力りよくに、マルタはたじろぎ、視線を泳およがせる。

「教おしえてくださらなかったら、デートの約やく束そくはご破は算さんにしますよ」

「えっダメ。やですよそんなの」

「じゃぁ教えてくださいな」

　マルタは何度か唸うなり、腫はれたり痣あざがついたりで人にん相そうが変わっている顔をゆがめながら、なんとか切り抜ぬけられないものかと考えたが、いい案あんは出てこなかった。

　長くため息を吐ついて、ぼそぼそと言う。

「あのー。僕が名探偵事務所やってるのはご存ぞんじですよね」

「ええ。事務所にもお邪じや魔ましたことがありますもの」

「それで、えー、あのー、警けい察さつのー、下した請うけみたいなことをやっていてー、潜せん入にゆう捜そう査さでー」

「まぁ」

　感心した声を上げて、マリアンナは長い睫まつげを上じよう下げさせた。

　うわ、なんか、キラキラしたものが空くう中ちゆうに飛んだ気がする。

　心しん底そこ感かん嘆たんしてマルタはマリアンナを見ながら不ふ思し議ぎそうに言った。

「本当に綺き麗れいですね。なにか魔ま法ほうでも使ってるんですか？」

　マリアンナの身体の動きが一いつ切さい止まった。

　医務室は本当に静かで、外の音しか聞こえない。

　停てい止ししてしまったマリアンナをじっと見つめ、マルタは瞬まばたきした。

「マリアンナさん、どうかしました？」

「えっ」

　マリアンナは忙せわしなく瞬きして自分を取り戻し、軽く咳せき払ばらいをした。

「あの、マルタさん……。そんな冗じよう談だんで誤ご魔ま化かさないでくださる？」

「冗談？」

　言われた言葉をしばらく眉まゆをひそめて考え、マルタはおそるおそる言った。

「……もしかして……口に出てました？」

「魔法云うん々ぬんとかなら出てま」

「……!!」

　マルタは両手で顔がん面めんを叩たたくように押さえたが、殴られて腫はれ上がっていたので猛もう烈れつな痛みが走り、

「うわぁ痛いてぇ！」

　と思わず叫さけび、痛みのあまり平へい衡こう感かん覚かくを崩くずして椅子ごと床ゆかに倒れた。顔から。

　当然もっと痛くなったので、顔を両手で押さえて悶もん絶ぜつしながら床を転ころがったが、そんなことをしたらもっと痛くなるのも自じ明めいの理りだった。

　マリアンナは内心どうしたものかな、と困こん惑わくしてマルタを見つめることしかできない。

　水でもかけるか、とは思ったが、それより顔に貼はる湿布を用意しておいた方がよさそうだし。

　しかし、うっかりあんな事を口に出してしまうだなんて、

「いやだなぁ、ときめくじゃないか」

　マリアンナはこっそりそう呟つぶやいて頬を染そめる。

　言ったマルタは自分のうめきでその言葉は耳に届とどかなかった。








　第四章　僕ぼくは十八で貴方あなたは年上




「と、いうわけですね」

　全ぜん身しんに湿布を貼り、死にそうに消しよう耗もうしてだらりと座すわるマルタは、なんとかという感じで話す。「その匿とく名めいの投とう書しよが正せい確かくかどうか、調しらべてるんです。バーチの予よ告こくもまだだから、投書の内容自体どうかわかんないですけど、まぁ、僕とリッツは賃ちん金ぎんさえもらえればなんでもするんで」

「でも、そんなの探偵Ｍに任まかせたらいいんじゃないの？」

　マリアンナはマルタのシャツを取って、肩かたの縫ぬい目を持ってばさばさと土や埃ほこりを払はらってやりながら言う。

「いや、僕らも警けい部ぶの言うことはきかなきゃなんないんで」

　苦く笑しようするマルタの横にマリアンナはそうなの、と言ってシャツを持って立ち、着せかける。

「はい、どうぞ。腕うでは上がるかしら」

「いっ。いいですよ！　自分で着ますからそんな!!」

「黙だまらっしゃい。腕を入れて、ほら」

　少しの逡しゆん巡じゆんの後、マルタは言うとおりにした。

　照れくさい。

　むずがゆい。

　相手がマリアンナでなければこんなにはならない気もしたが、相手がマリアンナだから逃にげ出せない気もする。

　息いき苦ぐるしくて心しん臓ぞうが痛いたい。口から飛び出そう。喉のど辺あたりでびくびくしてそうな。

「あの、マリアンナさんは、それで、どうしてここに」

「ロッシ先生っていらっしゃるでしょう。昔むかしの知しり合あいでね。先せん日じつ偶ぐう然ぜんお逢あいして。特とく別べつ講こう師しをお願いできないかってことで」

「知り合い？」

　ロッシ先生。

　マリアンナの隣となりに立ったら似に合あいそうだ、とふと思う。

「恋こい人びと、とか？」

「……さあ、どうかしら。昔の事よ」

　否ひ定ていでなければ、おそらく肯こう定ていなのだろう。

　マリアンナの言葉を聞いて、マルタは想像してしまう。

　あの、長身で茶色の髪と灰はい色いろの瞳ひとみの美青年のロッシ。

　そしてその隣に立って、親密に甘あまく、視し線せんを交わすマリアンナの姿すがた。

　きっとよく似合うだろう。

　教きよう師しなどをしていても、ロッシはなんとなく他ほかの教師とは違ちがう気き品ひんの様ようなものがあったから貴き族ぞくかなにかなのかもしれない。

　それで二人で着き飾かざって、夜や会かいに行ったり、食事に行ったり、歌か劇げきなんか観みたり。

　きっとよく似合うだろう。

　周囲の視線はおそらく羨せん望ぼうのそれだ。

　ロッシのエスコートはきっと過か不ふ足そく無なく、マリアンナを楽しませるだろう。

　そう思ったら、マルタはなんだか胸が痛くなった。

　打だ撲ぼくとかの痛みよりなんか、全ぜん然ぜんしんどい。なんだこれ。

　そう思う。

　息もあんまり上手うまくに出来ないし。

「マルタさん？　傷きずが痛むの？」

「あ」

　気き遣づかわしげに言われた言葉と覗き込まれる視線。

　宝ほう石せきみたいな瞳だ。

　ちくしょう、なんて綺き麗れいなんだろう。

「……胸が」

「え？」

「胸が、痛いんで。……正せい露ろ丸がんとかないですか」

　正露丸は腹ふく痛つうか。

　何言ってるんだろう僕。

「ごめんなさい、薬くすりには詳くわしくないの。お水でも、飲のみましょうか。汲くんできますから」

「いえ、いいです」

　固かたい声が出た。

　何で、こんな声になるんだろう。

　マリアンナさんは僕に優やさしくしてくれてるのに。

　なんで、なんかこんな嫌いやな気分になるんだろう。

「……そう」

　マリアンナは微笑ほほえんで、静かに立ち上がった。

「では、私は行くわね」

「はい」

「お誘さそいを、楽しみにしているのよ、本当に。……いつでも声をかけてね」

　そう言ってマリアンナは外に出た。

　静しずかに扉を閉めて、誰もいない廊ろう下かを歩く。

　授じゆ業ぎよう中ちゆうの学校の廊下だ。

　本当に誰もいないから、マリアンナは二に、三さん歩ぽスキップしてしまった。

　ふふん、あんまり私をほったらかしておくからさ、名探偵。

　これくらいの揺ゆさぶりは、許ゆるして貰もらいたいな。そう、駆かけ引ひきのうちさ。

　ところでセーロガンとはなんだろうな。このドクトル・バーチも知らない薬だ。ミノサキのだろうか。

　廊ろう下かの向こう、角かどからロッシが現あらわれた。

　悠ゆう然ぜんとした足取りで歩あるくその姿は、生徒に見せている教師の顔ではない。

　ただ、野や心しん的てきで放ほう埒らつな青年といった様よう子すだった。

　二人は廊下に並ならぶと、歩ほ調ちようを合わせて歩き出す。

「ご機き嫌げんだな、ドクトル？」

「やぁロッシ。ここではその呼び名はやめてくれたまえよ。教室の集しゆう会かいだけで収めておいてくれなくてはならないだろう？」

「ここでは話もしにくいな。私の部へ屋やにおいで。コーヒーがある」

「コーヒーねぇ」

　いかにも気き乗のりしなさそうにマリアンナは言い、ロッシが差し出した腕うでに自し然ぜんに手を回して歩き出した。

　案あん内ないされた先は、音おん楽がく準じゆん備び室しつだった。いろいろな楽がつ器きが、きちんと手入れをされて整せい然ぜんと置いてある。

　どこかの教室の笑い声を遠とおく聞きながら、ロッシは魔ま法ほう瓶びんからコーヒーをカップに注そそいで、椅子に座らせたマリアンナに渡わたした。

「どうぞ。マリアン」

「その名で呼ばれるのも久ひさしぶりだな。同どう級きゆう生せいも悪くはない」

　カップを受け取り、一口飲んで、マリアンナは苦く笑しようする。不ま味ずくはないが、慣なれない味だ。

「君は年下だがな。飛び級制度は憎にくらしいものだ」

「私にとっては無む駄だが無なくてよろしいよ。さて、本ほん題だいだ。マルタ・サギーとリッツ・スミスのことだ。それで、トーリアスから学校側へはどんな風ふうに言ってきたんだね」

「警察の通つう達たつは簡かん単たんなものさ。いつだってな。潜せん入にゆう捜そう査さに協きよう力りよくするよう要よう請せいする。捜査員二名には万ばん全ぜんの便べん宜ぎを図はかるようにと市し警けいの仰おおせだ」

　ロッシはにっこりと言う。

「まさか探偵Ｍと弟おとうと君ぎみがおいでになるとは思ってなかったがな」

　瞬まばたきをして開けた視線で、マリアンナはロッシを見る。

「……君は、デアスミス派はだったかな」

「どうして」

「弟君、と言うからさ」

「デアスミス派の奴やつらが言うからさ。リッツ・スミス君の事ことをね」

　マリアンナはコーヒーをソーサーに戻し、そっと口くち紅べにを拭ふいて机の上に置いた。

「……君まで真ま似ねすることはない。が、まぁ隠いん語ごとしてはいいかもしれないな。……さっきマルタ・サギーに聞いたのだが、ドクトル・バーチが零ぜろ三さん号ごう路ろから銀ぎん行こう強ごう盗とうを行う、と匿とく名めいの投とう書しよがあったそうだよ」

「へえっ」

「君、知しらないかね」

　にこりと笑わらわれて言われた言葉に、ロッシは肩を竦すくめる。

「なんで。僕が？」

「知らないのならいい」

　ふん、とロッシは小さく鼻を鳴ならす。

「で、マリアンナ・ディルベルタさんは、菓か子しにおける流りゆう通つうの講こう義ぎを引き受けてくださるのかな？」

「……さあ、どうしましょうか。もう少し何度か打ち合わせしなくては」

「マルタ・サギーがここの学生である間あいだ、何回か、かい？」

　マリアンナはにっこりと微笑む。

















「そうね」

　ロッシは苦笑して腕を組む。

「君は昔むかしから正しよう直じきな人だったよ」

「美び徳とくでしょ？」

　空そらとぼけた笑えみでマリアンナは言った。

「で、ドクトル・バーチはアラン・レイの地ち下かの通つう路ろを使って銀ぎん行こう強ごう盗とうをするのかい？」

「しないよ。初はつ耳みみだ、そんなもの」

「……投書をしたのは一いつ体たい誰だれだろうな」

　その言葉には、マリアンナは黙だまり込んだ。

　一人しか思いつかないが、動どう機きがわからない。

　でもどうせ、下くだらないことだろうなと考える。







　そのころマルタは、痛いたむ身体からだと胸を押さえて医い務む室しつのベッドに潜もぐり込んで、なんでこんなに胸が痛いんだろうと、そればかりを考かんがえていた。

　ぼんやりと漆しつ喰くいの天てん井じようを見上げる、カーテン越ごしの光ばかりが満みちる医務室の午後。

　ロッシ先生とマリアンナは似合いだ。

　ロッシ先生は大人おとなだから。

　僕はまだ、子供というわけではないが、大人というわけでもないだろう。

　精せい神しん性せいがどうということではなく、年ねん月げつが足たりない。

　どうなったら、マリアンナの傍かたわらに立てるのか。

　彼女をどこに連つれ出していいのかさえ判わからないのに。







「憂ゆう鬱うつそうだけど、ご飯はんはしっかり食べるんだな」

　リッツが嫌いやみを言った。

　怪け我が人にんということで特別に部屋で夕ゆう食しよくを取ることが許されたマルタは、何十回めかの溜ため息いきを吐つきながらパンを口に入れた。

「あー胸痛い」

「喧けん嘩かなんかするからだ」

「チキンカツ細こまかく切ってよリッツ。あー手も痛い。口も痛い。しんどい」

　反はん論ろんする方が面めん倒どうくさくて、リッツは言われた通とおりにチキンカツを切ってやった。

「痛み止めとか貰もらったの？」

「いや。湿しつ布ぷだけどっさり貰ったよ、放ほう課か後ご、養よう護ごの先生に」

「ロッシ先生のとこは行ったの？」

「後で来なさいって言ってたもん。明日だって、後で、だもん」

「そういう理り屈くつありかよ。今日はもう学校終わったけど、明日朝一番で行けよ」

「そういうのがおかあさんみたいだってんだ」

「何拗すねてんだよ」

　拗ねてないよ、とマルタは言って食事を全部平らげてからベッドに潜り込んだ。

　マリアンナに会った、とかは、なんとなく言いづらかった。

　リッツはリッツで、放課後には学校中に蔓まん延えんしたケインが流した噂うわさで、マルタとマリアンナが会ったことは知ってはいたが、マルタの様よう子すがおかしいので言うまで黙だまっていることにした。

　そしてリッツはマルタがこんなんなのは、多た分ぶんマリアンナさんに何か変へんな事こと言ったとか、とにかくマルタが何かしたからだろうと踏ふんでいた。

　もしそうなら、話せよ、なんてつつくのは、大人げないような気がする。

　どうせマルタには黙っている、なんて芸げい当とうは無む理りなんだから、遅おそくとも明日の朝には何か言ってくるだろうと予よ想そうして、リッツはその日は眠ねむりについた。







　浅あさい眠りに苦くるしめられて、マルタは逃のがれるように目を覚さます。

　身体は痛いたいしなんだか嫌いやな夢ゆめは見るし。

　蹴けられた腹はらと、殴なぐられた顔が熱を持って疼うずく。

　寮りようの中は寝ね静しずまった静せい寂じやくの中だ。

　見回りの先せん輩ぱいたちの声もしない。

「痛い」

　吐と息いきで呻うめいて起き上がる。リッツはよく眠っている。

　しばらくベッドに起き上がって座すわってぼんやりしていたが、妙みように部屋の中が薄うす明あかるいのに気がついて視し線せんを巡めぐらせた。

　カーテンが開いていて、満まん月げつが明るく部屋の中を照てらしてるのだ。

　ぎくんと身体の動きを止める。

　自分の勉べん強きよう机づくえ、椅子に座って膝ひざの上に教科書を広げ、長い足をもてあますように組んでいたのは、長い黒髪と青い瞳の、月げつ光こうの精せいのような男だった。

　夜中なのに黒の背せ広びろと白のシャツ、それに黒のズボンと黒の靴くつという出いで立たちだ。

「満まん身しん創そう痍いだな、マルタ・サギー」

「バーチ……」

　バーチは教科書を閉とじて立てておくと、立ち上がって口くち元もとに一本指を当てた。

「リッツ・スミスはよく寝ているからな。おいで。寮の医務室に案あん内ないしなさい」

「……何する気だよ」

「私の名を言ってみろ、マルタ・サギー」

「ドクトル・バーチ……あ」

　そうか、とマルタは瞬しばたたいた。

「医者？」

「本ほん職しよくはそうであってもいいと思っているよ。それとも私が信しん用よう出来ないか。話もある。ついてきてくれないと困こまるがな」

　マルタはパジャマの上に、入にゆう寮りようするときに支し給きゆうされたカーディガンを羽は織おり、室しつ内ない履ばきのかかとを潰つぶして履はいて廊ろう下かに出た。

　誰かに見つかりはしないかと緊きん張ちようしたが、バーチは足あし音おとを全く立てない。響ひびくのは自分の足音と気け配はいばかりだ。

　それでも何とか医務室にたどり着き、扉とびらの中から鍵かぎを閉しめる。

　バーチがカーテンを開けて、青い光が部屋に満ちた。影かげが出来るほどにも明るい。

「座すわって」

　言われて椅子に座る。

　杜ね松ずの香かおりの強い香こう水すい。バーチの匂においだ。夜の方がよく分かる気がする。

「痛むところの服を脱ぬいで」

「脱ぐのも痛いんだけど」

　いいから、と振ふる手で伝つたえて、バーチは薬やく品ひん棚だなに手をかけて、鍵が閉まっていることを知る。

　どうするんだろうと、少し意地悪に面おも白しろくマルタは見ていたが、鍵穴のところでバーチが何か手を動かし、それから扉を開けたら開いてしまった。

「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス……」

　マルタは唇くちびるを尖とがらせて呟つぶやき、

「いや、開けゴマか」

　と言い直す。

「なんだね」

　バーチが薬品と湿布を手にマルタの前に座り、不ふ審しんそうに訊きく。

「なんでもない。怪かい盗とうだもんな」

「鍵開けくらいは私でなくとも出来るよ。しなくてもいいから皆みな、習しゆう得とくしないだけだ。ほら、服を脱ぎたまえ」

　淡たん々たんと言われ、マルタは上じよう半はん身しんのカーディガンとパジャマを脱いで、湿布だらけの腹を晒さらした。

「筋きん肉にくをもう少しつけるべきだな」

　ふむ、と息を漏もらしてバーチが言い、マルタが言い訳のように答えた。

「僕肉体派じゃないんだって」

「湿布は自分ではがしたまえ」

「くそ、優やさしくないな」

「優しいじゃないかね。わざわざ来てやってる」

「手当てしにだけ来たわけじゃないんだろ」

　テープをそっとはがしながらマルタは言った。バーチは顎あごに手を当て、マルタを見み据すえながら呟く。

「いくつかわからないことがあって、すっきりしないので、直じかに君に訊ききに来たんだよ」

「あんたの情じよう報ほう網もうもたいしたことないな」

　じりじりとテープをはがしながら言っても、迫はく力りよくが無いのはわかっていたが、慎しん重ちようにテープをはがさないと痛い。痛いのなんか嫌きらいだ。面倒くさいのよりはましだが。

「そうでもないさ。君がここにいる理由を知っている。匿とく名めいの投書があったそうだな」

「……」

　マルタは視線を上げない。

　バーチは懐ふところから封ふう書しよを取り出すと、横の机の上に置いた。

「君からトーリアス警部に渡わたしてくれたまえ。予よ告こく状じようだ。ドルーシア銀行の金きん塊かいを頂ちよう戴だいするという内容だよ」

　弾はじかれたように上げたマルタの視線と、バーチの青い瞳がぶつかった。

「確たしかにこの計画は以い前ぜんからあった。だが、たいして重要な計画でもないから、私も、たとえばフィランシェ教室の人間に漏もらしたことがある。だから、善ぜん意いの一市民はおそらくフィランシェ教室の人間だろう」

「デアスミスだろ。やりそうだもん」

　リッツには言えなかった思し考こうを、マルタは口に出した。

　バーチは両りよう眉まゆを跳はね上あげ鼻息と共に言う。

「私もそう思うがね」

「じゃああんたから本人に訊けばいいじゃないか」

「嫌いやだよ。私はあいつが大だい嫌きらいなのだもの」

「知るかよ。僕に訊くなよ」

「私は君が大好きなんだよ」

「気持ち悪いなぁもう」

　その言葉はあっさり無む視ししてバーチは話を続ける。

「それで、君はここにいて、零ぜろ三さん号ごう路ろにアラン・レイが通つうじているか調しらべているというわけだ。何な故ぜカードを使わない？」

　うん、とマルタは曖あい昧まいに相あいづちを打つ。

「ちょっとそこ面倒くさくてさ。アラン・レイには実はアーバーズがあるんだよ。アーバーズのある建たて物もの内ないには、カードの力が及ばないことになってるんだ。まぁ、『窃せつ盗とう』っていうカードもあるから、カードでカード盗ぬすまれたんじゃ洒落しやれになんないしな、確かに」

「……デアスミスはその事を知っているんだろうな」

「デロリスちゃんあたりから聞いてるんじゃないのー」

　デアスミスに心しん酔すいしていたカード使いのことを思い出して、マルタはうんざりと呟つぶやく。気持ち悪い女だった。

　バーチは少し考えて、嫌そうに溜ため息いきを吐ついた。

「……仕し方かたない。デアスミスに訊くか」

「あーそうしてそうして。それで、訊いたら僕に教えてくれよ」

「どうして君に教えなくてはならん」

「いいじゃないか」

　半はん目めで、口の両りよう端はしをつり上げてマルタは笑顔を作った。

「僕が好きなんだろ。僕はそういうの気持ち悪いけど」

　バーチはふん、と鼻を鳴らして口の端を片方上げた。

「人の好こう意いは受けるべきだよ」

「……なんであんたが僕の事好きなのかはわかんないけど……」

　ふう、と息を吐いて、マルタは眉まゆ根ねを寄せると頭をがりがりと掻かいた。

「なぁバーチ……恋こい人びととかいるのか？」

　一いつ瞬しゆんバーチは息を呑のんでその青い瞳を見開き、それからふぅんと息を漏らして笑った。

「なんだね？　君、私の恋人にでもなりたいのかい」

「うわ言うと思った。思った以上に気持ち悪いな。全身に鳥とり肌はだが立ったぞ」

「ああ、本当だね」

　冷れい静せいに観かん察さつしてバーチは言い、見み事ごとな手つきで湿布を貼はり、テープを貼って固定していく。顔の湿布も貼り替かえ、傷の消しよう毒どくもし直す。

　その合あい間ま合間に二人は話す。

「いや、だからそうじゃなくてさ。混まぜっ返かえすなよ。冷つめたぁ」

　湿布の温おん度どに声を上げてマルタは身を震ふるわせ、バーチはそれを気にも留とめずに処しよ置ちをする。

「では、何だ」

「……あんたなら女性をデートに誘さそう時、どこに連つれてく？」

　湿布を貼る手が一いつ瞬しゆん止まる。マルタはバーチが何か言う前に言った。

「笑うなよ」

「いや失礼」

　謝あやまられて、笑われそうだったと知る。けれどマルタは何も言わずに言葉を待まった。

「ああ、そうだな。……うん、ふむ。まあ、知っているレストランで夕ゆう食しよくを取って、それから歌か劇げきでも観みるか、踊おどりにでも行くか……さほど独どく創そう的てきなことは必要ではないと思うが」

　そうか、とマルタは呟いて黙だまり込んだ。

　バーチは堪こらえきれないというように咳払いをして言った。

「その」

「なんだよ」

「誰だれかいるのかね。具ぐ体たい的な話が聞ければ、年ねん長ちよう者しやとして、何か、そう、言えることがあるかも知れないぞ」

　マルタはそう言われてしばらく、うーん、とか、うーむ、とか、言った挙あげ句く、

「悔くやしいけど、僕、マリアンナさんと似にた階かい級きゆうの感じで、相そう談だん出来る奴やつってあんたしかいないんだよなぁ……。ロッシ先生になんか、まさか相談出来ないし」

「マリアンナ……。ふむ、マリアンナ・ディルベルタかね」

「知り合いなの!?」

　思わず声を張はってしまったマルタに、バーチは人差し指を唇の前に立ててみせる。マルタは状じよう況きようを思い出して、あ、と口を噤つぐむ。

「夜や会かいで何度かな。もちろん別の姿でだけれど。ふむふむ、彼女をデートに誘さそいたいのか」

「……うん」

　バーチの話にマルタは内心少なからず驚おどろいたが、言われてみればありそうな話だ。そう納なつ得とくして、ここはおとなしく頷うなずいた。

「機き会かいがあって、勢いで誘えたまでは良かったんだけど、彼女に楽しんで貰もらうためにはどうしたらいいのかわかんなくて……。彼女が行きそうなレストランなんか僕知らないし、そんなにお金もないし。僕ががんばったって、彼女にとってはつまらないところかも知れないし。住すむ世界が違ちがうのは当たり前なんだけど、年上の貴き婦ふ人じんをがっかりさせたくないわけさ。……わかるかな、あんたに」

「わかるさ」

　月光の中でバーチは優ゆう雅がに微笑ほほえんでいた。

　わかるもんか。

　マルタは内心で思う。

　上品で優ゆう雅がで美び形けいの怪かい盗とう。

　金だって持ってるだろうしいろんな遊あそびも知ってるだろうし。

　僕みたいな胴どう長なが短たん足そくじゃないもんな。

「私だって、好こう意いを持った人をはじめてどこかに誘うときには、そんなことも考える。嫌われたくないし、馬ば鹿かにされたくないし、何より楽しんで欲ほしいからな。だがまぁ、そんなとき、私なら、という話をしようか」

　ぐっとマルタは身を乗り出した。

　バーチは穏おだやかに微笑んで言う。

「そのとき自分が興きよう味みがあることにつきあっていただくよ。食事をするなら、まだ行ったことのない評ひよう判ばんの店や、車で迎むかえに行ったならどこかに停とめて少し歩いて、偶ぐう然ぜん見つけた店に入るとかだな。一いつ緒しよに冒ぼう険けんをすればいいのさ」

「それで店の雰ふん囲い気き悪かったらどうするんだよ」

「一緒に文もん句くを言えばいいさ。それも楽しいだろう？　だがまぁ、君の場合は、そうだなぁ……まず、彼女を年上扱あつかいするのをやめたまえ。恋こいに年は関係ない」

　言われてマルタはきょとんとする。

「恋」

　バーチは微笑んでいる。

「これ、恋なのかな？」

「……私に訊かれてもなぁ。ともあれ話を続けようか。マリアンナ嬢じようが聞いたら、さっきの話は無ぶ礼れいじゃないかね。君、たとえば同じ年の子を誘うなら、さっきのような事は考えないんじゃないかね？」

「う、うん……多分……」

　鼻で笑ってバーチは言う。

「公園でも散さん歩ぽしたまえよ。芝しば生ふに布ぬのを広げて、サンドウイッチを食べたまえ。食べ終わったら、彼女に君の膝ひざを貸かして、昼ひる寝ねでもさせてやればいいさ。楽しんでくれそうじゃないか？」

「……うん」

「幸さいわい春だ。花も咲さいている。この季節に外に出ないのは人生の空くう費ひだよ。誘ってやりたまえ。贅ぜい沢たくというのは、金をかけることばかりではないのだよ」








　第五章　会話




　深夜になって屋や敷しきに戻もどり、扮ふん装そうを解といたバーチは、鼻歌交じりで服を脱ぬいで風ふ呂ろに向かう。

　帰りの時間を見み計はからって、熱い湯ゆを入れてくれているメイドたちに感かん謝しやしながら、長い黒くろ髪かみと白い肌はだ、柔やわらかな曲きよく線せんを持つ本ほん来らいの身体からだで、細こまやかな泡あわの立つ、薔ば薇らの香かおりの湯に浸つかる。

　鼻歌さえ出る機き嫌げんの良さに、メイドのアンは口の端はしをつり上げて訊きく。

「……何かありましたの？　よろしければお聞かせ願ねがえまして？」

「聞いてくれるかね、アン」

　水みず音おとを立てて身を起こし、シャボン玉が飛ぶ中でバーチはアンにマルタからの相談を話した。あんまり楽しくて、黙だまっていることが出来ない。

　一いち部ぶ始し終じゆうを聞いてアンは笑う。

「悪い大人おとなですわね、ドクトル」

「だって全然誘さそってくれないのだもの、彼の方がいけないよ」

「そうではなくて」

　浴よく槽そうの横に、スカートの裾すそが濡ぬれるのもかまわずしゃがみ込んだアンは、バーチの緑色の瞳ひとみを横目で覗き込む。

「お訊ききしますけれど、ドクトルは、マルタさんに恋こいをされているのですか？」

　バーチは唇くちびるをすぼめると、片足を立てて胸に引き寄せる。

「……そう言われると困こまるね」

「そうでしょう？　今のうちならまだ、子こ犬いぬをからかう感かん覚かくでしょう。けれど、マルタさんにそんな、恋とか言ってしまっては、退のっ引ぴきならなくなりますわ」

「……私は……その、別に……」

　何か理由をつけようとしたが、上う手まく言葉が出てこなかった。

「ドクトル。本気の恋なんて、まだなさったことがないでしょう。美び貌ぼうに任まかせて火ひ遊あそびばっかり」

　膝ひざの上に頬ほお杖づえをついてアンはふん、とばかりに言い、バーチは湯の中で居い心地ごこち悪わるげに泡を揺ゆらした。

「本気の恋なんか、その辺へんに転ころがっているものでもあるまい？」

「そうでもないですよ。自みずからを捨すてて、相手を自分のものにして。相手の幸こう福ふくを願い、けれどそれは自分からのものでなくてはならない。醜みにくくも高こう潔けつな、それが恋というものですわ」

　アンは泡を手のひらに取ると、ふう、と静かに吹ふいてシャボン玉を宙ちゆうに舞まわせた。

　七色のそれはしばらくは緩ゆるく回かい転てんしながら舞っていたが、何かの拍ひよう子しであっさり弾はじけてしまった。

「その辺にはない、と、ドクトルがお感じになるのは、何とも儚はかないものだからです。けれどそれは、ない、ということではありませんし、誰だれの胸にも訪おとずれるものでもありますのよ」

　ゆったりと微笑むアンの表か情お。抱だき寄せた膝の上に頬を乗せてバーチは呟つぶやく。

「……マリアンナとして、彼を失うしないたくはない」

「怪かい盗とう、ドクトル・バーチとしてはいかがです？」

「彼は好こう敵てき手しゆだ。必ひつ要よう不ふ可か欠けつな存そん在ざいさ」

「味み方かたについてもらうというのは？」

　楽しそうに言われ、バーチはあんぐりと口を開ひらいてそれから考えた。

「……ええ？」

　濡ぬれた手で髪かみをかき上げる。

　アンは、手て桶おけで浴よく槽そうから湯を掬すくって、横に置いた水みず瓶がめに入れると、隣りん室しつから熱いお湯を入れた壷つぼをタオルに巻いて持ってきて、バーチの浴槽に注そそいだ。湯ゆ気げが立ち、アンは浴槽に横に椅い子すを持ってきて座すわると、髪に塗ぬる油あぶらを手に取って、バーチの黒髪にすり込みはじめる。

「巻き込めないよ、そこまでは」

「お嬢じよう様さま。もし、ねぇ」

　まるで、恋人に歌う子守歌のように甘あまい調ちよう子しで、アンは言った。

















「もし、お嬢様が窮きゆう地ちにおいこまれて、そして誰かに助けを求めようとしたときに、心に浮うかぶ人がいたら、その人をどんな手を使っても捉とらえて、放さないようになさいまし」

　言われてもマリアンナはよくわからない。

「……それは、どういう相手なんだ？」

　アンはにっこりと微笑んだ。

「それが、愛あいする人というものですわ」







「という話をドクトルにしましたわよ」

　バーチが眠ねむってしまってから、アンはわざわざその話をジャックにしに行った。

　ジャックは銃じゆうの掃そう除じをしていた手を休やすめ、こめかみを押おさえる。

「……どうなることやらですね」

　寝ね静しずまった屋や敷しきの中で、アンはキッチンから持ってきた温あたたかいミルクをジャックに勧すすめた。

「それが終わりましたら、ジャックさんも少しおやすみなさいまし」

「ありがとう。あんたはどうします？」

「私は明あ日すは休きゆう日じつですので、昼まで寝ていますわ。寝ね不ぶ足そくはお肌はだの敵てきですから」

　アンはそう言って気き取どって頬を軽く叩たたいてみせる。

　湯ゆ気げの立つミルクを横に置いたまま、ジャックは掃そう除じをした部ぶ品ひんをまた各おの々おのの位い置ちにはめ込んでいく。

「お嬢様も、あんたくらい頭がよければよかったのですがね。自分の内ない面めんの処しよ理りにはあの人は全く弱いし、色いろ恋こい沙ざ汰たなどもっと不ふ得え手てだ」

　ふう、とジャックは溜ため息いきを吐つく。

「だからあたしゃ、マルタ・サギーが嫌きらいなんですよ。あのひとはお嬢様を混こん乱らんさせるだろうから」

「……そう、ですか？」

　アンは顎あごを上げ、笑ってジャックを横目で見た。

「なんですか」

「あたし、ジャックさんはマルタ・サギーをそんなには嫌ってはいないと思ってますけど」

「嫌いですよあんなの」

　銃を組み立て、最後に磨みがき上げて、箱にしまって手を拭ぬぐう。

「……デアスミスよりはマシだってだけです。お嬢様にはもっと、ふさわしい人がおりますよ。伴はん侶りよにしろ、相あい棒ぼうにしろ、火ひ遊あそびの相手にしろ」

「でも、ドクトル・バーチのライバルは、探偵Ｍでしてよ？」

　面おも白しろそうに言うアンに、ジャックは眉まゆを上げる。

「まぁ、怪かい盗とう仕事の相手にぐらいはいいんじゃないですか。でもそれ以上ではありません」

　作業のために嵌はめていた片眼鏡モノクルを外はずして、ジャックはミルクを手にとって、アンに向き直る。

「アンさん。色恋沙汰は経けい験けん豊ほう富ふでしょう。あんたからは、マルタ・サギーとドクトルはどう見えます？」

「まぁ、豊富だなんて。長なが続つづきしないだけですわ。でも、んー。うふ」

「なんです」

　アンは指を一本立てて頬に当て、んー、と微笑ほほえんで考える振ふりをしてから言った。

「マルタさんが、もっと年を重かさねられたら、どうかわかりませんわよ？」

「その時にはドクトルだって年を重ねていますよ」

「まぁ、ジャックさんたら。知らない振ふりをなさってはなりませんわ。年は、重ねるごとに近くなっていくものです。そんなことはもうご存ぞんじでしょう？」

　ジャックはミルクを一口飲のんで、軽く肩かたを竦すくめた。

「さあ、あんたももうおやすみなさい。あたしももう寝ますから」

「はい、ジャックさん。おやすみなさい。カップは飲んだらそのままにしておいてください」

　アンが礼れいをして去る。

　残ったジャックは、深しん夜やと早そう朝ちようの狭はざ間まの深い静けさの中、ホットミルクを飲んで考える。

　たしかに、若わか者ものが考えるよりもずっと、年ねん齢れいというのは流りゆう動どう的てきなものだ。

　零ぜろ歳さいと十歳の差は決定的なものだが、七十歳と八十歳はどうだろうか。

　十五歳で老人のようなものも、八十歳で少年のようなものもいる。

「どっちにしろ、マルタ・サギーの成せい長ちようがなければ、どうにもなりはしないでしょうよ」

　思わず口に出して独どく白はくしてしまい、ジャックは少し気き恥はずかしく辺あたりを見回した。







　翌よく夕ゆう、オスタスの各かく紙しはドクトル・バーチの予よ告こく状じようが市警に届とどけられたと一いつ斉せいに報ほうじた。マルタはあのあと学校を抜ぬけ出だして、トーリアスに予告状を届けたわけでもなく、おそらく朝まで眠って、それから授じゆ業ぎようを抜け出して警察に行ったのだろう。

　そうでなければ夕ゆう刊かんではなく、朝刊で報じられるはずだ。

　市民たちは新聞売りの手からひったくるように新聞を買い、あっという間に売り箱が空からになる。新聞売りたちは、仕し入いれ元もとに走っていく。

　石いし畳だたみの上のそこここで、一人が持つ新聞に何人もが群むらがって、顔を突つっ込こむようにまだインクも乾かわいていない新聞を読み、声こわ高だかに話す。

「おい、今度はドルーシア銀行だってよ」

「あそこの金きん庫こ室しつって、普ふ段だんでもものすごく警けい備びが厳きびしいんだぜ」

「そりゃぁ金持ち専せん用ようだものよ。あそこにゃドレス・コードがあるっていうじゃねぇか」

「そうそう、受付に行くのにジャケットとネクタイが必ひつ要ようなのさ」

「そうなのか？」

　冗じよう談だんに決まってるじゃねぇかと誰かが言って笑いが起こる。

　そんな小さな集団が、灯あかりの灯ともりはじめたガス灯とうの下、酒さか屋やの軒のき先さき、商しよう店てんの店みせ先さきなどに集あつまり、ざわめいている。風に乗って新聞の切きれ端はしが飛ぶ。

　その街がい路ろを、悠ゆう然ぜんと一人の青年が歩いていく。

　長い黒髪をなびかせ、瞳は澄すんだ青色で、埃ほこりひとつ無い黒いコートを着て、水すい晶しようの握にぎりの付いた杖つえを持って悠然と歩を進める。

　春の風が吹けば、その黒髪をそよがせ、彼が通る辺りだけはざわめきが僅わずかの間あいだ静しずまった。　けれど彼はまるで別世界の存在のようにも感じられたので、彼らは彼が通り過ぎたらすぐに目の前の関かん心しん事ごとに意い識しきを戻もどした。

　青い瞳の青年、ドクトル・バーチは自分の予告状が起こした波は紋もんに満足げに微笑む。

　車でお送りしますよとジャックには呆あきれられたが、こういうざわめきを楽しむのも悪くなかった。

　そう、オスタス市し民みんよ。

　私が提てい供きようする快かい楽らくに、エンターテイメントに心こころ弾はずませてくれたまえ。

　そうでなくては私が怪盗などという馬ば鹿かげた事をする意味がない。

　そして、今、この時としては、これくらいの楽しみがなくては今からすることに気分が萎しぼんでしまいそうだ。

　思ってバーチは溜息を吐いた。

　角を数回曲がればやがて人々の様子が変わる。

　着き飾かざった紳しん士しと淑しゆく女じよたち。彼らは歌か劇げき場じように向かっていた。

　その波に呑のまれてなお、バーチは人々の目を引きつけて止やまない魅み力りよくを放はなっていた。

　上じよう流りゆう階かい級きゆうの人々の話題も、半はん数すうほどはバーチの予告のことだった。

「ですけど、流石さすがのドクトル・バーチもドルーシア銀行相手では難むずかしいのでは？」

「あそこの頭とう取どりはやり手ですからな。銀行というものは警備の確たしかさが一番の商品だと謳うたって、確かにあそこは設せつ立りつ以い来らい盗とう難なんの被ひ害がいがありませんものな」

「商品もなかなか充実しておりますわ。とにかく対応が細こまやかですし、頭取が精せい力りよく的てきに働いておられるようですものね」

　そんなことは知っているし、どうでもいい。

　今回の仕事には全く関係がない。

　流れを抜けて、バルコニー席への通路へ向かう。

　制服を着た係かかり員いんに、穏おだやかに券けんの提てい示じを求められ、懐ふところから取り出す。

「……こちらのお席せきには、すでにお客きやく様さまがいらっしゃいますが」

「そうか。何かの手て違ちがいかも知れないね。話し合ってくるから気にしないでくれたまえ。おそらく私の方が間違いだ」

　バーチは言いながら優ゆう雅がな手つきで札さつ入いれから札を五枚取り出すと、係員の掌てのひらに滑すべり込ませた。

「左さ様ようですか。ではお手て数すうで申もうし訳わけありませんがそのようにお願いいたします」

　係員は何事もないような様子でそう言い、札をポケットに滑り込ませた。

　歌劇場の中に入れば、空気が変わる。

　香こう水すいの香かおりやシャンデリアの明かり。

　古い大きな建物特有の、建物自体が呼こ吸きゆうしているような気け配はいと、これから始まる音楽への期待や興こう奮ふんの熱ねつ気き。

　ホールからはオーケストラの音合わせの音が聞こえている。

　バルコニー席の通路には、人はほぼいなかった。幾いく人にんかとすれ違い、会え釈しやくして通り過ぎる。

　濃こい赤い絨じゆう毯たんを踏ふんで階段を上がる。手すりの木もつ工こう細ざい工くは見み事ごとで、葡萄ぶどうの葉はと蔓つるが彫ほられていた。

　バルコニー席への通路は照明が落とされ、人の顔がわかりにくくなっている。それでも、ひとつの扉とびらの前にいた男は、バーチにはすぐわかった。

　茶色の髪と眼鏡めがねの青年。近づけばその瞳が茶色だということが判る。黒の礼れい服ふくを着こなして、番ばん犬けんよろしく立っていた。

「デアスミスに用事なんだが、そこをどいてくれないかね、クレイフル」

　バーチに挨あい拶さつもなく言われ、クレイは静かに扉の前から数歩ずれた。

「そろそろおいでになる頃ころかと思っていました。どうぞ」

　ハハッ、とつまらなそうに笑ってからバーチは言う。

「……素す直なおだな。いいのかね」

「問題はありません」

「扉を開けてくれたまえよ」

「デアスミス様のご意い志しであれば」

　堅かた物ぶつが、と吐はき捨てて、バーチはドアを押し開き、バルコニー席へと入る。

　三階の客席に当たる場所に、バルコニー席は作られている。濃こい緑色のクロスが掛かけられた丸いテーブルと、四よん本ほん脚あしのたっぷりと綿めんの詰つめられた椅い子すが基本的には三さん脚きやくある。

　テーブルには劇場側のサービスとして、シャンパンとグラス、そしてカナッペの皿さらと、薔ば薇らが一いち輪りん活いけられた花か瓶びんが置かれていた。

　噎むせるような香水の香りがして、バーチは思わず白しろ手て袋ぶくろをした手で鼻はなを押さえた。

「失礼」

　劇場の中は開かい幕まく前まえの熱を孕はらんだざわめきに満ちていた。幕に弱い照しよう明めいが当てられ、その反はん射しやで場内が僅わずかに照らされている。

　声をかけられれば、デアスミスが悠然と微笑んだ。

「……おや、来たね」

　デアスミスは長身で胸むな板いたが厚あつく、しっかりとした腰こし回まわりの男だ。髪かみは赤みがかった金きん色いろで、美うつくしく巻まいている。この暗くらがりでその髪は、夕ゆう焼やけの残ざん照しようのようにも見えた。肌はだは白く、きめが細かい。わずかに鉤かぎ鼻ばなで唇くちびるが厚あつく、睫まつげが長く眉まゆは整ととのっている。瞳は青せい灰かい色しよくで、なにか不ふ思し議ぎな印いん象しようを相手に与あたえるのだった。

　彼はクレイや、ここに集まる紳しん士したちと同じように黒の礼服を着ていた。フリルのたっぷり付いたシャツも嫌いやみではなく、華はなやかに彼を飾かざっている。

　デアスミスの隣となりには、金髪の豪ごう勢せいな美び女じよが座っていて、バーチを睨にらみ付けたが、バーチの美び貌ぼうにたちまち視し線せんを柔やわらかくした。

「申し訳ありません、ミス・スザンナ」

　デアスミスは微笑んで言い、金髪の美女はこほんと咳せきをして手に持った扇おうぎを揺ゆらした。

「どのみち、ここは三人席でしょう。私は気にしなくてよ、ウィリアム」

「いえ、そうではなく。またお誘いいたしますので、今日のところはどうか」

　美女は顔を真まっ赤かにして立ち上がると、コートと帽ぼう子しと小さな鞄かばんを引ひっ掴つかんで、早はや足あしで出て行った。見送ってバーチは言う。

「恨うらまれそうだ」

「また誘えばいいだけだ。その間、三日四日の恨みなど、どうでもいいさ。下げ品ひんな香水の付け方をする女じよ性せいですまなかったな。残のこり香ががひどい」

　デアスミスの軽かる口くちにはつきあわず、バーチは女性が座っていた椅子に座る。

「私は君と楽しいおしゃべりをするつもりは無ないので、簡かん単たんに訊きく」

「そう、私だよ。警察に零ぜろ三さん号ごう路ろの件けんで匿とく名めいの手紙を出したのは」

　デアスミスは穏おだやかに微笑み、プログラムをめくりながら言った。

「おや、今日のソリストにはオリヴィエーロ・オッタービオが入っているよ。久ひさしぶりだね、彼がオスタスに来るのは。持じ病びようの調ちよう子しがよいのだろうね」

　バーチは意い識しき的てきに深しん呼こ吸きゆうをして、気を鎮しずめようとする。

　デアスミスのこういう話わ術じゆつにまんまと翻ほん弄ろうされる自分が情けない。

「何な故ぜだ」

　プログラムを見ながら、デアスミスは悠然と言う。

「もちろん、手紙を書いて投とう函かんしたのは私ではないよ？」

「そりゃそうだろう。そんなことはどうでもいい」

「部下に美しい字を書く奴がいてね。彼に書いて貰もらったんだ」

　バーチは黙だまり込んだ。

　少しの間の後、デアスミスはフ、と笑ってプログラムを閉じ、その形のいい唇にプログラムの端はしを当て、横目でバーチを見て言った。

「怒おこったかね？」

　バーチは一いつ瞬しゆん目の前が揺れるような怒いかりを覚おぼえたが、顔には出さずに堪たえる。

「話を続けてくれないか。何故私の邪じや魔まをする」

「邪魔などしてないさ。そうだろう？」

　デアスミスは楽しげに微笑む。

「例れい会かいで発表し損そこなったのだがね、ドルーシア銀行の貸かし金きん庫こに、トライトンの分ぶん子し式しきが保ほ管かんされているのが判はん明めいした。そこで思い出したのが例会で君が発表した計けい画かくさ。ドルーシア銀行に運び込まれる金きん塊かいを盗ぬすむというあれさ。確かにそろそろ教室全体としても研けん究きゆう資し金きんが欲しいところだ。なにしろ目もく的てきの達たつ成せいまであと一歩なのだからね」

「トライトンの分子式か……」

　うむ、とバーチは唸うなって考える。確かにそれは教室の望のぞむ物のひとつであり、今まで行方ゆくえが全まつたくわからなかったものだ。

「……ドルーシア銀行の金庫室は二に層そうからなる。地下一階が貸し金庫。その下が金塊などを収おさめる銀行の金庫室だな。トライトンの分子式は貸し金庫に入れられて、ほぼ忘わすれ去さられている。最後に研けん究きゆう者しやが触ふれたのがもはや十一年前の事だ。その研究者は、トライトンの分子式のことを誰に頼たのむでもなく心しん臓ぞう発ほつ作さで急きゆう死しした。あるいはそのうち大学にでも寄き贈ぞうしようとしたのかも知れないが、今となってはわからない。だから関係者を装よそおって、手に入れようかとも思ったが、そんなわけで鍵かぎもなければ符ふ牒ちようもわからん。困こまり果はててしまってね」

















「それと零三号路とどう関係があるんだ」

「ドクトル・バーチが金塊を地下水道から盗ぬすもうというのだ。警備の目は地下二階と地下水道に向くだろう。その間に、貸し金庫で悪さをさせていただこうと思ってね」

「アラン・レイ高校云うん々ぬんは？」

「マルタ・サギーの『名探偵』のカードを、使われたら嫌いやじゃないか。投書が届いた段階で使われたらまた面めん倒どうだったが、彼、最近カードを使うことに怯おびえているねぇ。トーリアスもあまり使わせたくないようだし。確かにカードが無くなれば使えないわけだから、そうだろうけれどね」

　眼がん下かの客きやく席せきを見ながら、デアスミスは饒じよう舌ぜつに話し続ける。

「アラン・レイに潜入捜査してしまえば、マルタ・サギーはカードを使えなくなる。そうすれば私も少しは安心というわけさ。それに、リッツに数日でも、学校生活を味わわせてやりたいしな」

「……リッツ・スミスからすべての平へい穏おんを奪うばい去ったのはお前だろう」

「それは違ちがうな。私はリッツを含ふくむこの世界を、神かみ々がみの気まぐれから守まもりたいだけなのだ。そんな風に思われていたとは心外だな」

　緩ゆるやかに微笑んで言われ、バーチは立ち上がる。

「予告は三日後だ。私の邪魔をしないでくれ」

　開かい幕まくのベルが鳴る。客席のざわめきが静まっていく。

「聴きいていかないのかね。ガゾ・バッゾの『ルネラの悲ひ劇げき』だぞ？」

「お前とは真まっ平ぴらだよデアスミス」

　吐き捨てるように言って、バーチは外へ出る。

　大おお股またで歩いて扉を押し開き、外で待っていたクレイには目もくれない。

　走るような速そく度どで去るバーチが視し界かいから消きえれば、クレイは扉を開あけて中なかに入はいった。

「デアスミス様」

「やあ、クレイ」

　舞ぶ台たいの幕が切って落とされ、大きな拍はく手しゆと共にオーケストラが最初の音を奏かなでた。舞台に立つ歌か手しゆを、照明が照らし、朗ろう々ろうと歌声が流れはじめる。

「結局、一いつ緒しよにいてくれるのはお前だけだよ」

　デアスミスは微笑んでそう言い、クレイは頷うなずいて椅子に腰をかけた。







　リッツは今日何回目かの言葉を口に出した。寮りようの部屋、相手は当とう然ぜんマルタだ。

「なんで！　バーチに予告状渡されたらすぐ僕を起こさないんだよ！　っていうか、バーチが来てるのに僕を何で起こさないんだよ！」

「なんだよお前の代わりに僕が挨あい拶さつはしといたからいいじゃん」

「そういう問題じゃないだろう」

　寮もバーチの予告で持ちきりだった。

　マルタとリッツは夕食を終え、制服に上うわ着ぎを着て、外がい出しゆつの準じゆん備びをする。

　リッツは壁かべの時計を見て、マルタをせかして外に出て、一丁先の角まで行き、そこで待っていたトーリアス警部の車に乗り込んだ。

「面倒ですまんが、学生さんたちに見られたら面倒だろ」

　トーリアスはそう言い、二人を乗せてドルーシア銀行に向かった。








　第六章　オスタスで一番強ごう欲よくな種しゆ族ぞく




　ドルーシア銀行は昼の営えい業ぎようを終おえて静まりかえっている。

　春の月は薄うす雲ぐもの渦うずの衣ころもに包つつまれ、淡あわく輝かがやいていた。

　ドルーシア銀行は見るからに堅けん牢ろうな石いし造づくりの建物で、窓まどという窓には鉄の棒ぼうがはまり、扉とびらは重い鉄てつ製せいで、外から南なん京きん錠じようがかかっている上に両側に、犬と吸きゆう血けつ族ぞくの青年がいた。警けい備び員いんとわかる制服を着て、吸血族の青年は悠ゆう然ぜんと椅い子すに座すわっていた。

　トーリアス警けい部ぶの車が到とう着ちやくすると、青年は立ち上がり、犬は一声吠ほえた。

　マルタとリッツが車から降おり、トーリアスが車の中から言う。

「おおい。通してやってくれ」

　吸血族の青年が牙きばを光らせて返事をする。

「夜の営業開始まで待てませんか。あと二時間です」

「待っている間に用よう事じが済すんでしまうよ。頭とう取どりもお待ちだ。俺おれは車置おいてくるから」

　また犬が一声吠え、中から返事があった。

　吸血族の青年が鍵かぎを取り出して南京錠を開け、更さらに扉本体の鍵を開けた。

　中からも鍵の開く音がして、それでようやく扉が開くのだった。

「どうぞ」

「……勝かつ手て口ぐちとかないの？」

　扉をくぐりマルタが青年に訊きく。

「地ち下かの金きん庫こ室しつに直通の入り口以外はここだけだ。穴あなは少ない方が、鼠ねずみが入りにくいとの頭取の考えでな」

「いちいちめんどくさいことだ」

「同どう感かんだな。はやく中に入れ。営業時間中の他ほかは外の空くう気きをあまり入れるなとの頭取の仰おおせだ」

「……頭取って、何なに族ぞくなの？　慎しん重ちようだな」

　青年は口の端はしを僅わずかに上げて、マルタとリッツを見送って扉を閉しめながら答える。

「オスタスで一番臆おく病びようで強ごう欲よくな種族だよ」

　背はい後ごで扉の閉しまった音を聞いて、マルタとリッツは視し線せんを合わせる、同時に呟つぶやいた。

「人間」







　頭取は顔色の悪い痩やせて背の低ひくい中年だった。

　灰はい色いろの髪かみを撫なでつけ、灰色の背広を着て、灰色のネクタイを締しめて、灰色の眼がん球きゆうでマルタを見上げる。

「私がドルーシア銀行頭取のジャンシアン・ベンディアン・ドルーシアです。もうすぐ夜の部の営えい業ぎよう準じゆん備びが始まりますから手て短みじかにお願いしますよ」

　頭取室と札ふだの出た豪ごう華かな内ない装そうの部へ屋やである。

　大きな机つくえの向こうにちょこんと座ったドルーシアは、マルタとリッツとトーリアスにまるで文句でも言うようにそう言った。

「昼も夜も大変ですね。いつ休んでるんですか？」

　マルタの軽かる口くちに、ドルーシアは陰いん気きに答えた。

「そんなに眠らなくても平へい気きなものでね。そんで、何ですか。ドクトル・バーチ？　あんたが探偵Ｍ？　黒くろ髪かみで異い人じん種しゆの胴どう長なが短たん足そくでのっぺりした顔。噂うわさ通どおりですな」

　マルタは胸を押おさえて頭こうべを垂たれ、リッツは別に表ひよう情じようを変えるでもなくぽんぽんと背中を叩たたいてやった。

　トーリアスは二人にかまわず言う。

「まぁまぁ。これでなかなかバーチに対たいしてはやりますから。それで、金きん塊かいの件けんですが。一度拝はい見けんしておきたいんですがね？」

「なりません」

　一ひと言ことの元もとに言い切られ、トーリアスは息を呑のむ。

「……見もせずに、警備は出来はしません」

　なんとか苦く笑しようを浮うかべて言った言葉に、ドルーシアは答えた。

「あのね。ご存ぞんじかわかりませんけど、うちの銀行は創そう業ぎよう以い来らい勝かつ手てに警備をやってるわけなんですな。それが売うりなんです。何度となく危あぶない目にも遭あいましたが、一回だって警察の世せ話わになってません。一いち応おう市し民みんの務つとめですから被ひが害いと届どけは出しますがね、それで警察が何かしてくれたことなんかない。今回も警備はうちでやりますので警察にはお引き取り願いたい。まあ面子めんつが立たないとか仰おつしやるんでしたらね、外そとの警備をしていただければいいかな」

　トーリアスは小こ鼻ばなをぴくぴくさせ苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で聞いていたが、ドルーシアは淡たん々たんとしたものだった。

　警部、血けつ管かん切きれないかな、大だい丈じよう夫ぶかなとリッツは思う。

　トーリアスは警察の中でも冗じよう談だんの通じる方だ。

　けれどドルーシアの言い方は心しん底そこ人ひとを馬ば鹿かにしている感じがあって、おそらくそれがトーリアスを苛いらつかせているのだ。

　トーリアスのそんな様子に頓とん着ちやくせずに、マルタがぼろりと言った。

「じゃあ警察いいんで。僕と助じよ手しゆはバーチの予告の時間に入れてくださいよ」

　いいぞマルタ。

　まるで嫌きらいな奴やつに犬をけしかける少年のような顔でトーリアスはマルタを見た。

　リッツは警部も大人おとなげないなぁと内心呆あきれる。頭取はひるまず続ける。

「探偵Ｍさん。社しや会かい科か見けん学がくじゃないんですよ」

「いいじゃないですか。警備は完かん璧ぺきなんでしょ？　僕一人、いや僕と助手、一組いたって」

「蟻ありの一いつ穴けつという言葉をご存じですか」

「所しよ詮せんイディオムじゃないですか」

　ふ、とマルタは口の端を上げるが、ドルーシアは動じない。

「昔むかしから言われている言葉には真しん実じつがあるんですよ、少年。いいかね、私は二十四時間働いて、このドルーシア銀行をここまでにしたんです。業ぎよう務むもさることながら、警備はもとより物ぶつ品ぴんの保ほ管かん機き能のうにだって毎日気きを配くばり、欠けつ点てんを見み直なおし、計画を洗あらい直してね。つまり、私の銀行には警察も探偵も今までもこれからも不ふ要ようであるということです。わかったか。わかったならお引き取り願おう」







　滅めつ多たに無いことだが、その日トーリアスはマルタとリッツをバーに誘さそった。

　でも、と困るリッツに、トーリアスは額ひたいに青あお筋すじを浮うかせた笑顔のまま言った。

「市警の警部が一いつ緒しよなんだ、心配ない！」

　それでもちゃんと配はい慮りよはして、連つれて行かれた店は照明が暗くらく、三人は目め立だたないように奥おくのボックス席に陣じん取どった。

　ざわめきと煙草たばこの煙けむり、アルコールの匂においはバー特とく有ゆうのものでリッツは少し緊きん張ちようする。

　もちろん飲み物はジンジャーエールで、テーブルの上にはフライドポテトと腸ちよう詰づめと棒ぼうに切った野菜の酢す漬づけが並ならんだ。

　マルタの前にもジンジャーエールが置かれ、警部の前にはオレンジジュースが置かれた。

「飲めば。大人なんだし」

　マルタがジンジャーエールの辛からさに鼻を鳴らした後で言う。トーリアスは口にフライドポテトをほうりこんだ。

「馬鹿言うな、職しよく務む中ちゆうだ」

「じゃ、こういうとこに入るなよ」

「腹はらは減へるからな」

　タイミング良くチーズトーストが運ばれてきて、トーリアスはそれに腸詰めとポテトと酢漬けを載のせて半分に畳たたむと三口くらいで食べてしまった。

「これから署しよに戻もどってまだ仕事だ。くそ、しかしドルーシア頭とう取どりの言げんを報ほう告こくするのは、ああ、口にしたらまたむかつきそうだ！」

「うふ」

　マルタが変へんな笑い方をしたので、リッツは驚おどろいて目を見開き、隣となりに座るマルタを凝ぎよう視しした。

　けれどマルタはリッツに視し線せんを向けるでもなく、フォークで腸詰めにぶすぶすと穴あなを開けながら、トーリアスに話す。

「僕はつまり、バーチと対たい決けつ出来ないわけだよね」

「バーチはどうやってかわからないが、金塊を盗ぬすみ出したら外に出るんだろうさ。そこで対決するしかないんじゃないか。頭取様の言ったとおりならさ」

「頭取様の言ったとおりなら、バーチは金庫室から金塊を盗ぬすめないんだろ」

　二人の間に奇き妙みような沈ちん黙もくが落ちる。

　カウンターの席で、酔よっぱらいが楽しそうに『あそこの垣かき根ねにリスがいる』という民みん謡ようの下げ品ひんな替かえ歌を笑いながら合がつ唱しようしているのがよく聞こえた。

　リッツも黙だまって二人の会話の続きを待つ。

「ねぇリッツ。結局、零三号路はアラン・レイに繋つながってると思う？」

　突とつ然ぜんマルタに言われて、リッツは慌あわてて返事をする。

「ま、まだ、わかんないけど……」

「もし、繋がってたら、そこからドルーシア銀行の金庫室に入れると思う？」

　マルタの言葉にリッツはぎくんとした。何言い出すんだ。

「な、何言って」

「そんでもって、僕がバーチを捕つかまえて、ドルーシア銀行から出てきたらカッコイイかな？」

「ちょっとマルタ！」

「頭取の顔色は変わるよねぇ。スカっとしそうかな？」

　トーリアスがジュースをストローを使わずにぐびぐび飲んでから言う。

「なぁなぁマルタ。探偵Ｍって名乗らなけりゃ、警けい察さつの捜そう査さでどうのとか、かるーく漏もらしてもいいんじゃないか。俺今酔よってるし」

「ああべろんべろんだもんね、今日非ひ番ばんだしね、日ひ付づけなんか僕忘れたもんね」

「ちょっとマルタはともかく警部！　ジュースで何言ってるんですか、今日は非番なんかじゃないでしょう!?」

　慌あわてるリッツを二人は睨にらんで、小声で会話をした。

「マルタ、リッツって酒さけ強つよいか」

「さあ。でも一本も飲のませりゃ今の話も忘れるんじゃないんですか」

　リッツが顔を突つっ込こんで言う。

「聞こえてるよ。酒臭くさくなったら寮りように戻れないじゃないか」

　それを聞いてマルタはにやりと笑った。

「そうだな。寮に戻って零ぜろ三さん号ごう路ろのことを明あきらかにしないとならないよなー」

　トーリアスまでニヤニヤ笑ってリッツを見ている。

　リッツは、揚あげた芋いもを食べ、ジンジャーエールを飲み、キュウリをぼりぼり食べてから言った。

　マルタとトーリアスは、もうただあの頭取の鼻はなを明かしたいだけだ。

　あの頭取。

　人を頭から馬ば鹿かにして、バーチなんか捕とらえられて当とう然ぜんという態たい度どの。

　実じつ際さいのバーチなんか知らないくせに。

　月つき夜よや星ほし屑くずを背はい景けいに、長い黒髪とマントと手て袋ぶくろで、優ゆう雅がに軽けい妙みように、醜みにくいものから宝たから物ものを助け出すひと。

「……確たしかに、あの頭取の顔かお色いろが変わるところは見たいな」

「だよねぇ」

　マルタが心底楽しそうに笑った。

　リッツは気き取どって顎あごを上げると、手に持った人にん参じんのピクルスを軽く振ふりながら言った。

「警部ぅ、非番の日だからってそんなに飲んじゃだめですよ」







　とはいえ、バーチが予告したのは明後日あさつてで、そう時間もない。本ほん気きで零ぜろ三さん号ごう路ろを見つけるためにはどうすればいいか、マルタとリッツは寮の部屋に戻って、消しよう灯とう後ご、布ふ団とんの中で話し合った。

　夜が明けて朝になって食事をして洗せん顔がんをして登とう校こう。

　マルタがまず足を向けたのは購こう買ばい部ぶだったが学生は一人もいなかった。購買部には扉はなく、窓まどに分ぶ厚あついカーテンが閉しめられて、そこには黒眼鏡めがねをかけてベストを着たモグラがいた。

「おや、マルタさん。こっち側でははじめましてですね。教きよう材ざい？　鉛えん筆ぴつ？　それともノートですか？　って、どうしてアラン・レイに入学してるんです」

　質しつ問もんには答えず、マルタは軽く右手を挙あげて挨あい拶さつした。

「よう、オレイヤーズ。こっちからじゃ、アーバーズの用事って済すまないのか？」

「アーバーズに用事なら、カード貸してくださいよ」

「ちぇっ」

　マルタは周りを見回し、誰だれもいないことを確かく認にんすると『名探偵』のカードを取り出してオレイヤーズに渡した。

　その途と端たんに回り舞ぶ台たいのように背景とショーケースが変わった。

　今度のケースには文ぶん房ぼう具ぐなんか一いつ切さい無なかった。

　ただ、『カード戦せん争そう』用のカードだけが、黒い別べつ珍ちんの布ぬのの上に整せい然ぜんと置かれている。

　カードはそれぞれ薄うすく発はつ光こうしているので、明かりは必要なかった。

「……私もこっちの方が楽らくですね。暗いしね」

　オレイヤーズは溜ため息いきを吐ついて言う。マルタはショーケースを覗のぞき込みながら呟つぶやく。

「僕は暗くらくて動うごきづらい」

「人間族はそうでしょうよ。それで？　今日きようのご用ようは？」

「確認。アラン・レイは、アーバーズがあるから、カードが使えないんだよね？」

「そうですよ」

「地ち下かもだめ？」

「だめです」

「どこまで？」

　執しつ拗ようなマルタの質問に、オレイヤーズはちらりとマルタを見てから答えた。

「カードが使えない、というには語ご弊へいがありましてね。正確にはアーバーズのある範はん囲いではカードの効こう力りよくが失うしなわれる、ということです。ですから、使ってみて試ためしたらどうですか」

　そっか、とマルタは言って、カタログを手に取り、ぱらぱらとめくる。

「でも言っておきますけど、カードをストラグル以い外がいに使うのは正しよう直じきお勧すすめしませんよ」

「え。ワークっていう方ほう法ほうなんでしょ？」

　以前『カード戦争』委い員いん会かいの女じよ性せいが言っていたことを思い出してマルタは言う。オレイヤーズは言葉を続けた。

「マルタさんの『名探偵』のカードみたいな特とく定ていカードならね、問題ないんですけど。他ほかの普ふ通つうのカードだと……変なことを言うようですけど」

　オレイヤーズは言いよどみ、迷まよってから言った。

「運うん気きが下さがるんです。あらゆる場ば面めんでひどい目に遭あいますよ」

　マルタは眉まゆ根ねを寄せてオレイヤーズを横目で見て、軽かるくショーケースを指で叩たたくと溜息を吐いて言った。

「……わかった。使わないよ」

「おや。納なつ得とくしてくださるんですか？　馬鹿にすると思ってましたのに」

「……『カード戦争』をやってるのは、つまり神様なんだろう？　だったらそういうこともあるかもしれないさ」

　そういうことです、とオレイヤーズは頷うなずく。

「ああ、それとね。ちょっと見て欲しいものがあるんだ。内ない密みつに」

　マルタはそう言って、ポケットからもう一枚『名探偵』のカードを取り出した。

　オレイヤーズは失しつ礼れい、と言ってそれを受け取ると、首をかしげた。

「贋にせ物ものですな」

「ああ、そうなのか」

「大変に良く出来ていますな。あなたが？」

「まさか」

　マルタはオレイヤーズに手を差し出し、オレイヤーズはその手にカードを載のせて返かえした。

「あんたに見てもらうまで、贋物だなんてわかんなかったよ。手に持ってもなんていうか……いつもの感じがしないのと、発はつ動どうしないだけでさ」

「……それを作った人に伝え……ても仕方ないか」

　ふう、とオレイヤーズは溜息を吐く。

　その様子にマルタは嫌いやな感じがして、低く訊きいた。

「……何」

「『カード戦争』委員会は、全すべてを把は握あくしています。忘れないでくださいね」

「なんだよ」

　かみつくように言われ、オレイヤーズは言いにくそうに言った。

「カード偽ぎ造ぞうの罪つみに当たるかもしれないってことです。プレイヤーでなければ、あるいは処しよ罰ばつの対たい象しよう外がいかも知れませんけど。その辺の斟しん酌しやくは私にはわかりませんから」

「……あんたも、運うん営えい側がわだもんな」

「委員会の人よりはまだ、プレイヤー寄よりですよ」

「どういう風にさ」

　オレイヤーズはカウンターの中からチラシを一枚取り出した。

「来らい週しゆうから二割引セールです。プレイヤーの味み方かた、オレイヤーズのアーバーズです」

「……ありがと」

　マルタは下した唇くちびるを突き出してチラシを見つめて言った。

「ああ、それと、この偽造カードだけど、はったりで使う分には問題ないよね」

「ありません。カードの効果はまったくないわけですから」

　オレイヤーズの返へん答とうに、マルタはうん、と頷いた。

「あと消しゴムいっこくれ」

「表おもてに回ってくださいよ」

　はいはい、とマルタはもう一度『名探偵』のカードをオレイヤーズに渡した。

　再さい度ど舞台のように背景が変わり、始し業ぎようのベルが鳴り響ひびく。







　潜せん入にゆう捜そう査さなんだから、授じゆ業ぎようなんかもともと出なくたっていいわけで、ましてや時間がないとなればマルタは誰にも遠えん慮りよすることなくさぼった。

　朝貼はった湿しつ布ぷがぬるくなってちょっとねばつく。まだ痛む。

　少し気持ち悪いのを堪こらえて、図と書しよ室しつの一いつ角かく、アラン・レイ高校の歴史のコーナーに入り込む。

　誰もいない静かな図書室で、書しよ架かの間の床ゆかに座すわり込んで、手当たり次し第だい片かたっ端ぱしから本を開く。

　こんなことはもちろん最初にリッツが全部やったが、貸し出されていたものがあるかもしれないし、それで偶ぐう然ぜん校舎の設せつ計けい図ずでも見つかったら最高だ。

　午後にはトーリアスが市役所から地下水路の設計図を持ってきてくれるはずだ。

　はしごを使って本を取っていたら、書架の上に一冊さつ横に置いてある大型本を見つけた。埃ほこりが山と積もっている。

　埃まみれになりながら取って、床に腹はらばいになって読む。

　当たりだった。

　図ず版はんは載のっていなかったが、校舎の設計のあれこれが書いてあった。

　リッツも気がつかなかったのだろう。

「地下……地下……」

　無む自じ覚かくに呟きながらページをめくる。地下に関する記き述じゆつはなかなか見つからなかった。

　こうして忙いそがしくしているのは案あん外がい良よかった。

　マリアンナのことを考えなくても済すむ。

　それに、バーチのこともだ。

　カード偽造だなんて。

　バーチをカード戦争に巻まき込こみたくなんてないのに。

　バーチはカードを偽造して、事務所に多分こっそり入って、ストックに偽造カードを混まぜた。

　自分との対決の時に発動しないカードを手にしたマルタに出来る、隙すき。

　きっとバーチはそれが欲しかったのだ。

　バーチにとっても博打ばくちだったろう。

　あるいはトリノアの真しん珠じゆの事件の時に、マルタがそのカードを引かなかったらわざわざ回収しに来たかも知れない。バーチ以外に隙を見せたら、マルタが危あぶないわけだから。

　けれど結果はバーチの勝かちだ。

　トリノアの真珠はアテンダントの卵たまごだった。羽う化かして飛び立ち、バーチはそれを捕とらえた。

　……本当は僕は……

　マルタはぼんやり考える。

　学校の図書室。

　誰もいない午前だ。

　いろんな思し考こうがやってきてしまう。水すい路ろ。水路を探さがさなきゃ。そう思っても、図書室の独どく特とくの静かさと明るさがいけない。

　マルタは本を開き、周まわり中じゆうに積つんだまま、ごろりと床に横になる。

　床は長い間拭ふき込まれた寄せ木だ。今も清せい潔けつに保たもたれてはいたが、さっきマルタが埃を落としたのでそれで少し汚よごれてはいる。

　マルタはそれを目にも留とめず気にもしない。床はひんやりと気持ちよかった。

　本当は僕は、バーチが捕つかまらなければいいと思ってる。僕も捕まえる気なんてない。バーチは、もちろん仲のいい友達というわけではないけれど、嫌きらいじゃない。

『カード戦争』は理り不ふ尽じんだ。

　バーチが巻き込まれてはならない。

　何か、僕に出来ることはないかな。

　リッツに相そう談だんしたって、リッツはプレイヤーじゃないからわかんないだろうし。

　マリアンナさん、にも相談出来る事じゃないし。

　マリアンナさん。

　……。

　マリアンナさんの事を思い出すと、なんだか顔が熱あつくなる。

　つい昨日まではこんなじゃなかった。

　ただ楽しいだけだったのに、なんでこんなになっちゃうんだろう。

　胸はなんだかずきずきするし、喉のどだって痛いたいし。

　なんか苦しい。

　バーチの言うとおり、公園誘さそってみようかな。あいつ、適てき当とうな事は言わない気がするし。

　あーでも何着ていったらいいんだ。

「違ちがうだろ、今は水路だろ」

　転ころがり、俯うつぶせになって、マルタは床ゆかにごつっと額ひたいをぶつけて唸うなるように自分に言った。

「バーチの予告はもう明後日あさつてだってのに……」

　扉の開く音と話し声がした。

　その声にマルタは身体の動きを止め、目を見開く。

　知っている人の声だったからだ。

　扉の閉まる音と軽いヒールの音。

　耳にいかにも心ここ地ちいい響ひびきの声。

　それに答えるのは若わかい男の声だ。

「だから、マリアン。それはそれとして、今度どこか行かないか」

　ロッシ先生の声だ。

「そうねぇ。悪くないお誘いだけど」

　マリアンナさん。

　今まで聞いたことのない調ちよう子しの声だった。

　マルタは書しよ架かの陰かげで、息を潜ひそめることしか出来ない。

　盗ぬすみ聞ぎきをしているのだと思うと気がとがめたが、だからと言って出て行くわけにもいかないし、用事の途と中ちゆうだし。

「マリアン、君はとても綺き麗れいになったね」

「ありがとう。ロッシ。あなたも、思っていたよりとてもいい年のとり方をしたわ」

「人を年とし寄よりみたいに言うなよ」

　ロッシの困こまったような声に、マリアンナは鈴すずを転がしたように笑った。

「年ならとったわ。お互たがいね。……いろんなことがあったわね」

「あったなぁ。教室内のいざこざも。今も続いてはいるけどな」

「うんざりね、まったく」

　マリアンナは苦く笑しようする。

　……教室？

　マルタは何か、違い和わ感かんを感じる。

　教室。

　ロッシとマリアンナは、大学で同級生だった。

　なら。

　おかしいところはないはずだ。

「それで、どこに連つれて行ってくれるの？」

「悲ひ劇げきもののオペレッタが来てるんだ。券けんが取れそうだから」

「そうね、考えてみるわ」

　マリアンナの声こわ音ねは、親したしさに溢あふれ、砕くだけたものだった。

　マルタはマリアンナのそんな声を聞いたことがなかったので、なんとなく傷きずついた。

　二人はその後マルタには明めい確かくには聞こえない場所で話をし、おそらく本を何冊か取って出て行った。

　教室。

　教室。

「フィランシェ教室……？」

　まさかな。

　けれどマルタは、自分の心に浮かんだ考えを馬ば鹿か馬鹿しい、と、切り捨てることは何な故ぜだか出来なかった。








　第七章　被ひ害がい者しやケイン




　次の休み時間、マルタはリッツを図と書しよ室しつに呼び出して、本を開いて見せた。

　誰だれもいないから、いくつか並ならべられた大きな八はち人にん掛がけの机つくえの上に広げ、マルタは机の上に座すわってページをめくった。

「ほらここ。地下水路についての記き述じゆつがある。それと設せつ計けい図ず」

「ああ、ほんとだあ……すごいなマルタ。やるじゃないか！」

　大きく目を見開いてリッツに言われれば、悪わるい気はしない。マルタは笑って、肩かたを竦すくめた。

「でもこれ校舎だよね。旧きゆう校舎の……どこだろ、これ」

　本に覆おおい被かぶさるようにして言うリッツに、マルタも人差し指の腹はらでページを撫なでながら言う。

「地下室はないんだよな。埋うめられたりしてないだろうな」

「っていうかむしろ、ほんとはアラン・レイにこだわる必要はないよね。他ほかのところから入れないの？　むしろ、水路がドルーシア銀行に確かく実じつに繋つながっているか、確たしかめた方がいいと思う」

「……警けい部ぶ待ちだな」

　溜ため息いきを吐ついてマルタは言う。今日きよう中には、市し役やく所しよから地下水路の地図を持ち出して来てくれるはずなのだ

「匿とく名めいの投書は、どうしてアラン・レイと特定したのかな？　水路なんかどっからでも入れる気がするんだけど」

「うーん」

　言ってマルタはテーブルの上にごろりと横になった。

　今いま更さらリッツも何も言わない。

　遠く、音楽室から吹すい奏そう楽がくの練習の音がしている。

　横になったまま足を組んだマルタは、天てん井じようを見つめる。

　椅い子すに座り、頬ほお杖づえをついたリッツは、独どく白はくのように呟つぶやく。

「何、気を遣つかってるんだよ」

「何がだよ」

「マルタ、投書は兄にいさんだと思ってるんだろ」

　リッツは頬杖を外して俯うつむき、制服のボタンをいじる。

　マルタは何も言わない。

「だって、兄さんいかにもやりそうだもん。ああいうの。絶ぜつ対たい面おも白しろがってる。どうでもよさそうなことして混こん乱らんさせて。それで何が起こるかはわかんないけど、バーチとは仲悪いんだろ」

「……デアスミスと仲いい奴なんかいるのかな」

「クレイ」

　俯いたままリッツが言う。

　マルタは軽く唇くちびるを引き結むすんだ。

「……心しん酔すいしているというのと、仲がいいってのは違ちがうと思う」

「ごめん」

「どうして謝あやまるの」

「なんか」

「……デアスミスって、どんな兄さんだった？」

　少ししてから、リッツはぼそりと答える。

「昔むかしは、好きだった。僕。頭が良くて優やさしくて。……しゃべるのは上う手まくなかったけど、他のことは何でも出来た。教きよう授じゆの家に行くまでは、好きだった。……父さんや母さんよりも好きだったかもしれない」

「友達いた？」

「わかんない。でも僕にもいなかったから。マルタは友達いた？」

　言われてマルタは苦く笑しようして片手で顔を覆おおった。

「いたことないな」

「僕も」

「デアスミスの事は言えないか」

　ぷっと噴ふき出して、リッツは視し線せんを上げる。

「マルタ、バーチと仲いいじゃん」

「何言ってんだよ。よくないよ」

　リッツがくすくすと笑い、マルタも笑った。

　そしてマルタは起き上がると、机の上に座る。

「投書がデアスミスのものとしてだ。じゃあ何でそんなことをしたって、リッツ、君なら考える？」

　額ひたいにかかる黒くろ髪かみをかき上げてマルタは言う。リッツは顎あごに指を一本当てて考える。

「……バーチの目的は、ドルーシア銀行の金きん塊かいなんだよね。邪じや魔まをしたいのかな」

「かもしれないけど、アラン・レイを指定する必要はないよね」

　少し考えて、リッツは首をかしげる。そしてそれから、あ、と小さい声を上げて顔をしかめた。

「……もしかして、兄さん、僕を学校に行かせたかったとか」

「はあ？　三日四日じゃ仕し方かたないんじゃないのか」

「前に僕、学校、一日でも行けたらいいなぁとか言ったことあって……アラン・レイに行きたいなって……言ったことが……」

　マルタは立てた膝ひざに肘ひじを置き、頬杖をついてつくづくと溜息を吐いた。

「なんなんだデアスミス」

「そういうところは昔むかしからあったよ。悪ふざけでさ……」

「あとリッツもさ。学校行きたいんだったら言えばいいのに」

「ダメだよ。学校とか、友達できたら友達に迷めい惑わくかけるもん」

　デアスミスは、人を殺ころすことを躊躇ためらわない。

　リッツはその身にアテンダントを埋うめ込こまれている。

　それは、デアスミスが求もとめる秘ひ宝ほう、賢けん者じやの石いしに到とう達たつするための道みち案あん内ないだ。

　いつかリッツはデアスミスに求もとめられる。アテンダントを手にするために。その時にリッツは自分の周しゆう囲いの人間が傷きずつけられることをおそれているのだ。

　だから、出来るだけ人との関かかわりをもたないようにしたかった。けれど、リッツは普ふ通つうの少年だったので、暮くらしの中で関わりは出来ていった。

「だったら、部へ屋やに閉とじこもってれば良かったじゃないか」

　マルタに言われ、リッツは一いつ瞬しゆん傷ついた目をした。マルタは言葉を続ける。

「そんなことは出来ないだろ。僕もそんなことはあってはならないと思うよ。……そもそも、リッツは気にしすぎなんだよ。みんな人に迷惑なんかかけて生きてるんだし」

「兄さんは、その時がきたら、僕の周りの人間なんか全部殺すと思う」

　リッツは淡たん々たんと語る。

「アテンダントを手に入れたら、僕も殺すと思う」

　青せい灰かい色しよくの瞳ひとみが、曇くもって沈しずんでいる。

　おそらく、両親が殺された直ちよく後ごは、住んでいた屋や敷しきのものが全すべて殺された時には、こんな瞳のまま時間を過すごしていたのだろうとマルタは思う。

「僕がどうにかするよ」

　何も考えずにマルタは言った。

　リッツは何度も瞬まばたきをして、それからきょとんとする。

「何言ってるのマルタ。正しよう気き？」

「うん」

　マルタは微笑ほほえんで頷うなずいた。

　正気だろうか僕は。

　相手はあのデアスミスだ。

　敵てきだとわかっているのに、伏ふし、従したがってしまいたくなるような男。

　女じよう王おう陛へい下かもそうだけれど、デアスミスもそうだ。

　デアスミスは悪だと、本ほん能のうが叫さけぶ。

　それでもデアスミスに従うことは、きっと甘かん美びだ。

　だけれど、従うわけにはいかない。

　それは、なにか、とても大だい事じなものに対する裏うら切ぎりだからだ。

　抗あらがわなくてはならない。

「リッツは僕が守まもるよ」

　何が出来るか自じ信しんはないけれど、マルタは心の底から素す直なおに思い、素直に言って、素直に口に出した。

　自分の心にある、静かに光る恒こう星せいのようなもの。

　時々感じるその苦くるしいような熱さに、この時マルタは一人で誓ちかった。

「リッツは僕が守る」

　リッツは顔を真まっ赤かにしてひとつ震ふるえた。泣きそうだった。

「だって、ほら」

　マルタは大きく息を吸すって、それからいつものように笑う。

「リッツがいないと、僕、生活できないよ」







　ともかく、旧校舎から地下水路に繋がる道があるのはわかった。

「ケイン、ちょっと次の種しゆ族ぞく学がくさぼってつきあってくれないか？」

　マルタがケインの机に手をついてにっこりと言い、ケインは思わず怒ど鳴なった。

「どうして僕がお前に！」

「いーだろー？　友達だろー？　助けてくれよー」

　マルタはニヤニヤと言い、級きゆう友ゆうたちは遠とお巻まきに見守っている。

「誰が誰と友達」

「あっ蹴けられたとこ痛いったい。いや、喧けん嘩かしたわけじゃないから君は気にしなくていいし、ロッシ先生も気にしなくてもいいんだけどね？」

　ケインは声を低ひくめてマルタに言う。

「脅おどす気か」

「別に。ただ、君の輝かがやかしい未来に泥どろが付くかどうかは僕の気持ちひとつ、かなぁって？　あるいはそういう可か能のう性せいはないかな？　ほら僕顔にまだ痣あざあるわけだしな」

　ケインは唸うなるような声を出すと立ち上がり、隣となりの席せきの生徒に言った。

「……サギーが気き分ぶんが悪いって言うから、ちょっと医務室しつに行ってくる。先生にそう言ってくれ」

「あ、うん」

　隣の席の生徒は曖あい昧まいに頷うなずいて二人を見送る。

　次の時間のチャイムが鳴って、廊下に出ていた生徒たちは慌あわてて教室に戻っていく。

　教師と鉢はち合あわせするのを避さけるために、マルタは空あき教室にケインを引き込んで扉を閉め、座り込んで身を隠かくした。

「何につきあうんだよ。僕、皆かい勤きん賞しようをふいにするんだぞ？」

「僕が実は隣となりの国のスパイだって言ったら信じるか」

　真ま面じ目めな顔でマルタは言い、ケインは眉まゆを寄よせてマルタの横に座り込んだ。

「それで……？」

「上じよう層そう部ぶがこの学校の地ち下かに財ざい宝ほうが隠かくされてるっていう情じよう報ほうを手に入れたので、派は遣けんされたんだ。何か知らないか」

　ケインはたっぷり五秒は黙だまって考え込んでから言った。

「女王陛下の不ふ利りになることか、それは？」

「いや、冗じよう談だんだけど」

　反はん射しやの様にケインが拳こぶしを振ってきたので、マルタは床ゆかに倒れてそれをかわした。

「すぐ手が出るのはよくないぜー」

「お前じゃなかったら手も出ないよ！」

「実はオスタス市し警けいの警けい部ぶに頼たのまれてやってるんだ」

「嘘うそだ」

「今度は本当」

「信しんじない」

　ケインが怒いかりで顔を真まっ赤かにし、腕を組んで座り込む。

「本当だってば。内ない緒しよにしてくれよ。生徒じゃお前にはじめて話すんだから。僕と同どう室しつのリッツ・スミスも僕と一いつ緒しよ。匿とく名めいの投書があって、ここから地ち下か水すい路ろを経けい由ゆすると、ドルーシア銀行に入れるって」

「ドルーシア銀行!?　もしかしてお前探偵Ｍなのか!?」

　食いつくように言われ、マルタは視し線せんを泳およがせる。

「えっ、あー、いや。違ちがうよ」

「だってドルーシア銀行って言ったらバーチの予よ告こくが！　それで、バーチって言ったら探偵Ｍだろ!?」

「いやいやいやいや。まぁいいじゃんか」

「僕の姉あねの友人の恋こい人びとの従い兄と弟こが、探偵Ｍ見たって言ってたぞ、客きやく船せんで海に出たとき！」

　あああれかぁ……無む人じん島とうでバーチとすったもんだした時な……。マルタはそう思って視し線せんを横に落としたが、口には出さなかった。

「それでチビで胴どう長ながで短たん足そくでべったりした顔の黒くろ髪かみの異い人じん種しゆだって言ってたぞ！」

　マルタは胸を押さえてその場に倒れた。

「ぼ、僕は違ちがう」

「だって、それお前じゃないか！　チビで胴長で短足でべったりした顔の黒髪の異人種！　お前が探偵Ｍなんだろ!?」

「違うよ～……」

　顔を押おさえて今にも泣きそうなマルタに、ケインは嵩かさに懸かかって言う。

「だってどう見たってそうじゃないか。ほら僕は探偵Ｍですって言えよ！」

「違うもん」

「チビで胴長で短足でべったりした顔の黒髪の異人種じゃないかお前も探偵Ｍも！　ほら言えよ白はく状じようしろ！　言えよ言えったらハハハハ！」

「違うもん～」

　教室の扉が開いて、入ってきたのはリッツだった。

「外に聞こえてますよ。マルタをあんまりいじめないでやって欲しいんですけど」

「あっ、一年のスミス」

　ケインが振り向いて言い、マルタは嬉うれしそうにリッツの名を呼んだ。

「リッツぅ」

「ふん、なんだなんだ。かばうのか」

　ケインが小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

　対するリッツの返事は冷れい静せいだった。

「いいえ。マルタは拗すねると面めん倒どうだし、今は地下水路の件けんで忙いそがしいんで勘かん弁べんしてくださいってそういうことです」

「ひどいよリッツ。僕の心の傷きずもケアしようよ」

　マルタの言葉を視し線せんで戯ざれ言ごと、と切り捨てて、リッツはケインに視線を向ける。

「じゃあ、地下水路云うん々ぬんは嘘うそじゃないのか？」

「マルタがなんて言ったかわかんないんですけど、もし、僕らがオスタス市警の依い頼らいを受けて水路への入り口を探さがしているってことなら本当ですよ。ほら、マルタ立って」

「だめ、ダメージでかくて。起こしてリッツ」

「甘あまえるなよ」

「何甘えてんだよ」

　まずリッツと、そしてそれからケインに言われ、マルタは渋しぶ々しぶ起き上がった。







　二人はケインを図書室に連れて行って、あの大きな本を広げて見せた。

　そのページを見てケインは頷うなずく。

「うん、ここは今は倉そう庫こになってるはずだよ。頻ひん繁ぱんに使うわけではないものを入れてあって、生せい徒と会かいじゃ保ほ管かん庫こと呼よんでいた」

「生徒会？」

　疑ぎ問もんに思って聞き返したマルタに、ケインは眉を上げて答えた。

「去年の冬とう期き学がつ期きは書しよ記きだったのさ。いい経けい験けんだった」

「今は何もしてないのか。立りつ候こう補ほしなかったの」

「後こう輩はいに道を譲ゆずったのさ」

「あー落らく選せんしたのか」

　ケインがまたぐっと拳こぶしを固めた。リッツは軽くマルタの足を蹴け飛とばす。

「倉庫っていうことは、鍵かぎがかかってるって事ですか」

「ああ、そうだよ。生徒会室に鍵がある。生徒会長が、その鍵の置おき場ばの鍵を持ってる」

　なんとか怒いかりを堪こらえようとして声が震ふるえるケインに、またマルタが言う。

「使えないなぁ。現げん職しよくの書記なら話早そうだったんだけどな……」

「じゃぁ僕に声をかけなきゃいいじゃないか！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、つきあってられるか！」

　机を叩たたいてケインが大おお股またで歩き去ろうとした。リッツが馬鹿、とマルタに呼こ吸きゆうだけで言って、追いかけようとしたがマルタはニヤニヤしながらぼそりと言った。

「あーん腹はら痛いてぇー。喧けん嘩かしたわけじゃないけど、蹴られるとやっぱ痛いなー」

　ケインは足を止めた。

　その背中が小こ刻きざみに震えている。

　次の休やすみ時間にケインは倉庫の鍵を持って来た。

　無む言ごんのまま倉庫の鍵を開ける。

「ありがとー」

　マルタはポケットに手を突つっ込こんで中に入る。ケインは怒おこっているのか嘆なげいているのかわからない顔で倉庫の明かりをつけた。

　薄うす暗ぐらかったが電でん球きゆうが灯ともった。

「あ、すごい。こんな倉庫にも電気来てるんだここ」

　驚くリッツにケインがぼそぼそと答える。

「アラン・レイは名めい門もんだからな。寄き付ふ金きんが多いし、電でん力りよく会がい社しやに卒業生もいる。優ゆう先せん的てきにいろいろ回るのさ」

　言ってケインは誰だれか来ても見つからないように扉とびらを閉しめた。

　薄うすい明かりだから、影かげも薄い。けして良くはない視し界かいの中、マルタは荷に物もつを避よけ、あるいは踏ふみつけて昇のぼり、壁かべに手を這はわせる。

「おい乗るなよ！」

　ケインが流石さすがに怒ど鳴なり、リッツに唇の前に指を一本立てて、

「しっ」

　と言われ、あ、そうかと口を閉じる。

「リッツぅ。確かここも怪かい談だんあったんじゃなかったっけ」

　荷に物もつの山の上に立って、マルタは言う。その影が薄く大きい。

「ああ、うん。ここには死し霊りようがいて、夜中に扉の下から這い出して歩き回るっていうやつ。突き当たりの壁に死し体たいが塗ぬり込められたんだって」

「ふぅん」

　荷物の山の上でマルタは考える。

「って、言うことは。突き当たりの壁は除じよ外がいしていいな」

「そうだね」

　リッツも頷く。

「え。何な故ぜだ」

　ケインが目をぱちくりと見開いて言う。

「突き当たりの壁が弄いじられてマズイなら、そういう噂うわさは消けしちゃうだろう。隠かくすものがあるとして、もしそこになんかありそうだって噂が立ったら、あたりの場所からちょっとずらして注目を集めるのが定じよう石せきだと思うんだよね」

「マルタ、頭使ってるじゃないか」

　心しん底そこ感心したようにリッツが言い、マルタはふん、と鼻息を出した。

「いつものが使えないからなぁ」

「ねぇね、マルタさぁ、もしかして、洗せん濯たくとか掃そう除じとか洗あらい物とかも、出で来きるの？」

　リッツが曇くもりのない笑顔でにこにこと聞いてくる。

　マルタは一いつ瞬しゆん考える。

　確かに、蓑みの崎さきでは全くやらないではなかった。

　カップラーメンの容よう器きをきちんと洗ったり、洗濯をしたりはした。でもそれは洗濯機があったからだし。

「いや、出来ないよ？　なんで？」

「ううんー？　もし、やれるのに、やってないんだったら、もう、なんていうの？　どうしようかなーって思って」

　リッツはあくまでもニコニコと言ってくる。

　怖こわい。

「いやいやいやムリムリムリ」

　マルタはリッツの方を見ないようにしながら答えた。

　ケインはなんだかこの場所からすぐいなくなりたい欲よつ求きゆうに駆かられたが、マルタにまた脅おどされるのは癪しやくだったので堪えた。

「素す直なおに考えりゃ床ゆかなんだけど、荷物動かすの厄やつ介かいだから床じゃない方がいいなぁ」

　壁に手を滑すべらせながらマルタは言い、リッツも壁や床を観かん察さつしながら言う。

「マルタの都つ合ごうを考えて作ってはいないだろ」

「そりゃそうだけど」

　マルタは、あ、と小さく声を上げて目を細めた。

　電でん灯とうの明かりをつけると、薄い影が出来る。その影に沈しずむように、一か所だけ、指先の大きさだけの染しみがあった。

　ぐっと背せ伸のびをして指をつける。

　ぎりぎりまで腕を伸ばしているので、顔が上げられない。

　その染みに指を滑らせて、マルタは僅わずかな感かん触しよくににやりと笑った。

「どうしたの？」

　リッツが心配げに聞いた。

　マルタは笑ったまま言った。

「一生に一回くらいは言ってみたい台詞せりふってあるじゃない。映画とかでさ、俳優とかがよく言っててさぁ。バッチリ決まったら気持ちいいだろうなあっていうやつ」

　染みに見えたものは染みではなかった。

　わざわざその形にはめ込んだような感触があった。

　マルタはぐい、と押おしてみる。小こ気き味みよく、押されていく。

　同時に、左の壁かべの一部がごろごろと音を立てて動いた。柱はしらを境さかいにした部分だ。

　生なま臭ぐさいような、湿しめった風が吹き上がり、遠く空間が連なっている場所特とく有ゆうの、風が響ひびくごお、という音がしていた。

　壁は人一人分の隙すき間まを空あけて止まった。

　リッツとケインは驚いてその空間を見つめている。

　マルタは口の端はしを上げて待たい望ぼうの言葉を言いながら、荷に物もつの山から飛び降りた。

「ビンゴ！」

















　第八章　ドルーシア銀行へ行こう




　昼ひる休やすみにやってきたトーリアスは、面めん会かい室しつに通され、マルタに会うなり袖そでを掴つかまれて保ほ管かん庫こに連つれて行かれた。

　昼休みだったから目め立だったが、保管庫に入って扉とびらを閉しめ、中から扉を荷物で支ささえさせてしまえば問題はなかった。

　保管庫にはリッツとケインがいて、ずっと見み張はっていた。

　説せつ明めいをするまでもなく、空いたままの通路を見て、トーリアスは頷うなずいた。

「あったんだな」

　マルタが頷く。

「うん」

「入ってみたか？」

「いや。カンテラとかないし、靴くつもさ。鼠ねずみとかいたらいやだし」

「若わかいくせになんだ冒ぼう険けん心しんのない」

「冒険心とかいう話じゃないだろ。真まっ暗くらな中革靴で地ち下か水すい路ろに入ったら滑すべって落ちて遭そう難なんするだろ。普ふ通つうに」

　淡たん々たんともっともなことをマルタに言われて、トーリアスはそうか、と頷いた。

「で、そっちは。役やく所しよから水路図借りられたの？」

「うん、黙だまって持ってきた」

　言うとトーリアスは鞄かばんから薄うすい紙かみを出して広げた。広げてしまえばそれは全ぜん判ばんの大きな紙だった。

「写うつしなんだがな。そんでこっちが地ち上じようの地図」

　同じように大きな紙を出して広げる。

　重かさねてしまえばそれは、地上と地下の道みちの関かん係けいを明めい確かくに表あらわしていた。

「で、ここがアラン・レイ高校」

　と、トーリアスは地図の上に指を置き、水路図に指を滑すべらせて言う。

「で、ここが、ドルーシア銀行」

　確かにその道みち筋すじは一本で、地上の道からは想像出来ないほど距きよ離りは短かった。

「……でも、まあ、と、いうことで、一応調ちよう査さはしたけどさ。どうだよ。バーチはこのルート使うと思う？」

　マルタが言い、トーリアスはブラシ髭ひげを撫なでる。

「暗がりを汚お水すいにまみれて金きん塊かいを運ぶ、か。およそ彼自らがやる仕事ではないと思うね」

「それに、金塊って重いんだよね。手て下したにやらせるにしろ、バーチらしくないよなぁ」

「やっぱりお前探偵Ｍじゃないか」

　いきなりケインが発はつ言げんした。

　トーリアスはきょとんとしてケインを見て、帽ぼう子しを取って挨あい拶さつする。

「どうも。オスタス市し警けいのトーリアスといいます。君、いつからいたんだね」

「最初からいました！」

　怒ど鳴なるケインの横でリッツが耳をふさいでトーリアスに言った。

「最初からいましたー」

「だから僕は探偵Ｍじゃないってば」

　手を横に振って、マルタは言い、トーリアスも同じ動きで同じ事を言った。

「違ちがうよー」

「じゃあなんで、ドクトル・バーチの話してんだよ。短足で胴長で顔のっぺりしてるし」

「うわ、悪口っぽいとこだけ抽ちゆう出しゆつしたな」

　顔をゆがめてマルタが言い、リッツが横目でケインを見て言った。

「話混まぜっ返かえさない方がいいですよ、先せん輩ぱい。話進みませんから、午後の授じゆ業ぎようも出られなくなります」

　ケインは黙だまった。

「んー、そしたらアレだなぁ。警部、僕、ちょっと、装そう備び揃そろえて……校内で揃うかな。校長とかに交こう渉しようして貰もらっていい？」

「えっ、マルタ、お前自分で行くのか」

　驚いて言うトーリアスをマルタは力ちからのない視し線せんで見上げた。

「僕が行ったら手てっ取とり早ばやいんでしょう？　人じん員いん割さけないからって」

「いや、そうなんだが。正直お前ごねると思ってた」

「……いいよ。行くから。アッカーソン巡じゆん査さって来て貰えるかな。地下で迷まよったらどうしてていかわかんないから、狭せまいとこでも飛べる人がいたら助かるんだけど」

「迷わないだろう。一本道だし横よこ道みちもないし」

「それもそうか。じゃぁ、一人で行くよ」

　淡たん々たんと言ったマルタにリッツが目を瞠みはって言った。なんだか腹はらが立った。

「僕も行くよ！」

　苛いら立だちと、怒ど気きを僅わずかに含ふくんだその声に、マルタは驚いてそれから微笑ほほえんだ。

「うん」







　作業用のゴム引きのつなぎとゴム長なが靴ぐつ。脱だつ臭しゆう剤ざい入りのマスクと帽子。障しよう害がい物ぶつをよける、鉤かぎのついた棒ぼうをマルタが、リッツはカンテラを持って、二人は保管庫に戻ってきた。トーリアスは校長に話をするだけして戻った。忙いそがしいのだ。

「じゃあ悪いけど見み張はっててください、先輩。ここ閉しまっちゃうと僕たち戻れなくなるから」

　マスク越ごしのリッツの言葉に、ケインは曖あい昧まいに頷く。

「じゃあねー」

　とマルタが闇やみの中に足を踏ふみ出そうとする。その背せ中なかにケインは言った。

「サギー」

「ん？」

「……普通なら、学校行って学生やってるのが当たり前だろ。……お前、なにやってるんだ。スミスも」

　マルタは、リッツの持つカンテラの光に顔を照てらされながら苦く笑しようする。

「まぁ……なんていうか。親がいて、親の金で生活して、学まなぶのが当然だし、出来るならそうするべきだと僕も思うよ。多た数すうがそうしてるなら、それはその世界で生きていくのには整ととのった道なんだ。でも。なんていうかなぁ……」

　マルタは言葉を探さがして瞬まばたきをした。

「いずれは、みんな一人で生きなくちゃいけない。僕もリッツもちょっと早くそうしただけだ。……僕は、親が、親であることを忘れた。別にそれで文もん句くもない。リッツは、早く親が死しんでしまった。それは、戻らない。でもそれは、僕にとってもリッツにとっても、ただの条じよう件けんだ」

　話しすぎているな、とマルタは感じた。

　いろんなことが、自分の中で起こってしまったのだと感じる。

　その全すべてがマリアンナに由ゆ来らいしているが、彼女本人に対して今すぐにどうにか出来ることでもない。

　その気持ちのざわめきが、自分を饒じよう舌ぜつにしている。

　言えないことがあると、他ほかの事を話してしまう。

　そんなこともあるんだと、マルタは頭の別の部分で考える。

「僕とリッツは、ケインや、学校のみんなよりほんの少し早く学校を出ただけだ。何も変わらない。何も特別じゃない」

「みんなが制服着て、授じゆ業ぎようを受けてる時に何で暗くらい地下水路なんかに行かなきゃならないって言ってるんだよ！」

　ケインの語ご気きが荒あらくなり、頬ほおが紅こう潮ちようした。

　リッツとマルタは驚く。リッツが口を開いた。

「……先輩。……もしかして心配してくれてるんですか？」

「馬鹿、誰がサギーの心配なんかするか！　ただ、理り不ふ尽じんで腹はらが立つんだなんだか！」

　息を荒あらくして言うケインに、リッツとマルタは視線を合わせてくすりと笑った。

「馬鹿に」

　するなと怒ど鳴なろうとしたケインに、マルタは特とく有ゆうの人なつこい笑えみを向ける。

「理不尽なんかじゃないよ、ケイン。そういうんじゃないんだ。きっと誰もが、こういう巡めぐり合わせをきっと持ってる。意い識しきしてやるかどうかはわかんないけどさ。これは僕たちの出来る仕事だから、僕たちがやるんだ。それだけだよ」

「ケイン先輩は、ほんとにここ見張っててください。もしも閉しまっちゃうと、別のところから出るの大変かもしれないし」

　そうそう、とマルタは頷いて言葉を続けた。

「楽らくそうだったら別のとこから戻るけど、そしたら寮りようでシャワー浴びて、ごはん食べたら迎むかえに来るから」

「その前に来いよ、なんだよ！」

　マルタの言葉にケインは怒ど鳴なり、そんじゃね、と手を振って二人は暗くら闇やみの中に歩き出した。

　しばらくは水の気け配はいもなく、臭においも大したものではなかった。

　少し行くと急きゆう勾こう配ばいの階段があって、そこを下りるとまた通路があり、また階段があった。

　二人は慎しん重ちように下りていく。

「正直、意外だった」

　リッツの言葉が反はん響きようする。

「何が？」

「マルタが自分でこういうとこ行くなんてさ」

「あー」

　うん。

　身体からだ動かしてたほうが気が紛まぎれるから、とか言ったらリッツは聡さといから多分何か訊きいてきて、自分はごまかせないだろう。

　そう思ったので何も言わない。

「まぁ。あの頭とう取どり、腹はら立たつし」

「でもさぁ、多分バーチはここ使わないとするならさ、行く意い味みはないんじゃないかなぁ？」

「いーやぁ」

　ドルーシア銀行のあの頭取。顔を思い出してマルタはにやりとする。

「バーチは使わないかもだけど、僕とかお前とか警部とかは使えるんじゃないか」

「警備されてるんだろう？」

「いやー、それはほら、ねぇ」

　ニヤニヤしながらマルタは言う。

「だってほら僕カード使いじゃないか。何か使ってなんとかするさ」

「……でも、マルタ今までそんなことしなかったじゃない」

　リッツは、奇き妙みような不ふ安あんを感じる。なんだろう。イヤな感じだ。

「まぁ、たまにはいいよ」

　マルタはそう言い、リッツはそれ以上何か言うことは出来なかった。

　確かに持っている力を使わないのはもったいないし、バーチはマルタの宿しゆく命めいのライバルで、それはドルーシア頭取がどう言おうがそうで、バーチが行動するというのにマルタが動かないのはリッツだって嫌いやなのだ。

　だから、マルタがそう言うならそうかと頷くしかないのだが。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「何が？」

「……いや、なんか……カード……とかって」

「うん、平気だと思うよ」

　オレイヤーズは運うん気きが、と、言ってはいたけど、幸さいわい今までマルタはワークで『名探偵』のカード以外は使ったことはない。だから今回くらいは使っても平気だろうと思う。

　下の暗くら闇やみから、水音が聞こえてきた。思っていたより悪あく臭しゆうはひどくない。下まで下りてみたら、水流の横には一応細ほそい通路が造つくってあって、二人は心底安あん堵どした。

「なんとかなるだろ、これなら」

「うん」

　二人は歩き出した。

　鼠ねずみや虫の気配もあったし、水すい棲せいの住人のものらしい気配もしたが、ともあれ歩き続けた。







　戻ってきてみたら、ケインは荷物を移動させて即そく席せきの机つくえと椅い子すを作り、教科書とノートを広げて勉強していた。

「真ま面じ目めだなぁ！」

　とマルタに言われ、

「ああ皆かい勤きん賞しようを取るのが目もく標ひようなくらい真面目なんだよ俺は。お前のおかげでフイだけどな」

　とケインはマルタの襟えり首くびを掴つかんでぎゅうぎゅう絞しめ上げて、リッツに止められた。

　三人は午後の授業がまだ残ってはいたが、流石さすがに身体に臭においが染しみついていたのでリッツとマルタは寮に帰り、ケインもそれに付いていった。

「いいのかよケイン？」

　歩きながら訊いたマルタに、ケインは渋しぶい顔で答えた。

「いいよもう。今日はなんか。面めん倒どうくさい。それより、お前ら寮りよう監かんには特とく別べつ扱あつかいになってるんなら、僕の事も言ってくれよ。僕もシャワー浴あびたい。やっぱりあそこ、開けておくと少し臭くさいよ」

「やっぱ臭いって上がってくるもんなんだな」

「先せん輩ぱい、保管庫の鍵かぎってどうしました？」

　話しているうちに外に出る。

　明るい午後で、鳥の鳴なく春だ。

　目に染しみるような黄き緑みどり色いろの木こ立だちが暖あたたかい風に揺ゆれている。

　まだ授業中だから、人ひと影かげもなくて静かで、風にそよぐ草の音まで聞こえる。太陽の光に焼ける大地の香かおり。

「持ってるよ。スミス、君に渡わたしておく」

　ほら、と鍵を渡され、リッツは受け取ってケインに訊く。

「いいんですか？」

「うん、生徒会には僕が無くしたって言っておくさ。探すからって言えば、三日くらいほったらかしておいてくれるだろ。バーチの件が終わったら返せよ」

「……お前の評ひよう判ばん悪くなんないか」

　マルタに言われた言葉に、ケインはぼんやり答える。

「なるだろうな。でもまぁ、いいよ。それくらい」

　三人の前をフラフラと白い蝶ちようが横切っていった。

「早くシャワー浴びようぜ。僕の香こう料りよう入いりの石けんを貸かしてやるよ。リンデンバウムがきらいじゃないならな」

「ああ、なんでもいい。僕もリッツもメーラソープなんだよね」

　オスタスに流りゆう通つうする一番安い、それが故ゆえに有名な石けんの名を聞いて、ケインは笑った。

「シャンプーは？　リンスは？」

「上から下まで」

「メーラソープ！」

　マルタとリッツの声が重なり、三人で笑った。







　実じつ際さいのところ、マルタはこの時間が嫌いやだったわけだが仕方がない。

　することをして、ベッドに入って消しよう灯とうを迎むかえ、眠ねむりに落ちるまでの時間。

　リッツはあっという間に寝ね入いったらしく、静かな寝息を立てている。

　マルタは暗闇の中でまんじりと目を見開くしか出来ない。

　目を閉とじることがつらい。

　もしも、マリアンナがフィランシェ教きよう室しつの一いち員いんだとして。

　たとえばデアスミスに対して『名探偵』のカードを使ったとして。

　その謎なぞにマリアンナが関かかわっていたら、彼女は自分の意い志しにかかわらず、全すべての秘ひ密みつは話すことになる。

　言葉は、彼女の意志全てを裏うら切ぎって迸ほとばしる。

　それはどれほどの苦く痛つうや立場の危あやうさを彼女にもたらすことだろう。

　それにフィランシェ教室に関わっているということは、彼女もノナウムスに関係しているということだ。

　あの残ざん虐ぎやくな犯はん罪ざい者しやたちの仲間だと、彼女を思うことは難むずかしかった。

　想像が出来ない。

　そもそも、教室、と一言聞いただけなのだからこんな予想をする方がおかしいのかもしれない。

　けれどもマルタは本当に、どうしてもその想像を振ふり切きることが出来ない。

　もしもあのひとがそうなら。

　そして『名探偵』のカードの力を行こう使しして、彼女が危あやうくなったら。

　そうでなくてもデートどこ誘さそおうか。

　マルタに眠りは遠そうだった。







　二日後。

　何度か往おう復ふくして、かかる時間の感覚や、足あし場ばの様子などに慣なれたマルタとリッツは、授業中にもかかわらず、保管庫でいつもの服に着き替がえる。

「制服でもいいんじゃないか」

　なぜか一いつ緒しよに来たケインが腕を組んで言い、リッツが自分のリボンタイを結むすびながら答える。

「いや、どっちかっていうとこっちが僕らの制服っぽくて」

　ケインは手を伸のばして、リッツのリボンタイを結ゆってやり、リッツは礼を言った。

「そうか」

　マルタはハンチングを被かぶり、当たり前の様にリッツにネクタイを締しめさせる。見かねたケインが低い声で言う。

「サギーお前、自分でやれよ」

「下へ手たなんだもん僕」

「ほんとに下手なんですよ！」

　リッツがぎゅっとマルタのネクタイを締め、悲ひ鳴めいを上げさせてから調ちよう節せつした。

「この千ち鳥どり格ごう子しのベストもほつれてきてるなぁ」

　リッツが溜ため息いきと共に言い、マルタは笑う。

「まだまだいけるよ。平気平気」

「着てる本人が言うならいいけどね」

「よし、それじゃ行こう。遅ち刻こくしたら面おも白しろくないよ」

　マルタが履はき慣れた革かわ靴ぐつを隠かくし通路に向ける。

　リッツがうん、と頷く。

「じゃぁ行ってくるな、ケイン。土産みやげ話ばなしを楽しみにしててくれ！」

　そう言うマルタに、ケインはぼんやりと問うた。

「サギー。お前、ほんとに探偵Ｍじゃないのか？」

　マルタは、にぃっと子供のように笑った。

　そして闇に消えた。







　ことは順じゆん調ちよう。

　全く順調だった。

　警けい備びの人間の一人に化ばけ、金きん庫こ室しつの前に潜もぐり込む。

　あとは予告した時間を待つだけだ。

　デアスミスがどう動くのかは気がかりではあったが、こちらの動きが影えい響きようするような計画は立てないだろうし、おそらく邪魔もしないだろう。

　ドルーシア頭取は、相あい変かわらず血けつ色しよくの悪い顔かお色いろで、けれどいかにも通常通りの態度で警備員たちに対していた。

「外は記き者しやや警察官たちで満まん員いんですよ。営業時間内ですからお客きやく様さまも銀行内には溢あふれ返っています。丁ちよう度ど本ほん日じつから新商品を売り出すので、冊さつ子しも配くばっていますが、いや、これはドクトル・バーチ様々というところですな」

　警備員たちの間に笑わらいが起こり、頭取は彼らを睨にらみつけた。

「笑い事ごとじゃないですよ。これで、バーチが金塊を盗ぬすんだら、私はオスタス中の笑いものです。探偵Ｍやオスタス市警を遠とおざけたのは、あなたたちを信しん頼らいしてのことです。万が一、バーチが侵しん入にゆうしていたら、片付けてしまってもかまいません。美青年だそうですよ」

　人じん犬けん族ぞくやオーガー、身しん体たい機き能のう自じ慢まんの種しゆ族ぞくの中でも特に優ゆう秀しゆうで、訓くん練れんされたものたちが、頭取の言葉に口くち元もとをゆるめた。

　はっきりとそういうことを言ってくれる雇やとい主ぬしは彼らにとってありがたかった。

　責せき任にんは雇やとい主にあるという意味の名言は、何より彼らの迷まよいを打ち消してくれる。

　ドルーシア頭取も、それはよく理解していた。

　その上、第三者のいない場所での言葉は後に残る証しよう拠ことはならないし、口を動かすのは無た料だだ。

　雇い人に対する簡かん単たんなサービスだ。

　街まちを騒さわがす怪かい盗とうを消すことも。

　まぁそれで素す直なおに消されてやる義ぎ理りもないわけだが。

　バーチは鼻をすすりながら右耳を触さわる。変へん装そうしたダンピールの男の癖くせだ。あまり行ぎよう儀ぎはよくない。

　予告の時間は正しよう午ご。

　昼食時に申し訳ないが、市民の視し線せんがあった方が、熱ねつ狂きようを集めるという目的にはかなうものでね。

　頭取が懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して、見つめる。

　金庫室の前の廊ろう下かの、この空間。

　電灯は煌こう々こうとついていて、揃そろいのスーツの警備員五名とドルーシア頭取の影かげが長く床ゆかに壁かべに延のびている。

　冷たい鉄の、円えん形けいの金庫の扉とびら。

　火事でも砲ほう火かでも、けして壊こわれることはないとの売うり文もん句くだ。

「地下水路云うん々ぬんという話も聞いてはいますがね。朝、点てん検けんした時は、全く異い常じようはありませんでしたよ。あの状態から何か出来るものは、いません」

　頭取の手の中で、針はりは回る。

　長針と短針が完全に重かさなるまでには、秒びよう針しんがあと一度回るだけでいい。

　バーチは思う。

　本ほん心しんを言えば、この瞬しゆん間かんに感かん慨がいはない。

　計画を立てて遂すい行こうし、完かん遂すいする。

　それはそれだけのことだ。

　だが、もともと派は手で好ずきの気き質しつだったから、驚おどろきの視線や歓かん声せいを浴びるのは気持ちがいい。

　けれどこんな薄うす暗ぐらい地下で。

　美しい女性たちの声せい援えんも、毎日を前向きに生きようと努力している市民たちの感かん嘆たんの吐と息いきもない場所で。

　舌した打うちをしたい気持ちを堪える。

　頭取が平へい坦たんに言う。

「五秒前」

　一番階段に近いところにいたオーガーが階段の上を仰あおぎ見る。出入り口はそこしかない。換かん気き口こうは、せいぜい蟻ありが出入り出来るほどの太さしかない管くだが、五十本ほど埋うめ込まれているので侵しん入にゆうは不ふ可か能のうだ。

「四秒前」

　この建物を設せつ計けいしたのも頭取だという。

　どんな細かいところも侵入を許さないように。

「三秒前」

　そしてどれだけ利り益えきが上がっても店てん舗ぽを増ふやすわけでもなく、ただ淡たん々たんとこの要よう塞さいのような建たて物もので営業を続ける。

「二秒前」

　けれど貸かし付つけのしかたや取り立ての方法は、非ひ道どうですらあった。

　返せないとわかっている相手に高こう額がくな利り子しで貸し付けて、その客が持っている財ざい産さんすべて、そして近きん親しん者しやや縁えん者じやにまで取り立てを行い、資し金きんの回収をする。

　方法は暴ぼう力りよく的てきで、時には薬やく物ぶつすら使し用ようされた。

　バーチはそれが気に入らなかった。

「一」

　バーチはここで変身を解とく必要はなかった。

　頭取と一緒に地上に上がって、それからでいい。

　ここにいるのはただ、この瞬間、頭取が勝利の笑えみを浮うかべるのを見るためだ。そして後に、その笑みをはぎ取るために。

「正午です」

　ドルーシア頭取が言い終わるかどうか。

　銀色の巨きよ大だいな鉄の金庫の扉から、指が現あらわれ、腕うでが現れ、肩かたが、そして頭と全身が現れた。

　手を繋いだ二人の少年だった。

　頭取は彼らに見み覚おぼえがあった。

　黒くろ髪かみにハンチング、千ち鳥どり格ごう子しのベストと茶色のズボン、ネクタイに上うわ着ぎの少年と、鳶とび色いろの髪と青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、そばかすの目立つ年下の少年。

「探偵Ｍ……！」

　と、その助じよ手しゆだ。

　頭取の前で、マルタは指に挟はさんだカードが消しよう滅めつしていくのを感じる。

『すり抜ぬける』

　というカードだ。

　オレイヤーズに相談したら、渋しぶ々しぶ出してくれた。

　ストラグルでは相手のガードの全すべてを無む効こう化かして一いち撃げきを与あたえるカードだという。

　リッツと手を繋いでいるのは、離はなれているとリッツに効果が及およばないからだ。

　マルタは驚いている頭取に向かって、顎あごと帽ぼう子しの庇ひさしを上げ、歯をむき出して笑った。

「こんにちは、ドルーシア頭取。いい午後だな。ランチになら角のトラットリアの、肉のコースがいいなぁ」








　第九章　散る花




　ドルーシア頭とう取どりと、彼が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている警けい備び員いんたちは、驚きに息を呑のんだが、頭取がマルタとリッツに向かって立ち、身体の後ろで手を組んだらそれが合あい図ずであったかのようにそれぞれ呼こ吸きゆうを整ととのえた。

　さすが、と、バーチは内心感心する。

　陰いん鬱うつな調子で頭取はマルタの軽かる口くちに応じた。

「すみませんが、私は菜さい食しよく主しゆ義ぎ者しやなもので、家から弁べん当とうを持ってくるんです。だもんで昼は一人で食べるんですよ。一つお伺うかがいしていいですかね」

「なんなりと」

　ああ、マルタはカード使いの顔をしている。

　いつもより尊そん大だいで、自信に溢あふれた顔だ。

　彼が後で自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいる顔だ。

　リッツは横でそう思ったけれど、後でマルタが陥る自己嫌悪よりも、今現在の頼たのもしさの方がよほど重要だったのでなにも言わなかった。

「どうやって入ってきました」

「扉とびらから。見てたでしょ？」

　そう。そして水すい路ろからは、『転てん移い』というカードを使った。距きよ離りが開いていないことが重要なのだという。そんな風にカードを使うことがいいことだとは、リッツには到とう底てい思えなかったが。

「見てはいましたが、信じられません。高こう度どな奇き術じゆつとしか。披ひ露ろうする人数が少ないのに、凝こったことをしますな。ラントサーカスで評ひよう判ばんがとれるんじゃないですか？」

「奇き術じゆつ師しではないですよ」

「そうですか」

　頭取が軽く手を振ふった。

　警備員が二人、ずいっと間を詰つめてあっという間にマルタに当あて身みを食らわした。

「マルタっ！」

　叫さけぶリッツの首くび筋すじにも手しゆ刀とうが当てられ、昏こん倒とうした。バーチは進み出て倒たおれるリッツとマルタを受け止める。

「オコーナー、そいつらを上の貸かし金きん庫こ室しつに。いつものように。私の金庫を狙ねらった愚おろかな卑いやしい鼠ねずみどもをそうしてきたように連れて行け」

「はい」

　いつものように？

　今はオコーナーという名の青年に変へん装そうしているバーチは，返事をしながら背せ筋すじに薄うすら寒いものを感じたが、問とい質ただすことは出来ない。

「一人寄こせ」

　人じん犬けん族ぞくが言い出してくれて、バーチはリッツを渡わたした。

　五人の護ご衛えいと頭取、そして気を失ったマルタとリッツは階段を上って貸し金庫室へと足を踏ふみ入れた。

　そこは地下の金庫室と趣おもむきが違ちがっていた。やはり扉は鉄てつ製せいだったが両りよう開びらきだった。多少は人の目に穏おだやかに映うつる造ぞう形けいだったが、かといって堅けん牢ろうでないわけではない。

　ダイヤル式の鍵かぎが両側に二つついていた。頭取は一方のダイヤルだけを何度も回して扉を開けた。

　オーガーが扉を外側に引けば重い音を立てて開き、ひんやりした空気が中から緩ゆるやかに流れた。

「みんな、中に入ってくれ」

　頭取が言い、オーガーが不ふ審しんそうに訊きいた。

「なぜです」

「いいから」

　言われるままに五人の警備員は、マルタとリッツを連つれたまま中に入った。

　中は引ひき出だし状じようの金庫がずらりと並び、そこには番号が振ってある。金庫もやはり鉄製で、色気も素そっ気けもなかったが、床には木材が貼はられ、天てん井じようには漆しつ喰くいで彫ちよう刻こくがしてあった。

　ランプも穏おだやかな光で、一階下は様相が違った。

　バーチも客として何度かここを利用したことがある。

　顧こ客きやくが足を踏み入れるとなれば、雰ふん囲い気き作りも大だい事じだろう。

　けれどその時ですらやはり、護衛がつき、頭取が同行した。

　全員が中に入ると、頭取はうん、と唸うなって扉を閉しめてしまった。堅かたい音が響ひびき、さらに外から鍵がかけられる。

「頭取！　なにしてるんですか、俺たちまで！」

　人犬族の男が慌あわてて言い、力自じ慢まんの人間とオーガー、それとバーチではないダンピールの青年が扉の横の伝でん声せい管かんにとりついて叫んだ。そこから頭取の声がする。

「正午、予告の時間に金庫室の前にいたお前たちの誰かがバーチです。間違いない。誰かはわからないが、だったら全員閉とじこめてしまえばいい話です。合理的でしょう」

「……ああ、そうですか」

　人間族の男がほっとした声で言った。

「だったら、出来るだけ早く警察を呼んで確たしかめてくださいよ。俺、狭せまいところが好きじゃないんですよ」

「何言ってるんですか、警察なんか呼びませんよみっともない」

　扉の外から冷つめたい声がした。

　バーチは鼻にしわを寄せると、懐ふところから小こ瓶びんを出して蓋ふたを外してマルタに嗅かがせた。気付け薬だ。目を瞬しばたたかせるマルタに、口の前に指を一本立てて黙だまらせ、頭取の話を聞かせる。倒れた時に落ちたハンチングを被せてやった。

「あんたたちの誰かがバーチなんだ。だったらいつものように、いつもあんたたちがしてたように、うちの金庫を狙った卑いやしい鼠どもにしていたように、ここの空気を抜いてしまって窒ちつ息そくさせて殺してしまえばいいんです。そろそろ警備の人員の入れ替えを考えてましてね。長いと慣れも出来るでしょう。実じつ際さい、ヨハン、あんたは最近遅ち刻こくが多い。そういうのはよくない。交こう代たいの時じ期きですよ。だったら一気に入れ替えをしたいとこです。新しん鮮せんにね」

「そ、そんな、頭取！　一度に関係者が五人、いや、探偵Ｍと助手を入れたら七人だ。いなくなったら怪あやしまれますよ？　そ、そんなの」

　恐きよう怖ふから引きつった笑いを浮かべて言う男に、頭取の声はあくまで冷れい静せいだ。

「そんなのはなんとでもなります。私が今まで何をしてきたか、知らないわけではないでしょう？　けれど今、私はこうして刑けい務む所しよにも入らずにいるわけです。では、さようなら」

　伝声管の向こう側の蓋ふたが閉められた音がした。

　更さらに扉のダイヤルが、外側から何度か回されたような僅わずかな振しん動どう。

「デアスミス！　いるのか!?」

　バーチは立ち上がって言い、その場にいる全員がぎょっとした。

「オコーナー？」

　ヨハンと呼ばれた人間族の男が言い、バーチはふんと鼻を鳴ならす。

「オコーナー氏しは自じ室しつのベッドでお休みだ。彼の寝ね酒ざけのスピリッツに、一日多く眠れる薬を入れたのは私だがね」

「あんたがバーチか!?」

　オーガーが驚いて言い、人犬族の男が信じられないというように呟つぶやいた。

「オコーナーの匂においしかしないぞ」

「あたりまえだ。それが変へん装そうというものだろう。ところで、窒息というのはどういう事だ」

　人犬族の男が淡たん々たんと答える。

「あんたが聞いたとおりだよ。ここは最さい新しん型がたの換かん気きポンプがあるんだ。お客様に息苦しい思いをさせてはならないし、ここは地下だからな、ほら、そこだ」

　足あし下もとに透すかし細ざい工くの鉄てつの格子があった。メロンがひとつ、通るかどうかの穴あながその向こうに五つある。そこから機き械かい音おんがして、空気が吸すわれていく。

「……ここの空気が無なくなるわけじゃないが、まぁ生きていけなくなる程度には薄うすくなるわけでな。猶ゆう予よは十分程度かな」

「お祈いのりの時間には充じゆう分ぶんだよ、アハハハハ」

　泣なき笑わらいのように人間族の男が言う。

　バーチは、

「なるほど、理り解かいしたよ、ありがとう。外に出る事は出来ないわけだな」

　と言いながら、金庫室の中をつかつかと歩き回り、天井や床を検けん分ぶんした。

　その中で、貸し金庫の引き出しが一つ、僅わずかに開いていたので引き出すと、

『バーチへ』

　と上うわ書がきされた上じよう質しつの紙が置いてあった。

　開いてみれば、一言、お先に失礼させていただくよ。良い午後を。とだけ書いてあり、バーチはその紙を握にぎり潰つぶして自分のポケットに突っ込んだ。

　ごうっと空気が吸い上げられていく金庫室の中は、風が吹いているように空気が動いている。髪かみが耳や頬ほおを叩たたいて動くのを感じながら、バーチはマルタの前に立つ。

「さぁ、どうしよう、マルタ・サギー。出口は本当に、そこの鉄の扉とびらしかないようだ」

「うん」

　マルタは気を失っているリッツに自分の上着を脱ぬいでかけ、座すわったままその上着の内ポケットからカードを取り出した。

「頭取は、僕が壁かべ抜ぬけしたことをお忘れみたいだな。……まぁ、見たってなかなか信じられないだろうし、僕は気き絶ぜつさせられてたわけだけど。さて？　次の奇術はどれにしようか？」

　覗のぞき込めばその黒い瞳ひとみの奥に、暗い光がある。

『名探偵』のカードが発はつする光と同じもの。

　金の星せい雲うんのかけらだ。

「……何が出来るんだ？」

　マルタの前にしゃがみ、面おも白しろそうに訊きいたバーチにマルタはカードを一枚見せた。

「たとえば、ここにいる全員を……そうだなぁ、バーチあんたは派は手で好ずきだから……この銀行の屋おく上じように移動させるとか」

　カードには，

『瞬しゆん間かん移い動どう』

　と書かれていた。

「最初にこのカード使えばよかったんじゃないかね」

「出来れば使いたくなかったんだよ」

「どうしてだ？」

「高たかいんだ。さっき使ったカードが二十枚買える」

「……では、どうするね」

　バーチはにやにやと笑いながら言う。

「さっき使ったカードで扉をすり抜けて、『名探偵』のカードで金庫室の鍵を開けるかい」

　言われてマルタは考える。

「でも、もし、僕が頭取だったら」

　金庫室にいる全員が固かた唾ずを呑のんでマルタの言葉を聞いている。

「さっきはああ言ったけど、一度僕が扉をすり抜けるのを見てるわけだから、出てきたら撃うち殺すために待ちかまえるなぁ」

　ああ、うんうん、と四人の警備員が頷うなずく。

「そうだね、私でもそうするよ」

　とバーチも同意する。

「やっぱりこれを使うか」

　マルタは『瞬間移動』のカードを見つめた。

「ちょっ、あの、探偵Ｍ。あんたカード使いなのか？」

　オーガーが身を乗り出して言い、マルタはカードを口元に当ててニヤリと微笑ほほえんだ。

「うん、そうだ。けれどこのことは全く秘ひ匿とくされなくてはならない。それが女じよう王おう陛へい下かの御み心こころだ。実際にカード使いが存そん在ざいするだなんて、公おおやけになったら安あん寧ねいな市民生活が脅おびやかされかねないからな。約やく束そくしてくれる？」

　四人の警備員たちはまた必ひつ死しでうんうんと頷いた。

　ここで約束出来ないとか言ったら、窒ちつ息そく間ま違ちがい無しだからだ。

「じゃ、行こうか。何らかの形で、僕に触ふれていてくれ。間かん接せつ的てきにでもいい。ただ、移い動どう先さきがわからないんで、僕の出来るだけ近くにいて欲ほしいんだ。あと、僕の助手も忘れないで」

　オーガーが気き絶ぜつしているリッツを肩かたに担かついだ。そして逆ぎやくの肩にマルタを担ぐ。

「うわ」

　マルタは浮ふ遊ゆう感かんに焦あせった声を出したが、オーガーと視線を合わせて笑った。全員がオーガーに触れていることを確かめて、カードを掲かかげる。

「ワーク！　この建たて物ものの屋おく上じよう、辺あたりを見下ろす屋根の上へ！　発動、『瞬間移動』！」

　マルタがそう言い終わるや否いなや、暖あたたかい風が一同を包つつんだ。

　青空と日ひ差ざし。

　どうっと暖かい固まりになった風が、身体にぶつかって心ここ地ちよい。

　一同の着ちやく衣いを揺らし、髪を揺らした。

　驚きに目を瞠みはる警備員たちに、オーガーの肩から降おろされたマルタはハンチングを被かぶり直して言う。

「出来れば自分の意い志しで、自じ首しゆしてくれ。窒息させて何人か殺したんならな」

「え」

「いや」

「俺たち殺してないよ」

「殺しなんか嫌いやだもの」

　警備員たちは慌あわててそう言った。

「ちゃんと調しらべてもらえばわかるんだけどな、窒息はさせるんだけど、殺しはしてないんだよ。いや、頭取は殺せって言ったけど」

「俺たちそんなの嫌だからさ」

「ぎりぎりで助けて、放り出して」

「だって殺しなんか嫌だもん」

　なぁ、なぁ、とそれぞれ顔を見み合あわせて言い合う。

　マルタは春の風と光の中で笑う。

「そっかぁ。よかった。まぁそれはそれとして、頭取に殺さつ人じんを命令されたことは証しよう言げんしてよね。ほっとくわけにもいかないから」

「それはいいな。今回の君の手て柄がらはそれにしなさい」

　バーチはいつの間にか変へん装そうを解といていた。

　長い黒髪と青い瞳。見とれるような素す晴ばらしい美び貌ぼう。

「お前を捕つかまえてもいいんだぜ？」

















　口の端はしを上げて言うマルタに、バーチは肩を竦める。

「やめておきたまえ。逮たい捕ほは君の仕事じゃない」

「まぁお前を手ぶらで帰かえすのは、なかなか気分がいいもんだよ。金きん塊かいは諦あきらめなよね」

　嬉うれしそうなマルタに、バーチはスーツのパンツのポケットに両りよう方ほうの親指を引っかけてくるりと回った。

　春の日差しに黒髪が煌きらめく。

「何な故ぜ諦めなくてはならないんだね。金塊はもはや私の隠かくれ家がの倉そう庫こにあるというのに？」

　マルタも、警備員たちも驚きに凍こおり付いた。

「考えてもみたまえよ。金塊というのはとっても重いんだ。それをどうやってあの金庫室から？　確かに地下水路から金庫室に続く穴あなを掘ほってしまえばそういう事も出来るかも知れないが、それには時間が必要だろうね。地下水路がまるで無む防ぼう備びなわけでもなかったろ？　マルタ」

　バーチの問いにマルタは頷く。

「ああ。頭取に雇やとわれてるっていう鼠ねずみ族ぞくがいたよ。何か掘り始めたりしたら報告しろって言われてるって言ってた」

「ま、そんなわけでね。今金庫室にある金塊は九十パーセント偽にせ物ものだ。残りの十パーセントはカモフラージュ用に置いてきた。それでも大した金きん額がくだよ。残ざん念ねん残念」

「い、いつ？　いつすり替かえたんだ？」

　警備の人犬族がかみつくように言い、バーチは軽かるく身を翻ひるがえして距きよ離りを取った。

「生死を共ともにした仲だ、特別に教えてあげるよ。君たちに責任はない。リビンストン港こうに、金塊が降ろされた時さ。……あの日は、ひどい霧きりと雨あめだった。自分の爪つま先さきさえ見えないほどのね。荷物についていた警備員に、私の部ぶ下かたちが一人一人別々に声をかけて雑ざつ談だんを仕し掛かけ、ほんの少しの間、コンテナを見み失うしなわせる。一人一人少しの間なら、ないことじゃないだろう？　でも、全員が少しの間、同じ時間だったら、そして同じコンテナだったら、すり替かわっていても気がつかないだろ？　濃のう霧むと雨の中ではさ。目も利きかないし耳も、鼻もね。あの日、港みなとはひどく生なま臭ぐさかったはずだ。私の指図で、港の風上で腐くさった魚の樽たるがいくつか引ひっ繰くり返かえされたからな。まぁ、そんなわけで、リビンストン駅からはニセの金塊を積つんだ列車がオスタス駅へ、本物の金塊を積んだ列車が私の宝物庫のある駅へと闇やみの中を走ったわけさ！　だから、金庫室には元々一度だって金塊は入っていなかったのさ」

　バーチはポケットから小さなボールを取り出して、屋上の床ゆかに打ち付けた。

　軽けい快かいな破は裂れつ音おんと僅わずかな煙えん幕まくが立つ。

　そこから現れたのは、鍔つば広びろの帽ぼう子しと黒いマント、白い手て袋ぶくろにブラウス、ブーツとズボンの怪かい盗とう姿すがたのバーチだった。マルタはひとつ咳せきをしてから言った。

「お前のそれの方がよっぽど奇術っぽいけどな、僕にとっては！」

「お褒ほめに与あずかり光こう栄えいだな」

　割って入るように人間族の警備員が、更さらにバーチに言った。

「だっ、だが、運はこび込む時に、わかりそうなものじゃないか！　いくら偽にせ物ものだといっても」

　バーチはああ、と息を漏もらし、片かた唇くちびるを上げた。

「運うん搬ぱんの時、いつもの人にん足そくたちではなかっただろう？　いつもの者たちは集団で食しよく中ちゆう毒どくになっていたはずだ。前日の昼の、ロールキャベツ弁べん当とうに当たって、さ」

「あ！」

　警備員たちは思い当たって声を上げた。

「次の日には回かい復ふくしていたはずだよ。いたずらに、勤きん労ろう者しやの体たい調ちようを悪くするのは私の本ほん意いではないからね」

「ああ、頭取は仕方がないとか言いながら、俺たちにずっと見み張はらせてたな。自分も手が空あけばずっと見てた」

　うんうんとオーガーは頷いた。

　マルタが、強い春風に飛ばされないようにハンチングを押さえて言う。その下の黒い目が光っている。

「……僕はまぁ、そんなんどうでも、いいんだけどさ、バーチ。お前、さっき、貸し金庫の中で、デアスミスって言わなかった？」

「ああ。言ったよ。子し細さいを述のべる気にはなれないけれどね」

「共きよう闘とう？」

「ああ」

　いかにも不ふ本ほん意いそうにバーチは溜ため息いきを吐ついた。

「あいつが勝手にな。匿とく名めいの手紙はやっぱりあいつだ。私たちが地下二階ですったもんだしている間に、ご自分は貸し金庫で優ゆう雅がに盗ぬすみさ。それで別に私の計画に障しよう害がいも無いわけだが、相変わらず不ふ愉ゆ快かいなことばかりする男だ」

　屋上にいるバーチたちを見つけて、野や次じ馬うまが騒さわぎ出した。

　下げ界かいの騒そう乱らんを、花の香かおりと暖かな光に満ちた春の風が運はこんでくる。

「……いけない、長なが居いしてしまったな。それではそろそろ失礼するよ、マルタ・サギー。ああ、そうだ、重ねて言うが、件くだんのご婦ふ人じんをくれぐれも公園に誘さそうんだぞ」

「お前一言多おおいよ！」

「それでは、私はこれで失礼しよう。逮たい捕ほされるのもなんだしね。皆みなさんのおかげで、案外楽しい仕事になった。また」

　いずれどこかで、と続くはずのバーチの口上は驚きに消えた。

　跳はね上あげ式しきの重い扉が動いて、そこからドルーシア頭取が小さな拳けん銃じゆうを手に上半身だけを現した。

「やっぱりここか。派は手で好ずきの怪盗と探偵め。……私は虚こ仮けにされるのが大だいッ嫌きらいなんだよ小こ僧ぞう」

　銃じゆう口こうはマルタの背せ中なかに向けられていた。

「マルタ！」

　バーチは叫び、マルタに駆かけ寄よって突き飛ばした。

　銃じゆう声せいは軽かるく響ひびいた。

　バーチのアイマスクの中心、眉み間けんにぽつんと穴あなが開く。

　バーチの帽子が飛び、アイマスクがゴールのテープのようにほどけた。貫かん通つうした弾だん丸がんで結び目が壊こわされたのだろう。

　バーチはその場に倒たおれた。

　人犬族の警けい備び員いんが走り寄って頭取の手から拳銃を蹴けり飛ばした。

　マルタは呆ぼう然ぜんとその場に膝ひざをつき、青い目を薄うすく開けたまま動かなくなったバーチを瞬まばたきもせず見つめる。

「……バーチ？」

　アイマスクや白いブラウスが、鮮あざやかな赤色に染そまっていく。髪が濡ぬれて重たくなる。頬はまだ血けつ色しよくをとどめている。瞬きをしない。瞳はただのサファイヤのようだ。

　いつか、青い恒こう星せいみたいだと思ったのに。

　血は広がり、マルタの膝ひざを濡ぬらした。

　布ぬの地じを通して伝わる血液は、熱かった。








　第十章　オスタス




　風が止やんだ。

　音が消きえる。

　全すべてが制せい止しする。

　自分の精神のせいかとも思ったが、空を飛ぶ鳥とりが止まっているのを見て、違ちがうと理り解かいした。

「『カード戦せん争そう』委員会からの通つう達たつをお知らせしに参まいりました。今回は人ひと目めがありますので、私とマルタさん以い外がいの時間を止めさせていただきましたわ」

　いつの間にか屋上にシェリー・オーウェンが立っていた。

　いつものように黒い服で、黒い鞄かばんを持って、茶ちや色いろい髪かみを真まん中なかで分けて、頭の横でプレッツェルのように結ゆって、丸眼鏡めがねをかけて。

　その様子にマルタはぞっとして、反はん射しや的てきに立ち上がった。

「個こ人じん的に残ざん念ねんですわ。マルタさんとはもっといろいろ、オスタスで遊びたかったのですけど」

「……シェリーさん……っ」

「でも、これもまた職しよく務むですものね」

　マルタは頭がガンガンした。

　瞬きをするのも、呼こ吸きゆうをするのも、こんなに力のいることだとは。

「やめてくれ」

　マルタの呟つぶやきを無む視しして、シェリーは鞄の中から書類を取り出し、足あし下もとに鞄を置いて読み上げた。

　足下にはバーチが。

　バーチが血を流して倒たおれている。

　死んで。

　見たくなかったが、見えてしまったバーチの姿すがたにマルタは息を呑のむ。

　バーチの目は青だ。そのはずだった。

　なのに、緑だった。

　青年のはずだ。

　なぜ女性の顔と身体からだで。

　バーチのはずだ。

　なぜ、バーチが倒れているはずのそこに、マリアンナがバーチの装しよう束ぞくで倒れているんだ。

　教室。

　フィランシェ教室。

　バーチ。

　マリアンナ。

　叫び出しそうになるマルタに、シェリーが言った。

「まぁっ。ドクトル・バーチはマリアンナ・ディルベルタさんだったのですね。時間を止めるのに『我わが正ただしき時間』というカードを使ったんですけれど、その効こう果かで変へん装そうが解とけたんですのねぇ」

　額ひたいに小さな穴を開けて血を流して倒れている、その相手に対たいして何もないのか。

　まるでなぞなぞの答えに驚おどろく子供のようなシェリーの反はん応のうに、マルタは憤いきどおりと共に戦せん慄りつした。

　シェリーは委い細さいかまわず、手に持った書類を読み上げる。

「さて、通つう達たつです。マルタさん。我われ々われ『カード戦争』委員会では、マルタ・サギーさんが登とう録ろくしたカード『名探偵』のゲームにおける合ごう法ほう性せいについて調ちよう査さ・協きよう議ぎを重かさねました」

「待て」

　マルタは自じ覚かくせずに首を横に振りながら言う。

　この先の事は知っている。

　デアスミスを崇すう拝はいしていたカード使い、デロリス・ウィラーという女性がいた。

　ついこの間のことだ。

　デアスミスを崇拝していたカード使いだった。

　おそらく別の世界からここに来て、デアスミスに出で会あい、そして『カード戦争』委員会にプレイヤー資し格かくを剥はく奪だつされて自分の世界に無む理り矢や理り帰された。

　彼女に読み上げたのと同じ書しよ面めんを、自分に対してシェリーは読み上げている。

「待ってよ」

　シェリーは淀よどみも、躊躇ためらいもなく宣せん言げんする。

「つきましてはゲームの潤じゆん滑かつな進しん行こうを鑑かんがみて『名探偵』のカードの『カード戦争』における効こう力りよく、登録を全すべて抹まつ消しようすることを決定いたします。今までの参さん加か、ありがとうございました。またの参加をお待ちしております」

　お願いだ待ってくれ。

　僕から

　オスタスを

　奪うばわないでくれ。

　その言葉は音にならなかった。

　マルタの喉のどに張り付いて音にならなかった。

「以上、〇〇年〇〇月〇〇日『カード戦争』委員会」

　やっぱり日ひ付づけは聞き取れない。

『カード戦争』委員会の使う本当の言語は、翻ほん訳やく出来ないのだ。

　マルタの目めの前が白くなっていく。

　オスタスの春の空が。

　気き絶ぜつしてオーガーに抱かかえられたままのリッツが。

　血を流して動かないマリアンナが。

　白く、かすんで、空気と、温度が変わる。

　エアコンの風の匂におい。

　新しん建けん材ざいの家。

　見み慣なれた、自分の家のリビング。

　マルタは十分ほども茫ぼう然ぜんと突つっ立ったままだった。

　そしてやがて、その場に座すわり込んで、両手をついた。

　薄うすい合ごう板はんだ。

　ワックス仕上げの。

　瞬まばたきを忘れていたようで、目が熱い。

　眼がん球きゆうに瞼まぶたが張り付いていると感じる。

　そう思った途と端たん目の奥が熱くなった。

「ああ」

















　吐はく時のような声が腹はらの奥から出た。

　床の上に、突とつ然ぜんの夕ゆう立だちのようにぼたぼたっと水が落ちた。

　涙なみだだと、気がつくのに時間がかかった。

「ああ、あああ、あああああ、ああ、ああああ、ああああ」

　合板の床の上に座ったまま、マルタは獣けもののように泣いた。

　バーチ。

　マリアンナさん。

　死んでた。

　それなのに。

　僕は。

　ここにいてなにも出来ない。

　彼女を知る人と語かたり合うことも、花を捧ささげることも、違う、何を言っているんだ。

　彼女が死ぬはずなんかない。

　バーチが、死ぬはずなんかない。

　あんなに簡かん単たんに。

　あんなにあっけないわけがない。

　だってまだ公園に誘さそってないのに。

　今度一いつ緒しよにって言って、それきりなのに。

「ああああああああ」

　なのに僕はどうして身体が裂さけそうで、こんなおかしな声を上げて、そして涙を零こぼしているんだろうか。

　どのくらいそうしていたのかマルタにはわからなかった。

　気がついたら真まっ暗くらで、床の上に倒れて眠っていた。

　両腕がずきずきした。床を叩たたいていたのかも知れない。しばらく起きる気にもならなかった。指一本動かせる気もしない。

　遠とおく、車が行く音がした。

　ついこの間、バーチと一緒にここに来た。

　デロリスのカードの効果で、マルタの作ったイメージの世界だったけれど大たい差さはない。

　バーチ。

　ここで一緒にラーメンを食べて、駅前を歩いた。

　オスタスのあちこちで、最初は女じよう王おう陛へい下かの宮きゆう殿でんで、『名探偵』のカードを使って対たい決けつした。

　長い黒くろ髪かみと青い瞳ひとみの美しい男で、ああ、こういう造ぞう形けいを自分がしていたらきっと誇ほこらしいだろうと思った。

　マリアンナとは、ティルマカット菓か子し店てんの二階で会った。

　前から美しいひとだと噂うわさがあったから、ほんとは少し顔を見られるのを期き待たいしていた。

　ほんとに美しくて驚おどろいた。親切にしてもらって、笑顔を向けられて嬉うれしかった。

　裏うら切ぎられたとは思わない。

　嘘うそを吐つかれていたとも思わない。

　マリアンナがバーチで、バーチがマリアンナで。

　そのこと自体には、全く傷きずつきはしなかった。

　だって、何か理由があったんだろうし、バーチが、マリアンナが自分に向ける好こう意いのまなざしはきっと本当だった。それくらいわかる。

　バーチが自分に言ってくれる賞しよう賛さんの言葉はどうにも気き恥はずかしくて、素す直なおに受け取ることなんかは出来やしなかったけれど、それでも今までそんな風に自分を見てくれていたひとはいなかったから、嬉うれしかった。

　ましてやバーチは上じよう品ひんで教きよう養ようがあり、優ゆう雅がで大だい胆たんだった。

　マリアンナもそうだ。

　何をしていても音楽のようだった。

　バイオリンとかチェロとか、そうでなければピアノとかを連想した。なにか整ととのった秩ちつ序じよが彼女の芯しんにあって、それが彼女の美しさに繋つながっているのだと感じていた。

　そういえばその美しさは、バーチにも共通するものだった。

　バーチには、そんなことは決して言わない。

　きっとからかうように笑われていなされて、それで終しまいだ。

　でもマリアンナには言ってやりたかった。

　賛さん辞じを捧ささげて、彼女を飾かざりたかった。

　彼女が喜よろこぶからとかではなく、ただそうしたかった。

　そうすればよかった。

　週末の度たびに誘ったら、答えてくれただろうか。

　そうでなくても、もっと何度かは一緒にいれたはずだ。

　なのに。

　リッツ。

　そうだ、リッツ。

「守まもるって」

　僕が守るって言った。

　僕の助じよ手しゆだもの。

　僕の方がお兄さんで、僕が探たん偵ていなんだから、僕が守るんだ。

　そう思ったら、身体に僅わずかだけ力が入った。だって約やく束そくした。リッツを守るって約束した。

　ずきずきする腕に力を込こめて、床に手をついて立ち上がる。

　玄げん関かんに向かい、そのまま出る。

　むっとする熱さが身体を包み、シャツとズボンが張り付く。

　オスタスでの服のままだった。千ち鳥どり格ごう子しのベスト。くたびれてきたねって、リッツが言った。

　外は夏の夜。

　自じ転てん車しやで通り過ぎた男が、マルタの風ふう体ていを見て不ふ思し議ぎそうな顔をして過ぎていった。

　やっぱりこっちでの服と、オスタスでの服は少し違うからだろう。

　他た人にんの目など構っていられなかった。

　国こく道どうから横に入って、垣かき根ねの家。夜の中、項うな垂だれたひまわりのある庭にわ。夜だというのに風ふう鈴りんの音がした。しまい忘れたのかな。南なん部ぶ鉄てつ器きの音。

　アーバーズに行けばなんとかなる。あそこで、カードを一枚買って、正せい式しきな登とう録ろくの方法を聞いて。それさえ出来れば、後は何とかなる。オスタスに戻もどる。時間を少し戻すカードを探さがそう。

　そうしたら、バーチも……マリアンナも助かる。

　そうだ。

　そうするんだ。

　シェリーさんも、正式に登録さえすれば文句はないんだろ。

　考えようによっては、あそこでプレイヤー登録を抹まつ消しようされたのは、かえって良かったのかも知れない。

　だって、こうやって、カードを買いに走れるんだから。

　そう、何かカードを使って、バーチを、マリアンナさんを助けることだって出来るんだから。

　僕には出来ることがあるんだから。

　住じゆう宅たく街がいの中の小さな商しよう店てん街がい。

　今はもう全部閉しまっていた。

　とみた精せい肉にく店てん、青あお野の青せい果か店てん、小こ料りよう理り屋やといち、中ちゆう華か料りよう理り広かん東とん飯はん店てん、荻おぎ原わら豆とう腐ふ店てん。

　記き憶おくのままだ。あの日のままだ。だというのに、アーバーズだけがなかった。

　最初からなかったようになかった。

　アーバーズがあったはずの敷しき地ちすらなかった。

　マルタは路ろ上じようにがくりと膝ひざをつく。

「……そんな……」

　アーバーズは時々移い転てんする。オレイヤーズの店みせが、アラン・レイに移転したように。それだろうか。それならどこかに、どこかにあるはずだ。探せばいい。

　けれどマルタは座り込んだまま立てなかった。

　頭のどこかで理解してしまった。

　自分はもう、『カード戦争』のプレイヤーではないのだと。

　そうである以上、アーバーズの所しよ在ざいの通つう達たつは来ないのだと。

　けれど、一番最初にアーバーズにたどり着いたのは偶ぐう然ぜんのはずだ。だったら、プレイヤーでなくともたどり着けるはずだ。

　マルタはポケットを探る。カードがあるはずだった。

「……あっ……」

　そうだ、リッツが気き絶ぜつしていたから、上うわ着ぎをかけてやったんだった。あの中だ。

　マルタは深く溜息を吐いた。

　どこかの家で犬が鳴いて、玄げん関かんが開く音がしたので慌あわてて立ち上がる。

　そして夜の中を、今にもへたりこみそうになりながら、家に帰る。

　熱くてじめじめして、嫌いやな夜だ。

　この街まちは嫌きらいだ。

　この街で生まれて育そだったけれど、こんな街嫌いだ。

　オスタスに帰りたい。

　マルタは自分がまた涙を零こぼしているのに気がついた。




　泣なき虫むし名探偵。




　そう言ったのはバーチだった。

　デロリスのカードで記き憶おくの中の蓑みの崎さきに来た時に。

　バーチ。

　公園にマリアンナさんを誘さそえって言ったのはあんたじゃないか。

　あんたがマリアンナさんなら、マリアンナさんが僕と一いつ緒しよに公園に行きたがってくれてたんじゃないか。

　じゃあジョゼフ犬いぬがバーチの事を気に入っていたから、一緒に連れていこう。

　オスタスに僕は戻るから、そしてあんたを助けてリッツを守るから、一緒に公園へ行こう。

　リッツに教おそわって、僕だってサンドウイッチを作るよ。

　敷しき物ものを敷しいて、花の名前を教えてくれよ。

「だからオスタスに帰してくれ!!」

　叫さけんだ。

　つもりだった。

　実際は横を過ぎる車のエンジン音ほども響ひびきもしなかった。

　ああ。

　ここでは誰もオスタスのことを知らない。

　ゴルゴンの女王陛下の統とう治ちする美しい街。

　ファンタジーの生物たちや人間たちが、市し民みん権けんやデモやストライキや資し本ほん主しゆ義ぎや発はつ言げん権けんや選せん挙きよ権けんや、保ほ護ごや市し街がい整せい備びや勤きん労ろうや怠たい慢まんや成功や失敗や破は滅めつや愛や憎にくしみや嘲あざけりや尊そん重ちようや挨あい拶さつや洗せん濯たくや歌か劇げきや報道や食事や育いく児じや裏うら切ぎりや犠ぎ牲せいや鼻歌や微笑ほほえみや

　夢ゆめじゃなかった。

　妄もう想そうでもなかった。

　あそこで自分は暮くらしていた。

　あの街で僕は、マルタ・サギーと呼ばれて暮らしていたんだ。








　あとがき




　こんにちは。

　長ちよう編へんの四作目です。

　大きなターニングポイントを迎むかえました。







　えー。

　まぁその。

　このあとどうなるかはまぁ。

　だいたい決まってるんですが。

　えー。










　いつかはこうしようと思ってたんですが、やっぱり書いてみないとわからない部分が色いろ々いろあるもんですね。

　今回はあまりあとがきで言えることがないです。

　これからマリアンナさんの出てくる短編を書きます。

　長編が続いたので、次にお逢あいできるのは短編集かも知れません。

　でも早くこれの続きを書きたくもあります。







　あっ今回長編のくせにアウレカが出てきていませんね。

　デアスミスは出てますが、このひといつの間あいだにこんなにバーチになついているんでしょうか。デロリスのバーチャル蓑みの崎さきでの女じよ装そうマルタバーチ（よく考えたらすごくややっこしい、ですね）がグッと来たんでしょうか。ボインよりナイチチなんでしょうか。私はどっちも好きです。

　ヘンリーとミスター・ブルネルが出てくるとなんだかほっとします。ジャックも。










　いつも素す敵てきな挿絵をつけてくださるすみ兵様、今回もありがとうございます。










　次の舞台は蓑みの崎さきです。

　ではまた。








二千六年　　　　　野梨原花南













マルタ・サギーは探たん偵ていですか？４




恋の季節















野の梨り原はら花か南なん
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